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序章　虐められ姫と大賢者







　書き物をしていた手を止めて、男は振ふり返かえった。

「……また虐められたのかね、姫ひめ様さま？」

　そこは、王宮附ふ属ぞく図書館の最深部だった。

　壁かべという壁が全すべて書しよ棚だなになっており――見み渡わたす限り、全て本の背表紙で埋うめ尽つくされた部屋。外光による紙の劣れつ化かを恐おそれてか、壁には窓一つ無い。その一方で天てん井じようは遙はるかに高く、書棚には梯子はしごが幾いくつも掛かけられていて――床ゆかに立つと、まるで深い谷底にいるかの如く、周囲の全てがのしかかってくる様にすら錯さつ覚かくを起こす。

　紙に記録された人類の叡えい智ち、その重さが圧あつ迫ぱく感すら醸かもし出だしていた。

　その片かた隅すみに――

「…………」

　ドレスを着た幼い少女が独り、佇たたずんでいた。

　愛らしい――人形の様に愛らしい少女だ。

　白く陶とう磁じ器きの様に滑なめらかな肌はだ、艶あでやかな黄金こがね色いろの髪かみ、そして大おお粒つぶの宝玉の様に円つぶらで鮮あざやかな色を湛たたえた瞳ひとみ。ドレスからのびる四し肢しは細すぎず太すぎず、長すぎず短すぎず、絶ぜつ妙みようの均きん衡こうを保っている。未いまだ幼いながらも将来の美び貌ぼうは確実――と相あい見まみえた誰だれもが信じるに足る、そんな容姿だった。

　名めい匠しようの手になる芸術作品の様に、そこには、およそ隙すきというものが無い。

　だからこそ、その頬ほおに生じた青あお痣あざはひどく目立った。

「下の兄君の仕し業わざかね？　それとも姉上かな？」

「…………」

　少女は――黙もくしたままだ。肯こう定ていはしないが否定もしない。

「くだらん事を。全くもってくだらん。本当にくだらん」

　呟つぶやきながら――男は、執しつ務む机づくえに立てかけてあった杖つえをつきながら、椅い子すから立ち上がった。左足を引きずりながら、彼かれは少女に近づくと、その顔を覗のぞき込む。

　男は、いかにも神経質そうな――見るからに偏へん屈くつというか、気難しげな目鼻立ちに加え、額には今なお消えぬ大きな古傷が刻まれた、ひどく威い圧あつ的てきな面相であった。これに加えて見た目通りの性格のせいで、彼が管理する王宮附属図書館に近づく者は居ない。仕事で仕方なく出入りする数人の司書と掃そう除じ係――それに未だ幼い第三王女を除いては。

「貴女あなたを虐める連中も、そして、虐められてここに逃にげ込んでくる貴女も」

　と男は細い琥こ珀はく色いろの眼めで少女を睨にらみ付つける。

「私なら貴女を虐めないとでも思ったかね？　偏屈で、人ひと嫌ぎらいで、王族ですら小こ馬ば鹿かにする傲ごう岸がん不ふ遜そんさでも有名な私が？　仕事を邪じや魔まされても笑え顔がおで貴女を迎むかえるとでも？　それはまた驚おどろくべき希望的観測だ」

　王国七大賢者の一人にして王宮附属図書館の館長――それが男の持つ肩かた書がきだった。

　前者は男が王国の治世に対して果たした様々な功績から与あたえられたものである。

　だが後者は――放っておけば何を言い出すかも分からない奇き人じん、野放しにしておくには危険な程ほどの才能を備えた変人を繋つないでおく為ための、いわば『枷かせ』であり、この図書館は彼を飼っておく為の鉄てつ格ごう子し無き『檻おり』だとも言われていた。

「…………貴方あなたは」

　少女は呟く様に言った。

「私を〈祝福されざる者アンブレスド〉って呼ばない」

〈祝福されざる者〉――面と向かって少女をそう呼ぶ者はさすがに居ない。

　だが同じ王族は勿もち論ろん、王宮に出入りする貴族や王国の重臣、侍じ従じゆう達、騎き士し達、衛兵達、その他諸もろ々もろの王宮関係者……その全てが陰かげで彼かの女じよの事をそう呼んでいるという事を、この大賢者は知っていた。そして自分がそう呼ばれ蔑さげすまれている事に気付く程てい度どには、この少女が賢かしこいのだという事も。

「そうだな。当然だ。姫様、貴女は〈祝福されざる者〉ではないからだ」

　無造作に少女の鼻先へ指を突つきつけながら大賢者は言った。

「そもそもそれは〈祝福されし者〉を前提とした言葉だ。だが私に言わせれば〈祝福されし者〉などそもそもおらん。故ゆえに〈祝福されざる者〉もおらん。前提が違ちがう」

「…………？」

　少女は小さく首を傾かしげた。

　如何いかに聡さといとはいえ、さすがに彼の物言いは難しすぎた様だ。だが人間嫌ぎらいの大賢者は少女の理解など興味が無いとでもいう様に、そのまま一方的に話を続けた。

「〈極光の祝福〉なぞくだらん。実体の無い思い込みに過ぎない」

　杖をつきながら大賢者は少女から離はなれ、執務机の前に戻もどる。

　だが彼は再び椅子に座すわる事無く、抽斗ひきだしを開いてそこから何かを取り出した。

「高貴なる身分に生まれながら、疎うとまれ蔑まれる哀あわれな姫ひめ君ぎみに、一つ予言をしてやろう」

「……予言？」

「言っておくが、王室付きの呪まじない師共がまことしやかに囀さえずる、星の位置がどうとか、札の並びがどうとか、そんな馬ば鹿かげた詐さ術じゆつの話ではない。現状で私の研究成果から導き出せる最も合理的な予測だ。もっとも〈極光の祝福〉を有あり難がたがっている連中にとっては、法ほ螺ら話どころか、変人の妄もう想そうに過ぎないだろうがね」

　そう言って大賢者は、ひょいと何かを投げてくる。

　慌あわててそれを受け取った少女の掌てのひらには――薄うす紫むらさきの丸い石が在った。

「………眼め玉だま？」

　と少女が呟いたのは、その石の表面が半はん透とう明めいで、奥おくに眼球を想おもわせる様な同心円状の模様が透すけて見えたからだ。確かにそれは眼玉によく似ていた。

「覚えておくといい、姫様。それを見る度たびに思い出せ」

「……何を？」

「貴女はいつか、世界の在り方を変えるかもしれない」

　机にもたれかかって杖の先を少女に向けながら、唐とう突とつに大賢者はそんな事を言った。

「いや。救うと言った方が正しいか。恐らくは同じ世代の、俗ぞくに〈祝福されざる者〉と呼ばれた者達と共に――凡ぼん夫ぷ共が言う『祝福されざる』生まれ、それ故に」

「…………恐らく？　かもしれない？」

　それは甚はなはだ曖あい昧まいな部分を残した物言いだったが――

「あくまで可能性だ。可能性でしかない。だが可能性だ。有り得るかもしれない未来。実際にそうなるとしても、それが明日の事なのか、一年後の事なのか、十年後の事なのかは分からない。そうならない可能性だってある。世界を救う、といっても、既き存そんの価値観、既存の世界を後生大事に守ろうとする者達にとっては、貴女は反逆者になるかもしれない。破は壊かい者しやと誹そしられるかもしれない。いわば革命だ。恐らくは戦いになるだろう」

「…………戦い……？」

「貴女は王女だ。凡ぼん俗ぞく共よりは多少なりとも賢いし、血筋や容姿、育ちから来る求心力カリスマも在ろう。だが、直に戦う力は無い。在ったとしても一人ではとても足りない。もし貴女が世界を変える者であるならば、貴女が『革命の姫』であるならば、貴女には貴女の剣けんとなって戦う『騎き士し』、いや、『英えい雄ゆう』が必要だ。同じ世代の」

「……英雄？　私達の中から英雄が生まれるの？」

　世界を救う――確かにその言葉通りならそれは英雄だろう。

「かもしれん、という事さ。所しよ詮せん、予言、いや予測だからな。未来は常に不確定だ」

　大賢者はそう言うと倒たおれる様に椅子に腰こしを下ろして、再び机の上の紙に何かを書き付け始めた。話はもう終わった、とでも言うかの様な態度だが――彼は少女に『出て行け』とも言わなかった。いつもの様に。

　だから少女はそのまま本ほん棚だなの一つに歩み寄ると、それを背にして床に直接座り込む。

　普ふ段だんは、そのまま目についた本を適当に流し読みしたりして時間を潰つぶすのだが、今日ばかりは大賢者から贈おくられた『眼』の宝石を掌の上で転がして遊んでいた。不思議な色合いをしたそれは、転がる度に微び妙みように色を変えて万まん華げ鏡きようの様に彼女を愉たのしませる。

「……綺き麗れい」

　と呟く少女。

　……それから六年の後。

　少女は――ペンドルトン王国第三王女ルティエ・ラ・ペンドルトンは、宝石と共に大賢者シド・クレイクが自分に与えた『予言』が真実と成ったのを知る事になる。







第一章　異変は極光と共に







『それ』はいつも南の空から音も無く訪おとずれる。

「……おお……」

　人々は揃そろって天を振り仰あおぎ――街は感かん嘆たんのざわめきに満たされる。

　本来ならば、黄昏たそがれの時を経て、次し第だいに宵よい闇やみの黒に染まっていく筈はずの――ただ暗夜の色に塗ぬり潰されていく筈の空に、今は複雑な色模様がゆらりゆらりと揺ゆれている。

　まるで雲の様で雲でなく。

　しかし虹にじの様で虹でなく。

　遙かな空の彼方かなたで巨神が紗うすぎぬを振っているかの様に、様々な淡あわい色の層が入り乱れ、幾いく重えにも重なって、人々の頭上を静かに、ゆっくりと、流れていく。

　極光オーロラ――その美しい現象を、人はそう呼んだ。

「来た……来たぞ……」

「極光祭の始まりだ……！」

「いざ祝え！　いざ歌え！」

　呆ぼう然ぜんと見上げていたのは、しかし束つかの間まの事。

　人々は事前に準備していた祭を開始する。

　楽士達が街のあちこちで祝いの歌を披ひ露ろうし、踊おどり子こ達が通りを練り歩きながら色とりどりの花弁を撒まいていく。大通りには露ろ店てんが所ところ狭せましと立ち並び、今こそ商機とばかり、道行く人々に店員達が声を掛ける。

　もう既すでに夜に属する時刻――瓦斯ガス灯が在っても、人通りは昼日中に比べて半減する筈だ。治安が良いとされるこの王都でも、女子供や老人達は出歩くのを躊ちゆう躇ちよする刻限である。

　だが今日だけは老ろう若にやく男なん女によの区別無く、無数の人々が戸外に姿を見せていた。

　極光祭――年に二度ど訪おとずれる大空の芸術、自然の驚きよう異いを、皆みなが愉しむ日。

　街の大通りは、この日ばかりは馬車も牛ぎつ車しやも機車も乗り入れが禁止され、普段は荷車や客車の往来が激しい石いし畳だたみの上にも、人の姿が溢あふれている。こうした光景は、この王都のみならずこのペンドルトン王国全体、いや、地域によって多少の時刻や様式の差は在れど、大陸全土で見られるものだ。

　世界中が極光の下もとに沸わき立たっている。

　そして――

「さあさあ。前に、前に」

「本日の主役は貴女あなた達たちなのだから」

　人々が丁てい重ちように戸外に連れ出してくるのは、いずれも女性だ。

　その半数が一見して身重――妊にん婦ぷだと分かる程に腹が膨ふくらんでいる。残りの半数も単に未だ目立っていないだけだろう。

　極光祭は、生まれ来る子供達を祝福する祭事だ。

　いつごろから言われ始めたのかは、定かでない。

　ただ一いつ貫かんして極光は瑞ずい兆ちよう、吉きつ兆ちようであり、妊婦がその光を浴びると子供は健すこやかに育つのだ、などと言われている。極光は半年に一度――正確に百八十日毎ごとに南の空から訪れて北の空へと去って行くので、理り屈くつの上では、全ての子供達がこの極光の祝福を受けて生まれてくる筈だった…………………………が。

「…………ッ！」

　それは祭の浮うわついた空気の中で、突とつ然ぜんに起こった。

　花弁と共に舞まい散ちる――血ち飛沫しぶき。

　一人の少年が、腹を刺さされていた。

　ひどく分かり易やすい凶きよう行こうの現場だ。深しん紅くの液体が路上にぶちまけられ、その上に倒れ伏ふす身体からだ。まだ致ち命めいの傷ではなかったのか、少年は、ごろりと転がって出血個か所しよを右手で押おさえながら、迫せまりくる『相手』に左手を掲かかげた。

「や、やめっ…………な、なんで、なんで…………ッ!?」

　余よ程ほどに驚き慌てているのだろう。口から出るのは言葉にならない断だん片ぺんばかりだ。

　勿論、そんなものが今まさに彼を殺そうと迫る『相手』に効力を発揮する筈もなく――

「なんで、こんな、なん……と……父さ……母さん……!?」

　迫ってくる初老の夫ふう婦ふに向けてそう叫さけぶ少年。

「なんで……なんで…………俺おれが……俺が〈祝福されざる者〉……だから……!?」

「…………」

「…………」

　無表情に。無言で。まるで卵の殻からを割るかの様に。

　一いつ切さいの感情がその顔には浮うかんでいない。少なくとも今から十数年育ててきた息子むすこを殺そうという親の――親ならば抱いだいて当然であろう深い感慨も、悲ひ壮そうな決意も、そこには無い。

「た……助けっ……助けてっ……！　誰かっ……！」

　父にも母にも、もう言葉が通じない。

　そう思ったのか――少年は通りを歩く人々に向けてそう訴うつたえる。

　だが……彼の必死の叫びに応じる者は皆かい無むだった。

　瀕ひん死しの少年とその両親に一いち瞥べつを投げる者は居たが、それ以上の興味を持つ様子が無かった。別に珍めずらしい事でも驚く事でもない――とでも言うかの様に、次の瞬しゆん間かんには誰もが談だん笑しように戻り、夜空を覆おおう極光に眼を向けていた。暗がりを這はい回まわる害虫を踏ふみ潰したところで、殊こと更さらに周囲の注目を引く訳ではないのと同じく。

「なんで…………………げぶっ!?」

　絶望の表情に顔を歪ゆがめる息子の腹を――父親が踏んだ。容よう赦しやなく。踏んで――左右に長なが靴ぐつをこじって、踏みにじった。刺された場所だ。当然、ますます血が出て――

「やめ、なんで、母さ――」

　涙なみだを浮かべてそう問う息子の口に、母親は包丁をまっすぐ突き込んだ。やはりその動きに躊躇や逡しゆん巡じゆんは一切、見いだせなかった。魚をさばく為の包丁のとがった切っ先は、息子の首の後ろから顔を出し、そこから血を滴したたらせた。

「…………」

　息子は倒れて、今度こそ動かなくなった。

　その両眼は見開かれ、『信じられない』とでもいうかの様に口は大きく開かれたままだ。硬こう直ちよくしたその顔とは別に、手足が激しく痙けい攣れんし、そしてそれも数秒で収まった。

　死んだ。殺された。どこからどう見ても明らかだ。

「――おお。極光祭もたけなわだな」

「お弁当の追加発注も来てるわね」

　そんな会話を……ごく当たり前の会話を交かわしながら、夫婦は自分達が殺した息子をその場に残して、通りに面した店の中に戻っていく。妻の方は前まえ掛かけの端はしで包丁を拭ふいて血ち糊のりを拭いながら、笑顔すら見せていた。

　夫婦だけではない。周囲の通行人達も同じだった。

　こんなあからさまな殺人が行われたのに、誰も騒さわがない。

　通りには普段にもまして人の数が多く、老若男女の区別なく彼らの姿でごった返している。そして腹の大きな妊婦の姿も目立つ。

　殺したのが親で殺されたのが息子――そんな関係を知らなくても、通常、通りの真中で行われた凶行を目にすれば、誰もが驚くだろうし、硬直もするだろう。

　なのに、誰も驚いている様子が無い。悲鳴も上がらない。

　倒れた息子の骸むくろを鬱うつ陶とうしそうに見て避さけていく者は居る。見えていないというわけではない。断じて。なのに、誰だれ一人ひとりとして騒がない。そんなの当然だといわんばかりに。

　ただ数名――

「どういう事だ……？」

　路地裏からその一部始終を見ていた、ディケンズ軍学校・第九分校一期生――竜機士ドラグーン候補生クロウ・シェイクスとその仲間達を除いては。




●




　極光の訪れと共に祭が始まる――少し前。

「――やあっ！」

「はあ――っ！」

　勇ましい掛け声ごえと共に、灰色の制服を着た二人が練兵場の真ん中で向かい合っていた。

　ディケンズ軍学校・第九分校内――屋内練兵場。

　建物の中で有りながら、そこに床は無い。兵士見習い達が野戦用の軍ぐん靴かで踏みしめるのは土と砂の地面そのものだった。壁と天井はあるが、むしろそこは巨きよ大だいな天蓋テントの下といった雰ふん囲い気きである。

　今――軍学校の生徒達が行っているのは、銃じゆう剣けん術じゆつの訓練だ。

　勿論、彼かれ等らが用いているのは全て木製の小しよう銃じゆうと銃剣である。剣には刃はがついていないし、銃じゆうに至っては形ばかりの操作ができるだけの代しろ物もので、撃発機構は無い。兵士見習い達は銃を撃うつ――銃を撃ったという形をとる為に『ばぁん！』と声を出さねばならない。

「次、クロウ・シェイクス！」

　呼ばれてクロウは立ち上がった。

　ぼさぼさの黒くろ髪かみ、常に何かを睨んでいるかの様な三白眼、常に不服そうに両りよう端たんの下がった形で引き結ばれた唇くちびる、まあとにかく『不ふ機き嫌げんですよ』と宣伝して回っているかの様な面相の男子生徒だ。

　他の兵士見習いと比ひ較かくして、決して背が高い訳でも、肩かた幅はばが広い訳でもない。過か剰じように筋肉がついている訳でもない。なのに彼が立ち上がる様子には奇き妙みような迫はく力りよくが在った。

「さて、対戦相手は誰だ？　誰かシェイクス兄の相手をする奴やつは!?」

　練兵場の真ん中で四角い顔の教官が、不機嫌そうに問う。

　だが壁かべ際ぎわに並んでいる兵士見習い達は誰も、腰を上げて自分が、とは言わない。

　いや――

「――私が」

　と立ち上がったのは……クロウ達男子生徒が座っていたのと反対側の壁に並んでいた、女子生徒の一人だった。

　長身痩そう躯くの少女。身みの丈たけは男子のクロウと同じか、彼よりほんの少し高い位――何処どこか猫ねこ背ぜ気味なのは自分より身長の低い者と話す事が多いからか。だが陰いん鬱うつな雰囲気や愚ぐ鈍どんそうな様子は無く、立ち上がるその仕草にも何処かきびきびとしたものが滲にじんでいた。

「また貴様か、ベアトリス・レイヴァン!?　女子には聞いていない！」

　教官が苛いら立だたしげに叫ぶ。

　普段から男性優位主義マチズモを隠かくそうともしないこの教官にとって、クロウ・シェイクスと対等に銃剣術で渡わたり合あえる生徒が女子のベアトリスだけというのが不ふ愉ゆ快かいであるらしい。

　クロウとベアトリスが同じ村の出身で、同じ班に属しているから、という事も影えい響きようしているだろう。ベアトリスがクロウと対等に戦えるのは、彼女が優ゆう秀しゆうだからではなく、クロウが幼おさな馴な染じみの女子に対して手を抜ぬいているから……と考えているのだ。

「訓練は遊びじゃない！　貴様等の――」

「教官。一手御ご教きよう授じゆお願いします」

　尚なおも喚わめき散らそうとする教官に、クロウが――上うわ目め遣づかいに睨む様な眼で言った。

「ちっ……」

　舌打ちする教官。

　皆の前ではっきりクロウからそう要よう請せいされては、断り辛づらいのだろう。

　単に体格という意味ではこの教官の方が頭一つばかりクロウよりも大おお柄がらで、体重に至っては倍近い。とにかく全身筋肉に覆われていて、拳こぶしで殴なぐればクロウなぞは一発でぶっ飛ばせそうだった――が。

「――双そう方ほう、用意」

　と男子生徒の一人が立ち上がって片手を挙げる。

　スリクト・ハーヴェイ。眼鏡を掛けた少年である。

　病的な痩やせ方かたこそしていないものの、全体的に何処か線が細い印象で……兵士見習い、というより芸術家か、さもなくば学者の類にも見える。

　彼はベアトリスと同様にクロウと同じ村の出身で、なおかつ同じ班に属していた。

「おい、ハーヴェイ、勝手に――」

「――始め」

　開始の号令というには若じやつ干かん、気の抜けた感じの一声。

　模も擬ぎの銃剣を手にしたクロウが一歩前に出ていた。

「ちっ――」

　教官も舌打ちを一つしてから、仕方なく応じる様に模擬の銃剣を構える。

「――やあああッ！　っしゃああああ！」

「…………」

　クロウと教官――対たい峙じする二人の様子は対たい照しよう的てきだった。

　威い嚇かくなのか気合いを入れる為なのか、とにかく教官が獣けものじみた大声を上げているのに対して、クロウは殆ほとんど声を上げない。二人は同じ距きよ離りを保ってしばし睨み合い――ゆっくりと円を描えがく様に横移動する。

「――っりゃあっ！　――っしゃあ！」

　やがて――教官が焦じれた様だった。

　いきなり動きを変えて、真まっ直すぐクロウに向かって突とつ撃げき。

　身体を開いて片手持ちでの刺突の型。基本的に教官の方が背せ丈たけがあるだけに、間合いも大きい。どうあっても先に自分の銃剣が届くという判断なのだろう――が。

「…………」

　クロウは――あろう事か、いきなり銃剣を、投げた。

「――っ!?」

　先手必勝と真っ直ぐ全力突撃していた教官は、これを避けられない。だが咄とつ嗟さに自分の銃剣で叩たたき墜おとす事が出来たのは、さすがに教官としての面めん目もく躍やく如じよか。
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　しかし……

「――なに!?」

　教官が叩き墜として地面で跳はねた銃剣を、投とう擲てきと同時に飛び出していたクロウが、地面を滑すべりながら拾い上げる。彼はそのまま教官の背後にまで滑っていくと、銃剣を脇わきの下から突き出して、自分の背後に向ける。

「――ばん」

　気の抜けた呟く様な……『銃じゆう声せい』。

　銃剣術においてはこれも『一本』である。クロウが手にしているのが本物の小銃であったならば、教官は間ま違ちがいなく背後から撃たれていた筈だ。

　だからこれは間違いなくクロウの勝ちだった。

　クロウもそう考えたのだろう。彼は審しん判ぱん役やくを買って出たスリクトの判定を待つまでもなく、構えを解いて――

「――っしゃああああっ！」

　しかし教官は構わず振り向むきざまに一歩踏み出し、自分の銃剣を横薙なぎにクロウへと叩き付けていた。咄嗟にクロウは銃剣を掲げてこれを受け止めるが、基本的に体重が違う上に、腕わん力りよくも違う。

　クロウはその場に薙ぎ倒されていた。

「教官――!?」

　スリクトが驚きの声を上げるが、教官は構わず唾つばを飛ばしながらクロウに向けて喚いた。

「クロウ・シェイクス、貴様は反則負けだっ！　国王陛下から下か賜しされし銃剣を投げるとは何事かっ！　王国兵士の恥はじだ！　この出で来き損そこないめっ！」

　自分が負けたという自覚は在るのだろう。だが認めては教官としては沽こ券けんにかかわる。だからクロウの反則負けを強ごう引いんに宣言した――といったところか。余程、自尊心が傷つけられたのだろう。教官はそれだけでは足りずに、吐はき捨すてる様にこう言った。

「これだから〈祝福されざる者〉は……！」

　その一言で――場が凍こおり付いた。

「――！」

　さすがに教官も気付いた……いや思い出したのだろう。

　今この場に居る兵士見習い全てが――自分以外は全員、その〈祝福されざる者〉の世代であるという事に。そして生徒達の誰もがその呼び方を快く思っていないのだという事を。

「…………」

　教官は周囲の教え子から押し寄よせる怒いかりの気配に若干、たじろぐ様な表情を見せた。

　だがそこで真っ当に謝罪出来る様なら、そもそもこんな事態になってはいない。生徒であると同時に〈祝福されざる者〉共――二重の意味で見下していた相手に対して、教官は顔を真っ赤にしながら語気荒あらく叫んでいた。

「クロウ・シェイクス！　そしてスリクト・ハーヴェイ！　貴様等は反則と教官に対する口答えで、罰ばつ掃そう除じだっ！」

「え？　ちょっ……僕ぼくもですか!?」

　と慌てるのはスリクトだ。

　教官の面子を潰したのはクロウ一人だ。完全にとばっちりだが、この種の横暴は軍学校では別に珍しくない。〈祝福されざる者〉世代が集まっているこの第九分校では尚なお更さらに。

「はぁ……」

　とスリクトは肩かたの力を落として溜ため息いきをつく。

　クロウの方は――教官の方を睨んでいるが、何も言わない。毎度お馴な染じみの事で、今いま更さら文句を言う事も諦あきらめているからだ。

　そんな二人の様子も教官の目には生意気に映ったのだろう。

「第二校舎と、男だん子し寮りよう、全部だ！　夕食までにやれ！　間に合わなければ飯抜きだ！」

「そ……それはっ……いくらなんでも」

　スリクトが顔色を変えたのは、どう考えても二人で夕食までの時間で指示された場所全部を掃除するのは無理だと分かっているからだ。要するに教官は腹いせでクロウとスリクトに罰掃除と晩飯抜きを言い渡しているのである。

「連帯責任だ、貴様等の班全員であたれっ！　いいな？」

　ベアトリスの方も睨みながら教官は怒ど鳴なる。

　本人以外の、女子生徒達の間からも動どう揺ようの声が漏もれたが――

「……分かりました」

　クロウは静かな口調でそう言った。

　軍学校で教官に逆らっても良い事は何も無い。

　その理り不ふ尽じんな扱あつかいに異を唱えても、そうした苦情を受け入れて、教官を諫いさめてくれる者は居ない。そもそも戦場には不平等や非常識が満ちている。そうした事に対して耐たい性せいをつける事も兵士としての教育の一いつ環かんと考えられているからである。そしてそれを教官側も理解しているからこそ、教育の名を借りて〈祝福されざる者〉達を――『劣れつ等とう世代』の生徒達を好き勝手に扱い、憂うさ晴ばらしが出来る。

「以上だ、解散っ！」

　顔を真っ赤にしたまま、教官は生徒達に向けてそう宣言した。
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　運河の水面には、天から降り注ぐ極光の色が映っていた。

　千せん変ぺん万ばん化かする色しき彩さいの氾はん濫らん。

　幅はば広ひろい運河の水面には、僅わずかながらも波が生じていて、色とりどりの光を複雑に反射する。既に夜という事もあって、水面は暗くそれ自体が夜空の様であり、星が瞬まばたいているのと似て非なる、独特の風景を描き出している。

　それはそれで美しいと言えるが……大多数の者は天を見上げるのに忙いそがしく、その事実にはまず気付かない。

　そもそもこの王都には幾いく筋すじもの運河が設けられているが……大たい抵ていの建物は運河に対して『背』を向けている。

　通りに面しているのが正面玄げん関かんで、運河に面しているのは裏口や勝手口。

　つまり運河は大通りから見れば裏側であり、運河に沿って設けられた曳えい舟せん道――運河を行き来する小船を曳ひく馬や牛の為の道――にも殆ど人通りは無い。

　そんな場所を……

「…………くだんねえ」

　クロウ・シェイクスは買かい物もの袋ぶくろを両手に提さげて歩いていた。

　罰掃除を命じられたクロウ達は――しかしその前に街に出ざるを得なかった。

　掃除用の粉末洗せん剤ざいと、床ゆか磨みがきの仕上げに使う蝋剤ワツクスが切れている事に気付いたからだ。洗剤に加えて、第二校舎の床全部にかけるための蝋剤となると、さすがにそれなりの量になる。二人での買い出しは無理があるという事で、クロウ達の班全員で、街に出かける事になった――が。

「……何が極光祭だ」

　買い物袋を片手に街を歩きながら、クロウは呟く様に言った。

　いつも不機嫌そうなその顔は、しかし今ははっきりと普段よりもしかめられていて、彼が現状に著いちじるしい不満を持っている事が分かる。まるで手負いの狼おおかみの様な雰囲気で――迂う闊かつに声を掛けるのを躊躇ためらう様な、剣けん呑のんさが漂ただよっていた。

　だが――

「……クロウ」

　そんな彼に、しかし気き遣づかわしげに声を掛けてくるのは、すぐ後ろを歩いていたアイリ・シェイクスだった。

　姓せいが同じ事からも分かる様に、アイリはクロウの双ふた子ごの妹である。さすがに生まれた時からの付き合いであるアイリは、クロウがその面相と違って誰だれ彼かれ構わず噛かみ付く様な凶きよう暴ぼうな性格ではない事を知っている。

「クロウ……クロウってば」

「なんだよ」

　制服の袖そでを引かれてクロウは立ち止まり、双子の妹を振り返った。

　似てない双子だとは、よく言われる。

　瞳と髪の色は共に黒で揃っているが、同じなのはその二点位だろう。

　吊つり目気味で鋭するどく、いつも睨んでいる様に見えると言われるクロウ。

　瞳が大きく円らで、常に潤うるんでいるかの様に愛らしい双そう眸ぼうのアイリ。

　ごわごわで癖くせの強いクロウの頭の毛。

　緩ゆるやかに波打ち柔やわらかなアイリの髪。

　全体的な雰囲気としては、クロウが硬かたく、アイリが柔らかい、硬こう柔じゆう両りよう極きよく端たんな二人なのである。動物に喩たとえるならクロウは野の良ら犬いぬでアイリは愛あい玩がん用の子こ兎うさぎといった所か。

　本当にアイリは可愛かわいらしい少女であった。誰もが反射的に『守ってやりたい』と感じる可か憐れんさである。クロウ共々この一年、軍学校に入り、新設兵科の候補生として鍛きたえられてきた筈なのだが――この辺は全く変わっていなかった。

「曳えい舟せん道に入ったら、スリクト達と合流出来ないんじゃ……？」

　と眉まゆ尻じりを下げてそんな事を問うてくるアイリ。

「あー……」

　クロウは顔をしかめる。

　時間の節約の為に、スリクト、ベアトリスとは別行動をとっていた。

　購こう入にゆうすべき蝋剤と洗剤の量が多かったので、一店では全すべてを買い込む事が出来ず、複数の店を回る必要があったのだ。スリクト、ベアトリスとは、後で通りの端で待ち合わせる手て筈はずになっていた。

「そうか。そうだな。けど――」

　また表通りに出るのも――極光祭に沸く街の風景を見るのも胸くそ悪い。

　そんなことをクロウが考えていると――

「……あ。いたいた。本当に居た」

　と声が掛かかる。

　振ふり返かえって見れば、クロウ達の後ろから、スリクト達が近づいてくるのが見えた。

「当然。クロウは単純。考えている事は全てお見通し」

　と無表情に言うのはベアトリスだ。

　この少女――実に凜りん然ぜんとして美しい顔立ちをしているのだが、滅めつ多たに表情というものを示さない。何を考えているのかよく分からない、人形みたい、というのが彼女に対する生徒や教官の評価である。

「というか、ベアテ。お前、俺の事を馬鹿だと思ってるだろ」

　半眼でクロウはベアトリスに言う。

「………………そんな事は、ない？」

「眼を逸そらすな。で――そっちは終わったのか？」

　ベアトリスとスリクトが手にしている布ぬの袋ぶくろを見てクロウが確かく認にんする。

「終わった。クロウと違ってスリクトは手て際ぎわが良い」

「悪かったな」

　相変わらず遠えん慮りよの無い意見を言ってくるベアトリスに、クロウはそう返し、四人は揃って歩き出した。クロウ達の買い物も終わっている。後は第九分校に帰るだけだ。

「アイリ、それ僕が持つよ」

「あ、大だい丈じよう夫ぶ、重いのはクロウが持ってくれてるから」

　先頭を歩くクロウのすぐ後ろでスリクトとアイリがそんな会話を交わしている。
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　それを背中で聞きながら――

「……しかめ面つら」

「もともとこういう顔なんだよ俺は。知ってるだろうが」

　ふと影かげの様に隣となりに音も無く寄ってきたベアトリスに言われ、クロウはそう応じた。

「妹は妹。兄の所有物ではない。恋こい人びとでもない。嫉しつ妬とは良く無い」

「だからそーゆーのじゃないつってんの」

　スリクトとアイリの仲が良い事には、クロウも以前から気がついていた。

　というか同じ第九分校の生徒の、大半の連中は気がついているだろう。軍学校内ではかなり厳重な恋れん愛あい禁止規則が敷しかれているので、二人共、かなり自制している様だが。

「スリクトが『出来る』奴だってのは知ってるし、良い奴だってのも知ってる。うちのそそっかしい妹を引き取ってくれるってんなら、大だい歓かん迎げいだけどな」

　それもこれも軍学校を卒業して、正式に軍に仕官が決まってからの事だろうが。

「俺おれ達たちは――〈祝福されざる者〉同士でなけりゃ、結けつ婚こんも出来ないだろうしな」

「……なるほど？」

　ふと何かに得心したかの様に、ベアトリスが頷うなずく。

「なんだよ？」

「なんでもない。独り言」

　と真顔で首を振るベアトリス。

　やはりこの少女が何を考えているのかは、付き合いの長いクロウにも分かりづらい所がある。表情にも口調にも感情が出にくい上に、会話における言葉数が少ないからだ――独り言は多い癖に。

「そういえばこの辺――」

　クロウ、アイリ、ベアトリス、そしてスリクト。

　四人の〈祝福されざる者〉達たちはしばし裏通りを歩いて――それから行き止まりに突つき当あたった為ために、再び大通りに出た。

「〈穴あな熊ぐま亭てい〉の近くだよな。〈穴熊亭〉――寄ってくぞ」

「早く帰らないと今日中に終わらないよ、掃そう除じ」

　と苦く笑しようを浮かべてスリクトが言ってくる。

「ギブソン教官、夕食までに終わらなけりゃ飯抜きだって言ってたろ。そんなもん終わる筈がねえのに。下手すりゃ徹てつ夜やだよ。大方、蝋剤や洗剤が無いのも知ってたんだろ。俺達に極光祭で盛り上がってる街を見せつけたかったんじゃないか？」

「……まあギブソン教官の考えそうな事ではあるね」

　とスリクトが肩を竦すくめる。

「飯抜きも多分、罰ばつの一いつ環かんだろ。だが買い物に出る許可はとったからな。少しばかり帰る時間が遅おくれても、極光祭で混雑してたって言えば、否定出来ない。〈穴熊亭〉で手っ取り早く食えるもの喰くって、帰ろうぜ。腹が減ってたら何もできねえよ」

「さすがはクロウ。手際は悪いのに悪わる知ぢ恵えが回る」

　と真顔で頷くのはベアトリスである。

「本当、お前は一言っつーか、二言三言多いんだよ」

　と唸うなる様な声でクロウは言うが、ベアトリスは怯おびえる様子も無い。

　この二人のやりとりはいつもの事なので、アイリとスリクトも慣れっこだ。そうこうしながら――クロウ達は裏道たる曳船道から、表の大通りに出るべく建物の角を曲がる。

　大通りの様子は、先さき程ほどと何も変わっていなかった。

　多くの人々がざわめき、子供達が未まだ見ぬ弟や妹に向けて今朝けさ摘つんだばかりの花の花びらを散らして祝いの歌を歌っている。

　本当にいつも通りの、極光祭の情景。

　クロウ達にとっては忌いま々いましい、しかし、ただそれだけの景色。

　今回もそうである筈だった……………………のだが。

「…………え？」

　クロウの耳に、数歩後ろに居たアイリが間の抜けた声を漏らすのが聞こえた。

　同じものをクロウも見てはいたのだが……彼かれは声すら出なかった。

「…………ッ！」

　花弁と共に舞い散る――血飛沫。

　そこでクロウ達は、先程話をしていた〈穴熊亭〉の夫婦が、自分達の息子を刺し殺ころす場面に遭そう遇ぐうしたのだった。
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　唐とう突とつな出来事にクロウ達はただただ硬直していた。

　重苦しい沈ちん黙もくの中――最初に言葉を発したのはスリクトである。

「………………なんで誰だれも、騒がないんだ？」

　親が子を殺す事は確かに驚おどろくべき事件だが、あり得ない事ではない。

　何らかの愛あい憎ぞうが、利害が絡からめば、親が子を殺す事も、子が親を殺す事も有り得えるだろう。

　だがクロウ達が知る限り、〈穴熊亭〉の親子関係は良好だった様に思う。

　夫婦は息子を大事に育てていたし、息子と同じ〈祝福されざる者〉であるクロウ達にも――馴染みの第九分校の生徒達にも愛あい想そ良く接してくれた。息子を不ふ憫びんに思う気持ちをクロウ達にも向けてくれていたのだろう。

　だから彼かれ等らが息子を殺す場面を目もく撃げきした事は、クロウ達にその場に硬直する程ほどの衝しよう撃げきを与あたえていた。よりにもよって何故なぜ彼等が――と。

　しかし――異様なのは、異常なのは、それだけではなかったのだ。

「みんな、何事もなかったかの様に……？」

　スリクトの言う通りだ。

　殺したのが親で殺されたのが息子――そんな関係を知らなくても、通りの真中で行われた凶行を目にすれば、誰もが驚くだろうし、硬直もするだろう。クロウ達の様に。

　なのに、誰も驚いている様子が無い。悲鳴一つ上がらない。

　倒たおれた息子の骸を鬱陶しそうに見て避けていく者は居る。夫婦が息子を殺した際には、ちらりとそちらを一瞥していた者達もいたように思う。見えていないというわけではないはずだ。断じて。

「クロウ……」

　アイリが震ふるえる声を掛けてくる。クロウが振り返ると、仲間の誰もが表情を強こわ張ばらせていた。いつもは無表情なベアトリスですらも、眉まゆをひそめている。

「クロウ。ここを離はなれるべき」

　とベアトリスが言ってきた。

　クロウ達は今――大通りに繋つながる路地に居る。建物の陰かげになっていて、通行人達からクロウ達の姿は殆ど見えていないだろう。

　だが――

「大急ぎで。周りに見つかる前に」

「……え？　いや、でも」

　一いつ瞬しゆんだがクロウは躊躇した。

　大衆食堂の息子。クロウ達とは友達、と言える程に親しくはなかった。だが、知らない相手ではないのだ。彼をあのまま、あそこに転がしておいていいのか。今もまた邪じや魔まだといわんばかりに、通行人に蹴けられて――

「何が起きているのか分からない。けれど、今、此処ここは――違う」

　ベアトリスは形の良い眉をひそめながら言った。

「私達の知ってる城下町じゃない」

「……そうだね。街の人達が、変だ。普ふ通つうの反応じゃない」

　とスリクトも言い添そえてくる。

　殺人現場を目まの当たりにして――しかし誰もが驚いていなかった。

　まるで害虫を叩き潰つぶしたかの様に、それが当たり前、いちいち驚く事じゃない、騒ぐ事じゃない、と思っているかの様に。通行人の多くは――本来、こういった事件が起きれば真っ先に悲鳴をあげるであろう妊婦や老人、女子供ですら、楽し気に頭上に広がる極光を見上げているだけで、目の前で起きた殺人をまるで気にしていない。

「クロウ。宿舎に戻もどろう」

　とベアトリスが重ねてそう提案してくる。

　それに被かぶる様にして――

「～～～～～ッ!!」

　どこかで誰かの、悲鳴を上げる声が聞こえた。

　女の子の声だ。恐おそらくはクロウ達と同じ位の歳としの。

　その声は『助けて』と繰くり返していたが、程なくして萎しぼんで、消えた。

　どうなったのか……確かめに行かなくても想像がついた。

　少しして大きな水音が聞こえたのは、何かが運河に落ちたからだろう。運河沿いに建つ建物の多くで、窓から塵ちりを直接運河に投げ捨てる事はよくある。

　あの水音は、そうした塵が投げ込まれた音か、さもなくば……

「まずい。なんだかよく分からない。けど、ここにいたらまずい」

「分かった。帰ろう。できるだけ人目につかない道を通って」

　ベアトリスの言葉に頷くクロウ。

　そうして四人は息を潜ひそめ、再び曳船道の方へと身を滑り込ませながら、惨さん劇げきの現場からの離り脱だつを図はかった。今はとにかく此処から離れねばならない。そんな確信だけが在った。

「くっそ……本当になんなんだ……？」

　何度となく通い慣れた筈はずの――郷里に次いで親しみを覚えていた筈の街は、しかし今、クロウ達にとって正体不明の異界と化していた。
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『祝福されざる者』『闇やみ夜よの子等』『不幸の世代』……等々。

　これらは全て同じ一つの対象を指す言葉だ。

　即すなわち、あの、年に二度の極光の祝福を受けられないまま、この世に生まれてきた――生まれてきてしまった者達に対する、世間からの蔑さげすみと憐あわれみの表現である。

　事の起こりは十七年前に遡さかのぼる。

　大陸北方にある、カームヤン火山が大だい噴ふん火かを起こした。

　大量に舞まい上げられた火山灰は、実に一年と二カ月にわたってこの国の空を覆い、都合二回、人々は極光祭を祝う事が出来なかった。極光は変わらず二度、空を通り過ぎていたのかもしれないが、その光が地上にまで届く事が無かったのである。

　故ゆえに……その一年余りの間に母親が妊にん娠しんし、生まれた子供達は、つまり『極光の祝福』を受けていない世代、という事になる。

　しかも火山灰によって暗く閉ざされた空は、人々の生活に予想外の影響を及およぼした。

　まず日照だ。

　陽ひの光が長期間にわたって遮さえぎられた事で、大陸全土の植物に影響が出た。気温が下がった事もあって、農作物の不作が続いた。結果、大陸の全土で飢き饉きんとそれを原因とする暴動が起きたという。穀物の蓄たくわえは在ったが、先の見えない大だい凶きよう作さくを前に、商人達が備び蓄ちく分ぶんを買い占しめに走ったのも、混乱に拍はく車しやを掛けた。

　大量の死傷者が出て、しかしその骸の山を弔とむらう余力も無い人々は、これを放置する事も多く……結果として疫えき病びようまで大流行した国もあったという。

　翌年の末には噴ふん火かは収まり、緩やかに食しよく糧りよう事情は回復していったが、それでも多くの者が栄養状態に問題を抱かかえていたという話だ。

　だから当然……そういう状じよう況きようでは、体力や免めん疫えき力りよくの低い赤あかん坊ぼうから死んでいく。

　結果として空が閉ざされていた一年間に受じゆ胎たいし、生まれた子供等は、死亡率が著しく高かったらしい。

　飢饉、暴動、子供に限らず高い死亡率……この事実から多くの人々はあの一年に対して良い印象を持っていない。人によっては『地じ獄ごくだった』とまで言う位だ。

　挙げ句……『極光の祝福を受けなかった者達が数多く生まれたからだ』などとしたり顔で言う者達が、その一年の間に生まれた世代を『祝福されざる者』『闇夜の子等』などと呼んで、差別する様になった。

　人間は誰しも、不幸が起きれば『誰か』のせいにしたがるものだ。

　そして元々、数が少なかった『祝福されざる者』達は、世間に対して反論する声が大きくなる筈も無く……大衆としても、差別するのには色々と都合が良かったのだろう。

　中には自分の子供だというのに、他の子供に比べ、『祝福されざる世代』を露ろ骨こつに疎うとんじる様な親も居るという。これ見よがしな虐ぎやく待たいはされずとも、他の子供に対するのと明らかに温度が違う親、というのは少なくなかった。

　勿もち論ろん、極光の祝福など受けなくとも、自分の子には違いないと、きちんと『闇夜の子等』を可愛がって育てている親も多い。だが、他の世代に比べて、親の子供への虐待や放置の割合が高い、というのは、とある賢けん者じやが調査して明らかになった事実だ。

　そう。これは差別だ。

　そして良くも悪くもそこに身分の差は無い。庶しよ民みんだろうが貴族だろうが王族だろうが、一定の期間に生まれた子供達は等しく、その緩やかな差別の対象となった。

　故に――
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　運河に沿って設けられた曳舟道は、人通りが少ない。

　元々は小こ舟ぶねを曳く牛や馬の通り道であった訳だが、蒸気式の小型発動機関エンジンが開発されて船に乗せられる事が増えた為、曳舟道が利用される頻ひん度どは一気に低下してしまった。

　運河に面する建物は、運河側に掃はき出だし口を設けている事も多く、運河に棄すてきれなかった塵がそこかしこに溜たまる……などという不衛生な面もあり、日が暮れた後に曳舟道を歩く者は殆ど居ない。

　だが、だからこそ人目を避さけて移動するには適した道でもあった。

「殺されてたのは――」

　郊こう外がいの軍学校第九分校に向かう――その途と中ちゆう。

　クロウ達はひたすら無言で進んでいたが、スリクトがふと思い出したかの様に、しかしどうしようもなく今更な事を言った。

「僕ぼく等らと同じ〈祝福されざる者〉だね」

「なんだよ。〈祝福されざる者〉だから殺されたってのか？」

　クロウが先頭を歩きながら振り返りもせずに言う。

「〈祝福されざる者〉だから殺していいって？　そんな――馬ば鹿かな」

「馬鹿な事だとは僕も思うよ。でも、他に理由なんて思い当たらない」

「……親子仲が何らかの理由で急速に悪化した？」

「だったらなんで周囲の連中も黙だまって見てたんだよ」

　最さい後こう尾びを歩くベアトリスの意見にも、そう返すクロウ。

「さっきも……死んでたの、あれ……」

　とアイリが震える声でそう呟つぶやく。

「私達と同じ位の歳としの……」

　運河の脇を――曳舟道を進んでいる最中に、二度、クロウ達は死体を見ている。

　ゴミの様に、路地裏のゴミ箱に投げ込まれていた、あるいは棄てられていた、少年の、そして少女の、死体。殺されたのは〈穴熊亭〉の息子むすこだけではなかった。

　恐らくクロウ達が見た以上の数の死体が、運河に投げ込まれているのではないか。

　あの異様な殺人がこの街で――王都の各所で行われている事については、もうクロウ達の誰もが疑いを持っていなかった。

「何かが、あったんだ」

　とスリクトは人差し指で眼鏡めがねを少し押おし下さげて、自分の眉み間けんを揉もみながら言った。

　これはこの頭の良い少年が考えを巡めぐらせる時の癖だ。

「何かって……？」

　と不安げに尋たずねるアイリ。

「分からない。何かだよ。今まで無かった何か」

　そう。スリクトの言葉通り何かが変わったのは間違いないのだ。それが昨日までの、クロウ達がよく知る日常と、今を分けた。何か常識的なものが根本から変わったのだ。

　そしてそれをクロウ達だけは理解していない。認にん識しきしていない。

　だがそれが何か――




「――きゃあああああああッ!?」




　不意に――鋭い悲鳴がクロウ達の横よこ面つらをはたいた。

　同時に水音がして――

「なんだ!?」

　思わず身構えるクロウ達。

　悲鳴は――すぐ近くから聞こえてきた。

「クロウ、助けに行かないと」

　とアイリが訴うつたえてくるが。

「俺達が？　武器も無いのにか？」

　と反射的に問うたものの――クロウは声のした方向に向かって足早に歩き始めている。助ける余よ裕ゆうがあるかどうかはさておき、この状況を切きり抜ぬけるのに『仲間』は多い方が良いと考えたからだ。勿論、そいつがお荷物になる可能性もあったが。

「こっち」

　と地を蹴ったベアトリスがクロウよりも数歩ばかり先行して、運河に設けられた水位調整用の施し設せつ――閘こう門もんを動かす為の機械小屋の向こうへと回り込む。

　軍学校ではベアトリスは斥せつ候こう兵としての教育を重点的に受けている為、こういう時には殆ど無意識の内に先行して状じよう況きよう確かく認にんをする癖がついているのだ。クロウ達も彼かの女じよの後を追って駆かけ出して――

「…………!!」

　そして、そこでクロウ達は――見た。

　三人の制服を着た大人達が、二人の少女に銃じゆう剣けん付きの小しよう銃じゆうを向けているのを。

　いや。正しくは一人の少女と言うべきか。

　三人が小銃を向けているのは、運河に落ちてずぶ濡ぬれになっている少女一人だけで――機械小屋の脇に倒れたもう一人は、既すでに喉のどを深々と切り裂さかれ、血を流しながら痙けい攣れんしている。銃剣で突かれた上に、右に左にとこじられたのだろう。傷口は無残に大きく開いているのが見えた。一見して分かる。もう死んでいた。

「警けい邏ら隊たい……？」

　とベアトリスが呟くのが聞こえた。

　そう。あろう事か、一人の少女を殺し、その連れらしき少女を今また殺そうと迫せまっているのは、街の――この王都の治安を預かっている警邏隊の兵士達だった。少なくとも彼かれ等らは揃そろって警邏隊の蒼あおい制服を着ている。装備も野戦専門の兵士達と違って簡易な防具を胸と腰こしと腕うでに着けているだけの軽装で、武器はやや短めの――馬上や屋内でも取り回しやすい騎兵銃カービンと俗ぞく称しようされる短縮型。クロウ達も今まで何度となく見た、警邏隊の格好だった。

　運河は丁度、閘門が閉まっているからか、水深は浅くなっていて、落ちた少女が溺おぼれる様子は無い。むしろ落ちたのではなく運河に逃にげたか――あるいは。

（――あの殺された方が、もう一人を逃がす為に？）

　警邏隊に襲おそわれた際、咄嗟に庇かばって運河に突き飛とばしたのか。

「――うん？」

　警邏隊の男達の一人が、クロウ達に気付いた。

　細めた眼をこちらに向けて――

「なんだお前等ら。こんな所で何をやってる？」

　だがその問いはむしろクロウ達が発するべきものだろう。王都の治安維い持じを預かる警邏隊。彼等こそ殺人事件に対処すべき存在である筈なのに――まさか率そつ先せんして殺しに荷か担たんしているとは。武器も持っている様子の無い少女達が、生死を問わず制圧せねばならない様な、凶きよう悪あくな犯罪者という訳でもあるまい。

「――ああ、こいつら」

　と警邏隊の一人が、何かに気付いたようで、眼を瞬かせながら言った。

「第九分校の奴やつ等らだ。ディケンズ軍学校の」

　クロウ達の着る制服で気付いたらしい。

　ディケンズ軍学校そのものは百年以上の歴史を持つが、第九分校は各種技術の進歩により生じてきた兵種の――竜機士ドラグーンの育成を目的とし、最近になって新設された。そしてクロウ達はその最初の生徒だ。

　その事は警邏隊の者達も知っているのだろう。

　つまりディケンズ軍学校第九分校の生徒は全て十六歳さい――〈祝福されざる者〉だ。

「ああ。そうか」

　頷き合う事すら彼等はしなかった。

　互たがいの意思確認すらろくに挟はさまず、彼等は揃って騎兵小銃をクロウ達に向けてきた。
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　クロウが真っ先に――咄とつ嗟さに動けたのは、基本的に大人という存在を信用していなかったからだろう。いや。大人というより『自分と同じ十六歳以外を』と言った方が良いのかもしれない。先の殺人事件を見て心の何処どこかで『やはり』と奇き妙みように納なつ得とくしている部分がクロウの中には在ったのだ。

「――ッ！」

　クロウは短く息を吐はくと、地を蹴って飛び出していた。

　軍学校の生徒とはいえ、クロウ達は未だ兵士見習いの立場で、当然ながら武装が許されていない。本物の武装を持って良いのは学校の敷しき地ち内ないだけ、それも普ふ段だんは教官達によって厳重に管理されている。だからクロウ達は今、丸まる腰ごしだ。

「うおっ!?」

　騎き兵へい銃じゆうの銃剣を警邏隊の兵士が振り下おろしてきたその瞬しゆん間かん、クロウは買い物袋の中身を相手に叩たたき付つけていた。

　咄嗟に警邏隊の兵士の一人が、騎兵銃でこれを叩き墜おとす。

　途と端たん、先せん端たんに取り付けられた銃剣で買い物袋が破かれ、中に入っていた粉末洗剤がぶちまけられて――もうもうと白い煙けむりとなって警邏隊の連中を押し包んでいた。

「ぐおっ、なんだこれ……！」

「うあ、眼が、眼が――」

　二人の警邏隊兵士がもろに粉末洗剤を被って悶もん絶ぜつする。

　クロウは、生まれた村では〈祝福されざる者〉としてアイリ共々上の世代や下の世代から様々な嫌いやがらせを受けてきた。アイリを庇って歳上の少年少女達と何度も喧けん嘩かする内に、彼は武術とは微び妙みように異なる技術を身に付けていたのだ。

　先手必勝。まず相手の出鼻をくじくべき――と。

「…………」

　最後尾に居た一人は構わず仲間を押しのけて、クロウに斬きり掛かってきた。

　クロウは身を捻ひねって騎兵銃の銃剣をかわす。だが相手も本職――すぐに騎兵銃を翻ひるがえして、銃剣の切っ先をクロウに向けてきた。

「クロウ！」

　ベアトリスの声と共に、クロウの両足が――空を掻かく。

　いつの間にか彼の真後ろに駆け寄よっていたベアトリスが、足あし払ばらいを掛けたのだ。大きく仰のけ反ぞって地面に沈しずんでいくクロウの鼻先を、放たれた銃じゆう弾だんが轟ごう音おんと共に掠かすめて過ぎていったのは、次の瞬間だった。

　クロウを受け止めて諸もろ共ともに地面に倒れ込むベアトリス。

「…………ベアテ!?」

「試合とも訓練とも、喧嘩とも違う。気をつけて」

　とベアトリスがクロウと共に転がりながらそう囁ささやいてくる。

「……悪い、助かった」

　とクロウも囁き返すと、二人で抱だき合あう様にして身を起こした。

　その間に、スリクトとアイリが買い物袋から取り出した諸もろ々もろを投げつけて、相手を近づけないようにしている。同じ郷里の出身である事に加え、同じ部隊の仲間として教育を受けてきた事もあって、こうした連れん携けいの呼吸は既に身についている――が。

「こいつら、本気で俺達を……」

　警邏隊の兵士は躊ちゆう躇ちよも示さず発はつ砲ぽうした。

　剣けんなら寸止めも出来るかもしれないが、銃弾はそうはいかない。つまり、はっきりとクロウ達を殺しにかかっているのだ…………が。

「不思議。殺気が感じられない」

　とベアトリスが呟く様に言う。

　それでクロウも気がついた。あの、息子を刺さし殺した夫ふう婦ふと同じだ。

　警邏隊の兵士は、クロウ達に対して敵意や憎ぞう悪おを持っていない。淡たん々たんとまるで決められた作業の様に殺しに掛かっている。『そうするのが当然だからそうしてる』とでも言わんばかりに、一いつ切さいの感情を差さし挟まない不気味さがそこには在った。

　どう応じるべきか。

　こちらを殺しに来る相手と戦う以上、こちらも相手を殺す覚かく悟ごがいる。だが如何いかに軍学校で教育を受けているとはいえ、クロウ達は初うい陣じんも済ませていない――人を殺した経験が無い。常識的な道徳観の下もとで育ってきた人間にとって、殺人という行こう為いへの禁きん忌き感、同族殺しへの忌き避ひ感は非常に強いものだ。

　クロウが対応に悩なやんだその時――

「――やめなさい」

　大声ではない。甲かん高だかくもない。

　むしろ穏おだやかな――丸みを帯びた口調であり声こわ音ねであるのに、それは不思議に、辺り一帯に響ひびいてクロウ達の耳に届いた。

「我わが名はルティエ、第三王女、ルティエ・ラ・ペンドルトン」

　運河の中で水を滴したたらせて立ち上がりながら――少女が続けてそう告げてきた。

「……え？」

　唐突な名乗りにクロウは思わず目を丸くする。

　ルティエ・ラ・ペンドルトン。

　このペンドルトン王国における王族の一人……三人目の王女にして王位継けい承しよう権けん第五位。

　年ねん齢れいはクロウ達と同じ十六歳。即ち〈祝福されざる者〉の一人だ。

「なんで――」

　式典等で遠目にその姿を見た事はあるが、こんな間近に彼女の姿を見るのは、初めてだったので今まで気付かなかった。しかも今の姫ひめは特とく徴ちよう的てきな、長く艶あでやかな金きん髪ぱつを後頭部で束ねているので、余計に印象が違う。

「…………」

　だが、よく見ればその目鼻立ちは確かにクロウの記き憶おくの中にある第三王女のそれと同じだ。愛らしく、しかし何処か涼すずしげで気品のある容よう貌ぼう。クロウからすれば、自分と同種の生き物とは思えない程に、美しい――まるで幻げん想そうを呼吸しているかの様な、浮うき世よ離ばなれした器量の娘むすめだった。さすがは王族といったところか。

　だが……

「王国に誓ちかった忠誠が嘘うそでないなら、今すぐ銃じゆうと剣を降ろし――」

　ルティエ姫に応こたえたのは――銃じゆう声せいだった。

　うるさい、とでも言わんばかりに振り向むけられた騎兵銃が放った銃弾は、わずかにルティエ姫を外れて、運河の水面に小さな水柱を立てた。

　撃うたれた事に驚いたのだろう――ルティエ姫は大きくよろめいて再び運河の中で座すわり込んでしまう。その際に髪かみ留どめが外れたのだろう――束ねられていたその長い金髪が広がり、肩かたや背に掛かるのが見えた。

「――ッ！」

　だがルティエ姫が稼かせいでくれた一瞬で、クロウ達は既に体勢を立て直していた。

　ベアトリスとスリクトが、未だに目め許もとや喉を掻きむしっている兵士二人に駆け寄って、その武器を取り上げる。ベアトリスはついでとばかりに彼等の鳩尾みぞおちに蹴りを叩き込んで、悶絶させていた。

「このっ……！」

　クロウは身を低くしながら三人目に突っ込んだ。

　相手が射しや撃げきか斬撃かと体勢の切り替かえに悩んだ隙すきに、その腰の辺りに肩から突っ込んで押し倒す。銃じゆう剣けん術じゆつは銃と剣を使い分ける戦せん闘とう技術だが――武器の切り替えには手間取る事が多い。特に剣での攻こう撃げきには基本、一いつ旦たん得え物ものを振り上あげるなり引くなり、事前に何らかの『動作ストローク』が必要になるからだ。

「うおっ……」

　警けい邏らの兵士は仰あお向むけに倒れ、背後の壁かべ――機械小屋の外がい壁へきに銃剣の先が擦れて火花を散らす。衝撃で警邏の兵士が手放した銃剣をクロウは奪うばい取り、立ち上がりながらこれを突きつけた。

「…………!?」

　警邏の兵士は――驚いた様に眼を瞬まばたかせている。自分が倒された事よりも、武器を奪われた事よりも、クロウ達が対たい抗こう手段をとったというその事に、驚いているかの様だった。

「なんだこいつは……？」

　何をこんなに驚いているのか。

　警邏隊の兵士の表情は、まるでひどく理り不ふ尽じんなものを眼にしたかの様な――

「…………ッ！」

　ベアトリスは、クロウの脇わきから兵士の背後に回り込むと――奪った騎兵銃の銃床ストツクで思いっきりその後頭部を殴おう打だしていた。

　呻うめき声ごえすら漏もらさずに昏こん倒とうする兵士。

「とりあえず此処を離れよう。銃声で人が集まってくるよ」

　とスリクトが提案してくる――が。

「先に行け」

　と言ってクロウは運河に飛び降りた。

　極光の光を受けて刻々と色の変化する水を蹴り退けながら、彼はルティエ姫の所に辿たどり着つくと、自身も濡れるのに構わず片かた膝ひざをついた。さすがに王族相手に見下ろして話すのはまずいかと思ったからである。

「姫ひめ様さま。俺達はディケンズ軍学校、第九分校所属、竜機士隊候補生です」

　そう言って座り込んだ状態の彼女と視線を合わせる。

　だが――

（……なんて格好だよ……）

　ルティエ姫の衣い装しようが、水に濡れて彼女の肌はだに貼はり付き、彼女の体形がはっきりと描えがき出されてしまっている。しかも――暗い事もあって遠目には分からなかったが、元々白を基調とした薄うす衣ごろもが多用されている為、濡れた彼女の素す肌はだが布越ごしに透すけて見えるのだ。それはクロウの眼には、全ぜん裸らでその姿を拝むよりも遙はるかに――ひどく扇情的エロテイツクに見えた。

　しかも胸むな元もとを左手で押さえているせいか、その大きな乳ち房ぶさが殊こと更さらに強調されて――

（胸……でけえ……柔やわらかそ……いや、そんな事考えてる場合じゃなくて）

　と自分の脳のう裏りに浮かぶ下品な感想に、自分で突っ込みを入れつつ――ルティエ姫からというか、その顔と胸から眼を逸そらしながらクロウはそう言った。

「連れの人の事は残念だけど――もとい、残念ですが、このまま此処に留とどまっていては、こいつらの仲間が集まってくる可能性も高い。歩けないってんなら俺おれが背負いますが」

「…………」

　ルティエ姫は……瞬きを繰り返かえしながらクロウを真まっ直すぐに見つめている。

　彼を映す――大おお粒つぶの宝石の様な紺こん碧ぺきの瞳ひとみ。

「……姫様？」

「…………」

　彼女はしかし、動かず、じっとクロウを見つめたままだ。

　こちらの言葉が分かっていないのか。第三王女は変わり者――というか護衛もつけずにしょっちゅう城を抜け出す奇き行こうで有名だが、元々ものの考え方が独特に過ぎて、話が通じない類たぐいの者なのか。

「……逃げたくないってんなら、ぶん殴なぐって気絶させて担かついでいきますよ」

　若じやつ干かんの苛いら立だちを感じてクロウはそう言った。正直なところ、この濡れた第三王女を自分の手で担いで歩いて、平静を保てる自信が彼には無かったが。

　そして――

「……クロウ？」

　と唐突にルティエ姫が彼の名を呼んだ。

　まるでアイリやベアトリスが彼をそう呼ぶかの様に――

「えっ――」

　何故なぜ、俺の名を!?　――とクロウは一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、すぐに気付いた。

　警邏隊の兵士とやり合っていた際に、ベアトリスが彼の名を呼んでいる。その時に覚えたのだろう。あの緊きん迫ぱくした状況でよくそんな余裕があったものだと思う。第三王女は放ほう蕩とう者の問題児だと言われているが、意外と大物なのかもしれなかった。

「クロウ・シェイクスです」

　改めてそう名乗るクロウ。

「クロウ・シェイクス……第九分校一期生……貴方あなた……ひょっとして貴方が？」

　わずかに首を傾かしげながら呟く様に言うルティエ。

　その襟えり元もとを飾かざる大粒の宝石が――まるで眼球の様な模様をその内側に宿す薄うす紫むらさきの球体が、降り注ぐ極光の光を受けて煌きらめくのが見えた。まるで宝石が『瞬き』したかの様に。

「え？　俺が――なんです？」

「…………」

　束つかの間ま、ルティエは何事か考えていた様だったが。

「クロウ。それはいくらなんでも乱暴だと思うの」

　ルティエ姫は唐突にそんな事を言ってきた。

　それが――自分が『ぶん殴って気絶させて担ぐ』といった事に対する評価なのだと気付くのに、クロウは一瞬だが時間を要した。
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「……緊きん急きゆう事態なもんで」

　そう言ってクロウが、尚なおも眼を逸らしながら差し出した手を、ルティエ姫は何度か瞬きをして、見つめ――それからさして躊躇も示す事無く、しっかりと握にぎりしめてきた。




●




　懸けん命めいに走って。走って。

　曳えい船せん道から裏路地へ、物もの陰かげから物陰へ、人目をつかぬように走り続けて。

　何度か息を切らせたルティエ姫を休ませ、あるいはクロウが抱き上げて。

　クロウ達たちは王都郊外の――見るからに寂さびれて『廃はい屋おくです』と看板を掲かかげているかの様な建物を見つけて、そこに飛び込んだ。

　既に窓硝子ガラスは殆ほとんど割れて残っておらず、壁にも天てん井じようにも、そして床ゆかにも幾いくつも穴が空いていたが、とりあえず五人が揃って身を隠かくせそうな場所に見えたからだ。

「…………」

　埃ほこりっぽい床の上に座り込んで、しばらくは誰だれも言葉を発しなかった。

　息を整えるので精せい一いつ杯ぱいだったという事もあるが――改めて言葉を交かわして事態を確かく認にんするのが怖こわかっただけかもしれない。

　何が起こっているのかよく分からない。そして分からない事は恐きよう怖ふだ。どう対処すべきかすら分からない。為なす術すべも無く殺される可能性も高い。あの――訳も分からないうちに殺されていった十六歳の少年少女達と同じく。

　そして――

「……くしゅっ」

　静せい寂じやくの凝こごる場に、くしゃみの音が割って入った。

　見ればルティエ姫が身を縮ちぢ込こめるようにして小さく震えている。

「ああ――服が」

　と言いかけてクロウは言葉に詰つまった。

　運河から離れる際には、気が急せいていて殆ど気にしなかったが、ルティエ姫はずぶ濡れのままの状態で――そんな彼女を助ける為ために運河に入り、抱き上げて走ったりもしたクロウもまた、あちこち制服が濡れていた。

　このままでは風邪かぜをひく。すぐに服を脱ぬいで乾かわかせ――と幼い頃ころからの付き合いのベアトリスやアイリが相手なら、クロウは遠えん慮りよ無くそう言っていただろう。だが相手が姫君となるとさすがに躊躇を覚えてしまう訳で……

「クロウ。スリクト」

　ゆらりと立ち上がったベアトリスが両手を――何かをつまもうとする様な形に指を構えながら近づいてきた。

「何の積もりだ、ベアテ」

「目め潰つぶし。姫様の裸はだかを見られないように……」

「いちいちそんな事で他人の眼を潰すな!!」

　とクロウは怒ど鳴なりながら、スリクトの襟えり首くびを掴つかんで――一いつ緒しよに壁に向き直った。

「背中向けてるからその間に――アイリ」

「あ、うん」

　とクロウに指名されたアイリが、慌あわててごそごそと動く音が聞こえた。

「あの、姫様、そのままではお風邪を……ひいてしまわれますから、とりあえず脱いで乾かしましょう」

「……え？　あ……そうね」

　と――特に恥はずかしがる様子も無く、おっとりとした声で応じるルティエ姫。それからクロウとスリクトは、背中でルティエ姫が服を脱ぐ衣きぬ擦ずれの音を聞いていたのだが――

「――クロウ」

　すぐ背後で――どうやらしゃがみ込んでいるらしいベアトリスが声を掛かけてきた。

「なんだよ。壁向いてるんだから見てねえよ」

「クロウも脱いで。特に袴ズボン」

「はあ？」

　思わず振ふり向きそうになったクロウの頭を、背後から伸のびてきたベアトリスの手が左右から挟んでがっちりと固定する。同時に彼女は背中にのしかかってきたようで、身を捻る事も出来なかった。

「風邪をひくから」

「俺は姫様ほど濡れてないから要いらねえよ」

「風邪をひくから」

「いやだから」

「風邪をひくから」

「……自分で脱ぐから離はなれろ」

　根負けしたクロウは自ら服を脱いでベアトリスに渡わたす。

「アイリ。これ一緒に乾かして」

　彼女はそれをアイリに渡した様だった。

「火……おこした方がいいかな」

「――いや。やめておいた方がいい」

　アイリの提案に――スリクトが異を唱えた。

「いくら極光で明るいって言っても、夜だからね……迂う闊かつにこんな所で火を焚たけば遠くからでも目立つし、何事かと寄ってくる人も居るかも」

「とりあえず水を絞しぼって風が通るところに干しとくのがいいだろ。というかベアテ。お前は何やってるんだ」

　ベアトリスはクロウの背中にしがみついたままである。

「風邪をひくから」

「いやだからそれはもう」

「温めてる。クロウを」

「…………」

　クロウは言葉に詰まった。

　確かにベアトリスがくっついている背中はそれなりに温ぬくいのだが――

「いや、あのなベアテ、さすがにそれは」

「クロウは変態」

　クロウの肩に顎あごを乗せる様にして、背中にしがみつき中のベアトリスはそう囁いてきた。

「毎まい度ど毎まい度ど、言いい掛がかりが酷ひどいなお前は!?」

「『姫様は俺が肌と肌で温めるぜ』と言って裸の姫様を襲う筈はず。でもそうはさせない」

「知ってたか？　他人に変態って言う奴やつが実は変態なんだってよ」

「……照れる」

「褒ほめてないからな!?」

　ひょっとしてベアトリスがクロウに変態と言ったのも、褒めた積もりだったのか。

　ともあれ――

「――やっぱり」

　間の抜けたやりとりが一段落付くのを見計らっていたのか――再び生じた隙すき間まの様な静寂に、ふとスリクトの呟く声が聞こえた。

「〈祝福されざる者〉は殺していいって皆みなが考えてる様だね。そうとしか思えない。そうでないと、この状況が説明出来ない」

「スリクト、それは――」

　とアイリが反論しようとして、しかし出来なかった様だ。

　彼女も見た。そして体験した。親が子を殺す場面、面識の無い相手が当然の様に自分達を殺そうとする場面を。そして恐おそらく全員が……十六歳、〈祝福されざる者〉なのだ。

　たまたま行きずりで助ける事になったルティエ姫。

　彼女もまた――〈祝福されざる者〉の一人として知られている。

　勿論、迂闊にその事を指し摘てきすれば王族に対する不敬罪に問われかねないので、普段は誰もその事を口にはしない。だがペンドルトン国王の三女が御おん年とし十六歳であるという事実は王国の誰もが知っていた。

「――ルティエ・ラ・ペンドルトン姫様」

　と少し居住まいを正してスリクトがルティエ姫に声を掛ける。壁を向いたままだが。

「なに？　スリクト？」

「どうして姫様はあんな所に？」

「……聞いた事がない？　『戯たわけ者もの』の第三王女の噂うわさ」

　ルティエ姫の声からは――自じ虐ぎやくの響きは聞き取れなかった。

　事実を事実として口にしている、といった感じである。

「私は〈祝福されざる者〉。貴方あなた達たちと同じ様に。だから城の中でも腫はれ物もの扱あつかい。特に今日の様な極光祭の日は……そのままだと息が詰まるから、城下町に遊びに出かける事が多いの。格好を少しいじれば私が姫だとは誰も気付かないし……」

　確かに王都の臣民は、式典だの何だので王族の姿を見た事が在る者が多いが――その容姿を間近に見た経験の在る者は、限られてくる。

　多くの臣民が記憶しているのは王族としての衣装を着て、煌きらびやかな装身具を身に付けたルティエ姫であって、そうした遠目にも分かり易やすい特とく徴ちようを全すべて外してしまうと、確かに街中ですれ違ちがっても、彼女だと気付く者はごく少数だろう。

「なるほど……それで、ですね、姫様？」

　スリクトは何やら考えをまとめる様に何度も言葉を切って問うた。

「お尋ねしたいのですが、例えば、何か、特別法の様なものが――『祝福されざる世代』は、殺していい、とか――そういう法令の発布が在ったとか、そういう事は？」

「私が知る限り無いわ」

　とルティエ姫は言った。

「そしてその種の法令が、私の知らない間に発布されているなんて可能性も極きわめて低いと思う。特に根こん拠きよも無い思いつきの法令がいきなり発布される程ほどに、ペンドルトン王国は人治主義では無いし。王政ではあるけれど、法律や制度の妥だ当とう性せいを審しん議ぎする重臣会議はちゃんと存在するし、いくら父様――いえ、国王でも、独裁で何の前まえ触ぶれも無く法律を変える事は出来ないし」

「――確かに。すみません、馬鹿な問いでした」

　とスリクトは頷うなずく。

「そもそも『殺して良い』と法律で決まったとしても、では殺します、と一いつ般ぱんの臣民が〈祝福されざる者〉を殺しに掛かるとは、思えない」

　そう言うのはクロウの背中にのしかかったままのベアトリスだ。

「……まあそれはそうだな。さすがにな」

　とクロウも頷かざるを得なかった。

　彼かれの脳裏には未いまだ〈穴あな熊ぐま亭てい〉の夫婦が息子を殺した場面が焼き付いていた。

　法律で殺していい、と決まったから、十六年余りも育ててきた息子を眉まゆ一つ動かさずに作業みたいに、殺す？　あり得ない。そんな馬ば鹿かな事は。全く理り屈くつに合わない。

「……でも何かが変わったに違いないんだ」

　まさか王都の街中の大人達が、皆、おかしくなった？

　いや。王都には勿もち論ろん、十五歳以下の子供達も居る筈だが、彼等が騒さわぐ場面をクロウ達は見ていない。という事は十五歳以下の子供達もまた、十六歳の少年少女が大人に殺されても当然と思っているのだろう。

　ひょっとしておかしくなってしまったのは周りの皆ではなくて、十六歳の〈祝福されざる者〉の方なのか。

　壊こわれたのは世界か。それとも自分達か。

「その事はここで考えても仕方ない」

　と断じてきたのは、ベアトリスだ。

　彼女はやはり淡々と喜き怒ど哀あい楽らくを感じさせない口調でこう続けた。

「今考えるべきは、これから、どうするか」

「…………」

　クロウは壁の向こうを――硝子の割れた窓まど越ごしに、夜空を見上げる。

　普段の夜ならば、闇やみに紛まぎれて逃げる、という事も出来たのかもしれない。

　だが既に空は極光に埋うめ尽つくされ、昼間には及およばないものの、灯ともし火び無しでも歩き回れる程度には明るい。大人に、あるいは十六差未満の子供に見み咎とがめられ騒がれる可能性を考えれば、移動は慎しん重ちようを期さねばならないだろう。

「どうするもなにも、とりあえず軍学校に帰るしかないだろうね。他の土地に逃げるにしても何処かに潜せん伏ぷくするにしても、僕ぼく等らは先立つものを何も持ってない。濡れてしまった服の、着き替がえすら――ね」

　とスリクトが苦く笑しようを浮かべて言ってくる。

「でもこの調子だと、ひょっとして……」

　とアイリがそこまで言って言葉に詰まる。

　ディケンズ軍学校・第九分校に居るのは十六歳の〈祝福されざる者〉達だけではない。教官達も居れば事務員も居る。彼等がもし街の人々と同じ行動をとっていたならば――

「いや。だとしても一旦は軍学校に戻もどろう。本当に今の俺おれ達たちは何も持ってないし」

　とクロウは言った。

　逃げるにせよ、戦うにせよ、あるいは隠れるにせよ、クロウ達は現状、ただの買い物帰りだ。警邏隊の兵士から取り上げた騎兵銃は三挺ちよう在るが、弾だん薬やくまで奪う暇ひまは無かった。騎兵銃の装そう弾だん数は十発。既に発砲された分も考えれば、三十発に満たない。非武装の相手ならともかく、武装した警邏隊の兵士と撃ち合うなら、少々心こころ許もとなかった。

「姫様は――どうします？　城に戻りたいですか？」

「……戻れば殺されると思う」

　ルティエ姫はあっさりそう言った。

　恐らく彼女の言う通りだろう。警邏隊があの反応だったのだ。しかもルティエ姫を庇った――やはり十六歳の侍じ女じよを、躊躇無く殺している。近衛騎き士しや城の衛えい士し達が同じ反応をしないとも限らない。

「では決まりだな」

　クロウが言って、尚も自分の肩に顎を載のっけて背中にしがみついているベアトリスの頭を平手で叩いた。

「服がある程度乾かわいたら、出発しよう」

「…………ん」

　と身じろぎするベアトリス。これは頷いたのだろう。

　彼かの女じよはそのままクロウと同様に割れた窓から空を見上げて――

「……極光……」

　と呟つぶやいた。

　生まれ来る赤子に祝福を与あたえるという、冷たく色とりどりの光は、今も南の空から幾いく重えにも層を成して押おし寄せてくる。例年こうした現象は三晩ばかり続く。

「……極光に〈祝福されざる者〉達……救世の『英えい雄ゆう』……私の……」

　そう呟いたのは、しかしベアトリスではなく――

「……姫様？」

　とアイリが怪け訝げんそうに声を掛けるが、聞こえているのかいないのか、ルティエ姫はそのまま何処か感かん慨がい深ぶかげな口調でこう続けた。

「シド・クレイク……貴方あなたの『予言』は……的中したの……？　これからも？」

　………………

　竜機士候補生クロウ・シェイクス。

　ペンドルトン王国第三王女ルティエ・ラ・ペンドルトン。

　大だい賢けん者じやの予言に謳うたわれた『革命の姫』とその『騎士』――二人の出会いの顛てん末まつは、おおよそこの様なものであった。







第二章　学舎炎上







　ディケンズ軍学校・第九分校はペンドルトン王国王都ボランの郊こう外がいに在る。

　元々竜機士の養成と訓練には広い場所が――それも高低差のある場所が望ましいとされていた為、王都ボランの西方にそびえる山脈に食い込む様な形で、その敷しき地ちは確保されていた。

　当然ながら第九分校のある辺りは王都よりも標高が若干高めで……低い平野部にある王都の側からは、その全容を見るのは難しい。そして王都から第九分校に向かうには、距きよ離りこそそう無いが、緩ゆるく長い坂道を辿らねばならなかった。

「…………」

　クロウ達は第九分校に続く道をひたすら進んでいた。

　既すでに路面は街中の様な石いし畳だたみではなく、単に轍わだちで踏ふみ固かためられた土のそれになっている。周囲には街灯の類も無いが、極光の光が降り注ぐお陰かげで足あし下もとに不安は無い。

　集中力を維持する為に、隊列の順番を定期的に入れ替えながらクロウ達は歩いて行く。

　そして――

「――クロウ！」

　最初に気付いたのは、先頭を歩いていたスリクトだった。

「どうした？　スリクト？」

「あれを」

　そう言ってスリクトが指さすのは、クロウ達が向かっていた先――ディケンズ軍学校のある辺りだ。その全容を今のクロウ達の位置から見る事は出来ないのだが――三階建ての校舎や宿舎の上じよう端たん部位は、見える。

「――！」

　クロウは息を呑のんだ。

　煙だ。燃えている。クロウ達の――学校が、宿舎が、煙を噴ふいている。ちらりちらりと炎ほのおらしき閃ひらめく光すら見える。ここから見えるという事は……

「――走るぞ」

　クロウは――仲間達を見回して、そう宣言した。
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　走りながらクロウは――心の片かた隅すみで、それが自分の見み間ま違ちがいである事を望んでいた。

　いけ好かない教官達が居て、その教官達に媚こびる者達が居て、規則規則で自由にも乏とぼしくて、でもそれでも――ディケンズ軍学校とその校舎は半年以上、彼かれ等らが過ごした学まなび舎やであり『家』だったからだ。

「こんな……」

　スリクトが喘あえぐ様に呟いて立たち竦すくむ。

　足を思わず止めてしまったのはクロウ達も同じだった。

　学舎にも、それに隣となり合う男子宿舎、女子宿舎にも、火は回っていた。強しいて言えば一番酷いのが第一学舎、一番マシなのは女子宿舎、という感じだろうか。

　同じ敷しき地ち内ないの少し離れた場所に、資材倉庫が在り、その向こうには訓練用の退たい役えき浮走艦かん〈ジェナス号〉が係留されている貯水池があるが、さすがにそちらにまでは火の手は回っていない様だった。恐らく第一学舎から出火したのだろう。

「クロウ――」

　どうする、とばかりにベアトリスがクロウの顔を覗のぞき込んでくる。

「…………」

　まずは鎮ちん火かを考えるべきだろう。そして未だ学生達が残っているなら、助けてやらないといけない。その程度の事は勿論、クロウも火と煙けむりを見た瞬しゆん間かんに考えた……が。

「そもそも何故、火災が起きた？」

　クロウは自分の考えを確かめる様に呟く。

　事故ならいい。だが放火だったら？

　クロウ達は〈祝福されざる者〉を当然の様に殺す者達を街で見ている。そしてディケンズ軍学校第九分校の生徒は――新設の竜機士養成科の一期生は全員が同じ歳としの十六歳、つまりは〈祝福されざる者〉だ。

　ならば第九分校の生徒をまとめて皆みな殺ごろしにする為に、誰かが故意に火を放ったとは考えられないか？　その場合、放火した奴が未だ近くに居る可能性が――

「クロウ、見て！」

　とアイリが声を上げる。

　彼女が指さす方にクロウが視線を向けると、丁度、燃えさかる火を背にして一人の学生がよろよろとこちらに歩いてくるのが見えた。

「ペールズ？」

　逆光気味で顔立ちは見えにくかったが、背格好に見覚えがあった。

　デュラン・ペールズ。生徒の中でも、クロウ達とは折り合いの悪い派は閥ばつの一人……もっと簡単に言えば、あの手この手で教官連中に媚びへつらって便べん宜ぎを図はかって貰もらっていた生徒の一人だ。正直、クロウとしてはあまりいい思い出は無い相手だが、だからといって放っておく訳にもいかない。

「おい、ペールズ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　クロウはベアトリスと共に、駆かけ寄よってそう尋たずねる。

　クロウ達の姿を見て気が抜ぬけたか、絶望しきったのか、その辺はよく分からなかったが――デュラン・ペールズはその場に膝ひざをついて横よこ倒だおしになってしまった。クロウは彼の襟首を掴んで引っ張って起こしながら、朦もう朧ろうとした表情を浮かべるその顔を覗き込んで問う。

「デュラン、おい、デュラン・ペールズ！　俺だ、クロウ・シェイクスだ、分かるか？」

「あ……シェイ……クス……」

　曖あい昧まいな表情でデュランがクロウの姓せいを口にする。

「どうした、何が…………………うッ!?」

　クロウは咄とつ嗟さにデュランの背中に手を回してその身体を支えようとして――しかし掌てのひらに生じた感かん触しよくに総毛立った。

　デュランの背中がべっとりと濡ぬれている。汗あせではない。水でもない。ぬるりとした微かすかな粘ねん性せいと微び妙みような温かさ。左手を引ひき戻して見れば、クロウの掌は真っ赤に染まっていた。

「バッツがいつもみたいに……ギブソン教官の部屋に行って……いつもみたいに……」

　と譫うわ言ごとの様な口調でデュランが言う。

　バッツという男子生徒は――デュラン達の一派の一人だ。

　銃剣術のギブソン教官に贔屓ひいきして貰う為、よく寝しん室しつに通って『夜の特別個人指導』を受けていた。デュラン達は大たい抵ていの場合、邪じや魔まが入らないように教官の個室周りを見張る役目をしていた筈だ。

「……そしたら……急にバッツの……悲鳴が……」

「――クロウ」

　ベアトリスが何か言いたげに声を掛けてくるが、クロウは彼女に片手を挙げて『黙だまってろ』と合図する。

　恐らくデュランはもう駄だ目めだとクロウは判断をつけていた。よく見ると手足にも酷い火傷やけどを負っている。背中を深々と刺さされて、あちこち火傷を負って……可哀かわい想そうだが応急処置をしてやる為の設備も資材も今のクロウ達には無い。分校の校舎も宿舎も炎上中だ。

　ここは邪魔をせず、言いたい事を言いたいだけ言わせてやるべきだろう。

　それが――その遺ゆい言ごんが、クロウ達の為にもなる。

「バッツが……首を……切られて……血ち塗まみれで……ギブソン教官は俺達にも……無表情で……何でもない事みたいに……平然としてて……怖……ああ……」

　バッツを刃は物もので斬きり殺ころしたギブソン教官は、そのまま、表情一つ変えずに見張り役のデュラン達も殺しに掛かったのだろう。あまりに唐とう突とつな事態に、デュラン達は為す術も無く殺されていったらしい。

「……同じだ」

　あの大衆食堂の夫ふう婦ふ、俺達を襲おそった警けい邏ら隊たいの兵士、彼等と同じ。

　怒鳴る事も罵ののしる事も無く。表情すら特に浮うかべず平然としたままで。大人達がクロウ達と同じ十六歳を――〈祝福されざる子等ら〉を殺し始めた。何の事前の示し合わせも無く。いや。在ったのかもしれないが、クロウ達は全く気付けていなかった。

「……バッツは教官の『お気に入り』」

　とベアトリスが言う。

　そう。露ろ骨こつにバッツやその取り巻きは依怙えこ贔ひい屓きされていたのをクロウ達は見ているし、知っている。万が一何らかの法令が――例えば『祝福されざる世代を殺すべし』などというふざけた法令が王室から発布されたりしたとしても、さんざん懇ねんごろになっていた教官は、バッツとその取り巻きを殺す事には躊ちゆう躇ちよくらいしそうなものだが。

「ああ……助け……ああ……………かあ……さん…………」

　デュランの最後の言葉は『母さん』だった。

　恐らくその母親がこの場に居たとしても、いつもの様に、恐らくは料理で肉や魚に包丁を入れるかの様に平然と、デュランを刺していただろう――とクロウは思ったが。

「…………死んだ」

　いつの間にかすぐ傍そばに来て、デュランの様子を覗き込んでいるルティエ姫ひめやアイリ、スリクトにそう告げるクロウ。念ねんの為に首筋と手首で脈をとったが、何も感じられない。

「やっぱり教官が……恐らくどの教官も、皆、俺達を殺しに来るな、これは」

「…………」

　最も早はや、クロウのその見解を誰も否定はしてこない。

「……二手に別れよう。正直、戦力の分散は不安もあるけど、時間が無い」

　クロウは皆を見回して言った。

「俺とベアテは校舎の方を。教官達が居る可能性が高いから、身軽に動けて近接戦闘術の成績が――能力が高い方がいい。姫様とアイリ、スリクトは宿舎の方を。男子宿舎も女子宿舎も、頼たのむ。ペールズが生きてここまで辿り着けたって事は、何人か生き残ってる可能性が在る」

「――了りよう解かい」

　と真っ先に頷いたのは、スリクトだった。

「アイリを頼む。姫様も」

「勿論だよ」

　言って――スリクトは落ち着いた笑えみを見せる。

　この線の細い幼おさな馴な染じみが、外見に反し、こうした土ど壇たん場ばに強いのをクロウはよく知っていた。教官達からは積極性に欠けていて指揮官には向かないという評価が下されていたが、クロウは自分の隊の副官として、あるいは自分の背中を預ける相手として、彼に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せていた。

「では姫様――」

　スリクトが促うながし、アイリと一緒にルティエ姫を左右から挟はさんで歩き出す。三人が学舎の方に向かうのを束の間見送ってから、クロウは傍かたわらに待機中のベアトリスを振り返る。

「さて。俺達も行くか」

「了解」

　クロウとベアトリスは、それぞれ片手に警邏隊の兵士から奪うばった騎き兵へい銃じゆうを持ちながら、校舎の方へと駆け出だした。
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　学がく生せい寮りようは既に大半が炎に包まれていた。

　勿論、寮りようといっても軍の施し設せつには違いなく――耐たい火か煉れん瓦が造づくりという事で、そうそう簡単に崩くずれはしないが、可燃物が方々で燃え上がり、煙と炎が充じゆう満まんして危険な状態だった。

「アイリ。姫ひめ様さま。煤ばい煙えんを吸い込まないように――何か布を」

　そう言ってスリクトは同行の少女二人に煤煙対策を促す。勿論、きちんとした対瓦斯面ガスマスクなど無いので、申し訳程度、厚手の布を鼻と口に掛かる様にして巻く程度だったが。

「スリクト。姫様も一緒に入るの？」

　と――燃え上がる学生寮を前に、アイリがルティエ姫に気を遣つかってそう尋ねてくる。

　スリクトは一いつ瞬しゆん、考える様に眼めを閉じた後で頷いた。

「姫様に銃じゆうを渡しても使いこなせないだろうし、この状じよう況きようで僕等が丸まる腰ごしになるのもちょっといただけない。火災現場に踏み込む危険はあるけれど、外に姫様を一人で残して、誰かに――例えば、教官とかに出で会くわしたら、そっちの方が危ない」

「……じゃあこれって教官達が？」

「そう考えるべきだろうね。今までの状況から得られた情報をまとめれば」

　小さく肩かたを竦めてスリクトはそう言った。

「そういう訳で姫様、申し訳ないですけど」

「分かってる。お気き遣づかい無用よ」

　アイリと同様、手布ハンカチを口元に巻きながらルティエ姫は言った。

「ありがとうございます。では」

　そう言って騎兵銃を手にしたスリクトが先まず学生寮に――手前に建つ男子棟とうの玄げん関かんに足を踏み入れる。

　途と端たん――

「見ない方が――って訳にもいかないか」

　彼は肩かた越ごしに後続のアイリとルティエ姫を振り返かえると、奇き妙みように静かな口調で言った。

「気をしっかり持って。アイリも。姫様も」

　三人の前には男子棟の玄関広間エントランスホールが在る。

　そして……そこには大量の死体が折り重なっていた。

　いちいち確認しないでも背格好で分かる。全員が生徒だ。

「…………ッ！」

　背後でアイリが悲鳴を噛かみ殺す気配が伝わってきた。

　無理もない。軍の訓練を受けているとはいえ、アイリは優やさしい女の子で――未だ実戦に出たことのない学生なのだ。死体なんて見慣れていないだろうし、何より、殺害された骸むくろを見るのは初めての事だろう。

　事故や病気で亡なくなった死体とは違う。

　殺傷行こう為いの結果として作られた亡なき骸がらは、そこに在るだけで人間の殺意、悪意、害意というものを雄ゆう弁べんに物語る。何かを叫さけぼうとしたまま事切れたらしい死体、死の間ま際ぎわに床を掻かきむしったらしき死体、そして首を大きく切きり裂さかれたり、頭を叩たたき潰つぶされたりしている死体が、見る者に途と方ほうも無い圧あつ迫ぱく感を加えてくる――お前もこうなるのだ、と。

「スリクトっ……！」

「アイリ、姫様。女子棟の方に行こう――行きましょう」

　と制服の裾すそを掴んでくるアイリにスリクトは奇妙に冷さめた口調でそう告げた。

「え？　スリクト？」

「数えた。三十五。ほぼ男子生徒全員だ」

　前述の通り――新設の兵科専門の第九分校は、第一期の生徒しかおらず、また志願者も少なかったので、通常の十分の一程度しか生徒がいない。

「スリクト……」

「ここに生存者がいる可能性は低い。男子生徒は四十名。そこから僕ぼくとクロウと、そしてデュラン・ペールズを引けば、三十七。多分、バッツ・ライドンも殺されてるから、三十六。見張りが二人だった場合は三十五。数が合う」

「…………」

「冷静ね」

　とルティエ姫が言ってくる。その表情は変わらず穏おだやかで――特に口調にも責める様な響ひびきは無かったが、アイリはスリクトを庇かばう様に首を振った。

「ち、違います、スリクトは」

「いや、違わないよ。死んでいる連中を単なる数として認にん識しきしてるんだ」

　人間は一人二人と数えるが死体は一つ二つと数える。

　スリクトはこの状況で目の前の屍しかばねの群れを、単なる物体として認識して数えていたのだ。

「未だ見習いですけど、兵士ですから」

　とスリクトは苦笑して肩を竦めた。

「スリクトは、私と姫様に出来るだけ危険が及ばないようにって最善の――」

「その辺の話は後で。移動します」

　アイリの言葉に被かぶせる様にスリクトは言って笑う。

「ごめんなさい、貴方あなたを非難する積もりも侮ぶ辱じよくする積もりも無かったの」

　とルティエ姫が言う。

「いえ、正直、嬉うれしかったですよ」

「……嬉しい？」

　きょとんとした表情でルティエ姫は眼を瞬まばたかせた。

「いや、王おう侯こう貴族っていうのは、僕等みたいな庶しよ民みんや軍の兵士なんて、単なる数としてしか認識してないものかと思ってましたから。統治者としてはそういう考え方が必要になるでしょうし。でも、ルティエ姫はそうじゃないと分かりました。貴女あなたが国王の座についた国は、きっと国民も幸せだろうなと」

「……買いかぶり。でもありがとう」

　そう言ってルティエ姫は微笑ほほえむ。

「スリクト、急いだ方が……女子棟に未だ生き残っている人が居れば……」

「ああ。急ごう」

　そんな言葉を交かわして、スリクト達たちは男子棟の玄関広間を抜けて、奥おくへ奥へと進んでいく。一いつ旦たん裏口から外に出て、少し進めばそこがもう女子棟だった。

　大きさも構造も男子棟と殆ほとんど変わらない。

　そして玄関広間には――死体は無かった。

「……こっちは未だ希望がありそうかな」

　呟きながらスリクトは廊ろう下かを進んでいく。

「スリクト、一階と、二階、手分けした方が良くない？」

　とアイリが尋ねてくるが、スリクトは首を振った。

「急ぎなのは確かだけど、この状況で自分の部屋に、それも二階に閉じこもってる奴は居ないと思う。どうもこの火の広がり方だと、一階から火が出たみたいだけど――男子棟と違って、まだ消火できるかも。なら火を消す方優先かな」

　と言いながらスリクトは更さらに奥、厨ちゆう房ぼうや共同浴場のある方へと進んでいく。放火ならともかく、何らかの事故で火災が起きた場合は、そこから火が出ている可能性が高いからだ。

　だが――

「――これは」

　スリクトは立ち止まって、そこに倒たおれていた死体を見下ろした。

　生徒ではない。教官だ。俯うつぶせに倒れているので、顔までは分からないが、着ている服が生徒のものではないし、髪にも白いものがちらほら交じっている。少なくとも十代の少年には見えなかった。

「やっぱり教官達が殺して回ったのか」

　騎兵銃の先の銃じゆう剣けんでその教官の背中を探さぐりながらスリクトが呟く。

「斥せき力りよく甲かつ冑ちゆう……？」

　とアイリがスリクトの脇わきから覗き込んで言った。

　俯せに倒れている教官の背中……そこに薄うすい、機械装置らしき凹おう凸とつのついた金属製の箱が革帯ベルトで括くくり付つけられていた。

　斥力甲冑。そう呼ばれるペンドルトン王国軍の標準的な装備である。

　甲冑と呼ばれているものの、別に全身を覆おおう鎧よろいという訳ではない。

　これは石せつ灰かいと水の反応熱を使い、中の竜りゆう晶しよう石を加熱・加圧する事で、一定の斥力場を発生させる装置だ。高速で飛来する物体に対して、これを排はい斥せきする力場として瞬しゆん間かん的てきに働く為ため、銃じゆう弾だんの弾だん道どうをねじ曲げ、時には跳はね返す事が可能になる。

　この装置のお陰でペンドルトン王国軍の兵士は銃じゆう器きや爆ばく弾だんに対する高い防ぼう御ぎよ力りよくを獲かく得とくする事となり……同時に斥力場に反応されにくい、継けい続ぞく的てきで低速の攻こう撃げき、つまりは剣けんや槍やりによる攻撃が廃すたれていないのである。

　勿論、軍用兵器なので、銃と同様に教官達が厳重に管理していた代しろ物ものだ。それを持ち出してきて装着しているという事は、間ま違ちがいなく、教官達は戦せん闘とう状態にあったという事だ。

「急ごう。未だ誰だれか生きてる可能性が高い」

「……そうなの？」

　スリクトの言葉を聞いてルティエ姫が尋ねてくる。

「教官を斃たおした者が居る筈です。斥力甲冑は正面の銃弾に対してはかなり強力な防ぼう御ぎよになりますが、刃物や鈍どん器きの攻撃、それも作用面背後からの攻撃には弱いんですよ」

　斥力場は基本的に、兵士の前面、半球状態に展開される。手に持って翳かざす必要こそ無いが、それはあくまでも全身を隈くま無なく覆う『鎧』ではなくて一方向に対してのみ防御力を発揮する『楯たて』なのだ。

　つまり背後からの銃じゆう撃げきには無力だ。

　更に言えば、そもそも斥力場が反応しない様な低速の攻撃にも、やはり無力だ。

「ほら、ここ」

　とスリクトが騎兵銃で指し示すのは、教官の後頭部である。髪に隠かくれて見えにくいが、銃剣でかき分けてやると、そこが不自然な程に凹くぼんでいるのが分かる。恐らく誰かに殴おう打だされたのだろう。俯せに倒れていたのもそのせいだ。

　そして――

「スリクトっ！　後ろ！」

　不意に、アイリが叫びながら死体を覗き込んでいたスリクトの手を引く。

　スリクトも咄嗟に手にした騎兵銃を掲かかげ――何やら鉄製の工具らしきものが激げき突とつして、甲かん高だかい音と火花を散らした。

「教官!?」

　別の教官が襲ってきたのか？　そう咄嗟に思ったスリクトだったが……

「メルダっ!?」

　アイリが叫ぶ。

　メルダ・ロートン――スリクト達と同じ生徒だ。女生徒である事に加え、別の隊に属しているので、スリクト自身はあまり交流は無いが、名前と顔位は分かる。

　確かにそこに、鋼鉄製の長い工具を手にして立っているのは、メルダだった。

　顔は煤すすで汚よごれているが、いつもの、長めの赤毛を後頭部で括くくった髪かみ型がたでそれと分かる。彼女の後ろには更に三名の女子生徒らしき人ひと影かげも見えた。

　少女等はいずれも下着姿の半はん裸らだった。時間的にもう就しゆう寝しんしていてもおかしくないし、風ふ呂ろにでも入っていたのかもしれないが――

「無事だった――」

　と泣き笑いの様な顔で叫ぶアイリに……しかし応じたのはスリクトに向けて更に振ふり下おろされる工具だった。咄嗟に騎兵銃を掲げて再度これを防ぐスリクト。鋼と鋼がぶつかり合って、甲高い音と火花を撒まき散ちらす。

「おい、やめろ、僕は――」

「死ねっ！　殺やられる前に殺してやらあっ！」

　スリクトの言葉を聞く様子も無く、そう喚わめきながら工具を尚なおも繰くり出してくるメルダ。

　間近に見れば、その琥こ珀はく色いろの両眼は血走って、尋じん常じような様子でないのが分かる。

「やめて、メルダ!?」

　とアイリが前に出て叫ぶが、メルダは彼女に向けても工具を振りかぶる。

「よせっ！」

　スリクトが騎兵銃の銃じゆう床しようをメルダに叩き込もうとするが、そこに駆け寄った別の女生徒がまた工具を振り下ろしてきて、防がれてしまう。

「死ね、死ね、マーシャの仇あだっ!!」

「ちょっ……落ち着いて！」

　スリクトが叫ぶも、生き残りの女生徒達はまるで聞く耳を持たない。

　恐おそらく、訳が分からないまま教官達に襲われ……辛かろうじて同じ班の仲間だけが生き残ったのだろう。彼かの女じよ等らは恐らく『生徒以外の十六歳が殺される』場面を見ていない。だから『十六歳とそれ以外』という対立の構図を認識していないのだ。

　信じられるのは、自分と同じ班の仲間だけ。

　それ以外はいきなり敵になった――そういう風に認識せざるを得ない程に、追おい詰つめられたのだ。あるいは同じ様に短たん絡らくして同どう士し討うちを始める生徒達の姿を見たのかもしれない。

　メルダの工具が今にも素す手でのアイリに向けて振り下ろされる――

「やめっ――」

　絶望的な気分でスリクトが、それでも制止しようとしたその時。

「落ち着いて」

　場にそぐわぬ静かな口調でそう言うと、するりとメルダとアイリの間にルティエ姫が割って入る。工具が振り下ろされて――しかしメルダにも若じやつ干かんの理性が残っていたか、それはルティエ姫の額に触ふれる直前で、止まった。

「ひ、姫様!?」

　悲鳴じみた声を上げるアイリ。

　それが眼の前の少女の正体を告げる事にもなった様で――

「――!?」

　咄嗟に他の女生徒も動きを止める。

　そこに畳たたみかける様に――

「同じ十六歳同士で争っている場合ではないの」

　ルティエ姫はやはり落ち着いた口調でそう告げる。

　大声でこそないが、誰もが焦あせり驚おどろき慌あわてている中で、冷静な彼女の声はよく通った。

「手を取り合う事が出来なければ、私達は多分――皆みな、死ぬ」

　炎と煙に翻ほん弄ろうされる火災現場の只ただ中なかで――しかしルティエ姫のその言葉は、ひどく冷え冷えとその場に響いた。




●




　校舎には殆ど人の姿は無かった。

　教官達が居るとすればこちらとクロウは考えたのだが、どうも見けん当とう違ちがいだったらしい。

「……もう切り上げてアイリ達の支し援えんに回るか」

　クロウは呟きながら校舎の最上階――三階の廊下を歩いて行く。

　三階は学長や教官達の執しつ務む室しつが並んでいて、生徒がいる可能性は低い。既に執務室も三つばかり改めたが、何処どこにも教官の姿は無かった。

「同意。それがいい」

　とベアトリスも頷うなずいてくる。

　その時――




　～～～～～～～ッ！




　立ちこめる煤煙と閃く炎の向こうから、何者かの悲鳴らしき声が聞こえた。

「………」「………」

　一瞬、顔を見合わせる。

　次の瞬間、クロウとベアトリスはほぼ同時に床ゆかを蹴けって声の聞こえた方へと駆け出していた。声は廊下の奥の突つき当あたり、学長室から聞こえてきた――そう見当をつけたクロウ達は、突とつ進しんの勢いをそのままに扉とびらを蹴け破やぶって中に飛び込む。

「おいっ……！」

　騎兵銃を構えながら中の人影に声を掛かけるクロウ。

　そこに彼かれが見たのは……
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「ベルク!?　学長!?」

　女生徒達の中で中心的な存在――陰で『仕切り屋』とも言われている優等生のクラリッサ・ベルクと、第九分校の学長であるメルヴィン・ベルクだった。

　同じ姓から分かる様に、クラリッサは学長の娘むすめだ。

　良くも悪くも責任感の強い、それ故に同じ生徒達にもいちいち細かな『忠告』をしてくる少女で、軍門の出らしく、成績優ゆう秀しゆう、品行方正――そんな彼女をそのまま示すかの様に、清せい楚そな容姿が特とく徴ちようだった。

　長身痩そう躯く、癖くせの無い長い黒くろ髪かみと、涼すずしげな目鼻立ち。もっとも胸が大きいので、男子生徒達のいらぬ妄もう想そうの対象になる事もしばしばあったが、それはさておき。

「……シェイクス……？　レイヴァン……？」

　クロウとベアトリスを見て、呆ぼう然ぜんとした表情でそう呟くクラリッサ。

　いつもの凜りんとした彼女の姿ばかり見慣れているクロウとしては、あまりに雰ふん囲い気きが違ちがっていて、一瞬、別人かと思った位である。

　だがそれも無理はあるまい。クラリッサの足あし下もとには、もう一人――いや、一つ、女生徒の骸が転がっていたからだ。その左ひだり眼めに深々と短たん剣けんが突き刺さっている。短剣は教官達の――学長も含ふくめた第九分校の大人達の、礼装に使われるものだった。

　その女生徒を殺したのは学長だろう。

　恐らく……教官達の突とつ然ぜんの『凶きよう行こう』を学長に止めて貰う為に、彼女等は此処ここに来たのだ。クラリッサもまさか実の父までが『十六歳殺し』に荷か担たんしているとは思ってもみなかったのだろうが――

「…………ふむ」

　その父――メルヴィン・ベルク学長は、クロウ達を一いち瞥べつすると、壁かべに飾かざりとして、交こう叉さする形で掛けてあった長ちよう剣けん二本の内の一本を手にした。

　執しつ務む机づくえを回り込んで呆然と立ち尽つくしているクラリッサの前に立つ。

〈穴あな熊ぐま亭てい〉の夫婦や、警邏隊の兵士達と同じだった。学長の顔には何の表情も浮かんではいない。実の娘に向けて剣を振り上あげてもそれは変わらなかった。

「――ッ！」

　轟ごう音おんが学長の蛮ばん行こうに異を唱えた。

　ベアトリスが騎兵銃を撃うったのだ。至近距きよ離りという事もあって、銃弾は見事に学長の右みぎ肩かたに命中する。だが代々の軍門に生まれ育ち、実戦経験もある学長は、撃たれた事で必要以上に狼ろう狽ばいはしなかった。血を流し、剣を取り落としながらも――殆ど反射的に左手を伸のばして落ちる剣を受け止めた。

　だがその時には既に突進したクロウが彼のすぐ傍そばに迫せまっていて――

「どけっ！」

　クラリッサを押おしのける様にして銃剣を突き出すクロウ。

　学長は剣でこれを弾はじこうとしたが、左手であった事に加えて、銃撃で姿勢が崩れていた為に、クロウの突とつ撃げきを完全に逸そらすだけの力は出なかった。

　クロウの銃剣が学長の脇わき腹ばらに突き刺さる。

「ぐおっ――」

　さすがに低く呻うめく学長。

　だが彼は次の瞬間、クロウの騎兵銃の銃じゆう身しん部分を右手で握にぎり込んで、身を捻ひねりながら、左手の剣を叩き付けてきた。

「――っ！」

　咄嗟に身を反らして斬撃を避さけるクロウ。

　騎兵銃を手放すと、クロウは思いっきりその銃床を――銃剣部分が学長に突き刺さったままのそれの後こう端たんを、蹴った。

　血の飛沫しぶきがクロウの顔にかかる。

　さすがに刺された脇腹を更に蹴られると、頑がん健けんな職業軍人でも耐たえられなかったか――よろめいて学長は倒れる。しかも重い紫し檀たんの机の角に彼は頭を打ち付けて、鈍にぶく嫌いやな音が響いた。

「お……おとうさ……ま……？」

　呆然と呟つぶやくクラリッサの手を引くクロウ。

「逃にげるぞ、ベルク！」

「え、あ、で、でも、おとうさま、が」

「ありゃもう昨日までの学長じゃないっ！」

　そう叫ぶとクロウは強ごう引いんにクラリッサの手を引いて窓まど際ぎわに歩み寄る。

　銃じゆう声せいを響かせてしまった事もあって、廊下を戻もどるのは得策ではないだろう。何処どこかの部屋に教官が残っていれば、行く手を阻はばまれる可能性がある。

「ベアテ！」

「お任せ」

　と言いつつ、ベアトリスは騎兵銃の銃床で窓硝子ガラスをたたき割ると、窓の脇に束ねられていた窓布カーテンを銃剣で引き裂いて、その端を近くの家具に結びつけていた。

　特に打ち合わせた訳でもないのだが、付き合いが長いせいか、この辺り、クロウとベアトリスはお互たがいの行動の先読みをして動く事が出来る。

「……あ、ま、待って、おとうさま、が」

「生き延びてから考えろ！」

　そう言うとクロウはクラリッサを抱だきかかえ、ベアトリスの用意した即そく席せきの『縄なわ』に騎兵銃を引っかけて――三階の窓から飛び降りる。

　騎兵銃の銃床が、窓布との摩ま擦さつで熱を帯びて焦こげ臭くさい匂においを発したが、お陰かげでクロウとクラリッサは問題無く地面に降りる事が出来た。続けてベアトリスも同じ様にして降りてくる――が。

「…………」

「なんだよ？」

　ベアトリスは、クラリッサを抱きかかえたままのクロウを、何か言いたげにじっと見つめていて――

「校則違い反はん」

「何言ってるんだお前は!?」

「不純異性交遊禁止」

「不純でもなけりゃ交遊でもねえよ!?　余よ裕ゆうあるな、お前は!?」

　と叫びながら、クロウは――クラリッサを下ろして今し方飛び降りてきた窓の方を振り返る。そこに――

「…………」

　ゆらりと炎ほのおを背に生じる人影。

　影かげに黒く塗ぬり潰つぶされて詳しよう細さいは見えないが、学長だろう。他にあの部屋に人の姿は無かった筈はずだ。さすがに深々と短剣で眼を刺されていた女生徒が、今いま更さら息を吹ふき返して起き上がるとも考えにくい――

「…………？」

　ふと眼を細めるクロウ。

　人影に、何やら炎の光を反射して煌きらめく点が――三つ。

　二つは位置や大きさからしても眼だ。だが、額にあたる部分に見える三つ目の輝かがやきは、一体何なのか？　学長は額に宝石やら金属の飾りをつけていた訳でもない。

　それともあれは学長ではないのか？　あの場に入って来た第三者？

　いや、今はそんな事を考えている場合ではない。

「良かったな、ベルク。親父おやじさん生きてるみたいだ。だが今は逃げるぞ」

「…………」

　とりあえず茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態のクラリッサにそう告げると、クロウは再び彼かの女じよの手を引いて、ベアトリスと共にその場から逃げ出していた。
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　炎えん上じようする女子棟から脱だつ出しゆつした直後――スリクト達は、こちらに向けて走ってくるクロウ達の姿を確かく認にんした。何やら一人女生徒を連れている様だった。

「クロウ！」

　とアイリが嬉しそうに手を挙げて双ふた子ごの兄を呼ぶ。

　クロウとベアトリス、そしてどうやら二人が助け出したらしい女生徒――『仕切り屋』と男子生徒からはしばしば陰かげ口ぐちを叩かれていた生真面目きまじめな少女クラリッサ・ベルクが駆け寄ってくる。クラリッサはどちらかといえば、自分の意志で走っているという感じではなく、クロウに引きずられている様な状態に見えたが。

「そっちはどうだった？」

　とクロウが息を弾はずませながら尋たずねてくる。

「女生徒が……七人」

　と答えるのはスリクトだ。

　実際、彼の後ろ――校舎の影の落ちる暗がりには、数名の女生徒が何処か決まり悪そうな表情を浮かべて立っている。逆上してスリクト達に襲い掛かったものの、ルティエ姫の言葉で我に返ったからだろう。

「ロートン……エイジェン……ノルデンの班か」

　少女達を一瞥してクロウは言った。

「それとシビルとか……他の班の女生徒も」

「…………それだけ、か」

　ルティエ姫を入れても全部で十三人。

　第九分校の竜機士一期生が男女合わせて七十名余りだった事を想おもえば、実に八割以上の生徒が一晩で教官達に殺された事になる。

「男子は全ぜん滅めつしてた」

　淡たん々たんとした口調でスリクトが言う。

「恐らく、教官達は男子の方を先に排はい除じよしに掛かったんだろう」

「……そういう事か」

　寄宿舎の位置的な問題か、それとも単純に膂りよ力りよくや体力の面で女子より手て強ごわいと感じたのか……教官達は先に男子生徒達を玄関広間に集めて殺したらしい。その際の悲鳴や絶ぜつ叫きようや怒ど号ごう、それに銃声で女子生徒達は異常に気付き、身構える事が出来た様だった。

　ちなみにメルダ達が半裸だったのは、彼女等の班が入浴中だったからだ。慌てて風呂から上がって服を着ている最中に、教官達に襲われたのだとか。

　この辺りの話はスリクトがメルダから聞き出した話である。

「ど……どうするよ？　シェイクス？」

　と尋ねてきたのはメルダである。

「それから、ごめん、先に謝あやまっとく。オレ達、その、逆上しちまって、ハーヴェイや姫様に殴なぐり掛かっちまって……」

　メルダ・ロートンは少し癖のある赤毛と太い眉まゆ毛げが特徴で、女子の中ではベアトリスと競きそう程ほどの長身、性格も男おとこ勝まさり、一いち人にん称しようも『オレ』なのだが……今は状況に打ちのめされたのか、妙みようにかしこまって、しおらしい雰囲気になってしまっている。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ、こっちに怪我けがは無いから」

　とスリクトは苦く笑しようを浮うかべて言いい添そえる。

　クロウは普ふ段だん、照れてあまり言葉や態度で示したりはしないが、双子の妹のアイリを、そして幼馴染みのベアトリスをとても大事にしている事を、スリクトは知っている。両親を揃そろって同じ災害で――土ど砂しや崩くずれで失ったこの三人は、幼い頃ころから互いに支え合って生きてきたからだ。

　アイリが殴られた、などと聞けば、クロウはその場でメルダを殴って半殺しにしかねない。今は仲間内で揉もめている場合ではないのだ。

「まあその話は後で聞く」

　だが――クロウは意外に落ち着いた声で言った。

「とりあえず、今はお前達だけでも生き残ってくれて嬉しい。本当に嬉しい」

　いつも無ぶ愛あい想そうなクロウが、自分の隊以外の女生徒にこういう物言いをするのは珍めずらしい。

　メルダも、恐らくは驚いたのだろう――

「……シェイクス……」

　眼を丸くしてクロウを見つめる。

　それから彼女ははにかむ様に眼を伏ふせて、呟く様に言った。

「あ、ありがとう」

「……む」

「って何してんだ、お前は？」

　何故なぜか自分とメルダの間に割り込んできたベアトリスを見てクロウが眉まゆを顰ひそめる。

「問題。私は何をしているでしょう？」

「知るか！」

　言ってからクロウは溜ため息いきをついた。

「確かに今はこれからどうするかだ」

「あ、あの、ハーヴェイに聞いたけどよ」

　と――落ち着いたのか、一種の割り切りが出来たのか、メルダがいつもの男勝りな表情と口調を取とり戻して言った。

「城下町の方でも大人が〈祝福されざる子等ら〉を殺してるって……？」

「ああ。何人も見た。警けい邏ら隊たいまでやってたよ」

「警邏隊まで……？」

　とメルダの背後で少女達が声を上げる。

　ルティエ姫ひめから説明を受けても、やはり信じられなかったのだろう。

　第九分校の教官達だけではなく――この世界全体、自分達、十六歳さい以外の全員が、敵になってしまったなどとは。しかもその理由は不明。他に助けを求めるあてもない。

「身を守る為に武器が要いる。出来れば、立たて籠こもる場所も」

「学校は……燃えちまったしな」

　とメルダが炎上する学舎と寄宿舎を見て言う。

「そもそも世界中の連中が、十六歳を狙ねらって殺してるなら、此処に留とどまるのはあんまりかしこいやり方じゃないだろうな」

「え？　あ、そうか。うち、十六歳の生徒しかいないもんな」

　とメルダが頷く。

　街の中で十六歳を殺し尽くした後で、人々がディケンズ軍学校・第九分校に沢たく山さんの〈祝福されざる者〉が居ると知ったら、大挙して押し寄よせてくる可能性がある。

「とりあえず倉庫は未いまだ燃えてないみたいだし」

　とスリクトが少し離はなれた所に建つ倉庫を見み遣やって言う。

「教官達が全部、武器を持ちだしてるとも思えない。銃と斥力甲冑と弾だん薬やくと、斥力甲冑用の石灰莢カートリツジは確保出来るんじゃないかな」

「だからって大量に持ち運びは無理が――」

「あるよね、その為のモノが。僕ぼく等らは何になる予定だった？」

　とスリクトが苦笑しながら言う。

「何って竜機士……そうか」

　とクロウは頷いて、校舎よりも寄宿舎よりも更に山側の敷しき地ちへと眼めを向ける。

　そこには建物とは明らかに輪りん郭かくの異なる影かげがあった。

　まるで船の様な、その形――

「あれって……浮走艦かんですか？」

　と尋ねてきたのはルティエ姫だ。

「そうです、姫ひめ様さま。退たい役えきしたやつを、僕等の訓練用に使ってるんですけどね。竜機士隊は基本的に即そく応おう部隊、強きよう襲しゆう部隊ですから、高度を上げた浮走艦からの空輸挺進エアボーンも訓練過程に入ってます」

　と説明するスリクト。

「あれなら基本構造は鋼鉄ですし、大量の武装や食料といった物資も運べます。何より普段から機竜も積んでますし」

「操そう艦かんはオレ達では無理じゃねえか？」

　とメルダ。確かに生徒達は竜機士としての訓練を受けているが、浮走艦の操船については特に習っていない。

「それは――まあ、何とかするさ」

　クロウはそう言って話をまとめると、一同を改めて見回す。

「まずは倉庫で武器を調達。個人で持ち運べる量だけ持って、浮走艦〈ジェナス〉号に行く。もし整備兵やら何やらが居たら、これを制圧。向こうが武器を持ってたら、構える前に撃て。卑ひ怯きようもへったくれもない。そうでないと殺されるぞ」

「あ、それから――武器を運んだ後は火を付けて」

　とスリクトが言い添える。

「『武器が運び出された』痕こん跡せきがあからさまだと、まずい」

「……了りよう解かい」

　真っ先にベアトリスがそう応じ、一いつ瞬しゆん遅おくれて他の者達が――アイリやスリクト、メルダ達、そしてルティエ姫も、揃って頷いた。
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　竜機士訓練用浮走艦〈ジェナス〉号。

　元々は辺境区でペンドルトン王国の国境線を守っていた巡防型フリゲート浮走艦の一隻せきであり、頑がん強きように作られていた為に、退役した後も竜機士の訓練用に一部改修を施ほどこされて王都郊こう外がいに係留されている。

　浮走艦の常として、その艦体中央部に大型の蒸気式斥力場機関を搭とう載さいしており、蒸気機関で竜晶石を加熱・加圧して斥力場を展開、地面から浮かび上がって空中を航行する。

　元々機動性を求められた高速巡防型という事もあり、その斥力場機関の出力には相当な余力がある。

　この為、一時的であれば〈ジェナス〉号は浮走高度を百メルトル以上にまであげる事が出来、その高度から機竜に乗った竜機士を降下させ展開させる、という独特の強きよう襲しゆう戦術を可能としている。

　もっとも未だ竜機士が正式配備されていない以上、それらは全すべて机き上じようの空論に過ぎず、改修後にこの第九分校の貯水池に係留されてから、未だ一度もそこから動いた事は無い。

　教官達からも生徒達からも老朽品ポンコツ扱あつかいされている代物だ。

　だが――

「……うわ」

　ディケンズ軍学校第九分校の敷地の――一番端。山の斜しや面めんに程ほど近ちかい貯水池に係留された〈ジェナス〉号に乗り込んだクロウ達は、甲かん板ぱん上でまた、死体を見る事になった。

　女生徒の死体が五人ばかり。いずれも殴り殺ころされているのが分かった。

「ひどいな。女子は――特に姫様は見ないように。夢に見ますよ」

　クロウは後続の少女達にそう告げて死体の傍かたわらに膝ひざをつく。

　額が大きく陥かん没ぼつしたり、明らかに首が折れていたり。多くは生前の面相が想像出来ない程に顔を潰つぶされていた。どの隊の誰なのかを確認するには、歯列か何かを用いるしかないだろう。校舎の方に記録が焼けずに残っていればの話だが。

「……誰がやったんだ？」

　とメルダが唸うなる様に言う。倉庫から持ち出してきた騎き兵へい銃じゆうと斥力甲冑を装備した彼女は、今にも『敵』を捜さがして駆かけ出だしそうだった。

「それは多分――」

　とスリクトが言ったその時、甲板上に、二人ばかり人影が出てきた。

　服装を見れば分かる。作業に便利なように、汚れても気にならないようにと、暗色の簡素な仕立てに、革かわ製せいの前掛けエプロン――これは〈ジェナス〉号の整備兵のものだ。

　一応、常に稼か働どう状態に置いておく、という建前でこの〈ジェナス〉号は維い持じされているので、専属の整備兵が三名ばかり配置され、定期的に整備を行っていた筈である。

「……あ。未だいたよ」

「本当だ。いたな」

　と共に二十歳はたち程ほどの若い整備兵二人は、互いに頷き合って――前掛けからずろりと長めの工具を抜ぬいた。金具の締しめ付けから鋲びよう打ちにも使う代物で、当然に恐ろしく頑がん丈じようである。人間の頭部をそれで殴れば、当然の様に深く陥没する。

「ちょ、ちょっと待て、おい!?」

　とメルダが叫さけびながら騎兵銃を構える。

「お前等が殺したのか!?」

「…………」

　整備兵二人は――しかしメルダの叫びなどまるで聞こえていないかの様に、表情一つ変えずに工具を手にしながら近づいてくる。こちらを嘲あざけるでもなく、脅おどかすでもなく、メルダが銃じゆうを向けているというのに……その事すら分かっていないかの如く。

（――同じだ）

　クロウはふと警邏隊の兵士や、クラリッサの父である学長を思い出す。

　相手が〈祝福されざる者〉だと認にん識しきした途と端たん、彼かれ等らは一いつ切さいの会話を放ほう棄きする。無視というよりこちらの声が全く聞こえていない、こちらの様子も見えていない様にすら思えた。

（どういう事だ？　こいつらは……）

「来るなっ！　畜ちく生しようッ！」

　叫びながらメルダが銃を撃つ。

　距きよ離りにして五メルトルもない――銃でいえば至近距離だ。騎兵銃で、しかも標的が人間大なら腰こしだめで撃ってもまず外す事は無い。

「ぐあっ!?」

　整備兵の一人が腹に銃弾を喰くらって身体を二つに折る。

　その場に膝をついて――それからその整備兵は前のめりに倒れた。

「おい、グレッグ――」

　と整備兵は倒れた仲間に声を掛けるものの、当たり所が悪かったか、倒れた整備兵は呻き声ごえすら漏もらさない。代わりにその身体の下で血がぬるりと広がるのが見えた。

「なんてこった、ばかな、おい、グレッグ！　グレッグ！」

　慌てて整備兵は仲間に駆け寄ってその身体を揺ゆさぶる。

　その表情はごくごく普ふ通つう――何ら異様なところは見られない。仲間が撃たれた。仲間が瀕ひん死しだ。だから慌てる。だから怯おびえる。当然のことである。

　だが〈祝福されざる者〉が相手だと、そういう人間的な反応の一切を彼等はしない――

「なんてこった、ああ、なんてこった。こんなところで死ぬなんて、運がねえな」

　整備兵はひとしきり嘆なげいた後、再び工具を手にして立ち上がる。

　そしてそれを――投げた。

「――!?」

　いきなり『武器』を投げてくるとは思わなかったのだろう。メルダが慌ててこれを避けようとするが、避けきれず、その端が彼女の肩かたに当たる。短く呻いてメルダが姿勢を崩くずした所に、整備兵は飛びかかった。

「メルダ！」

　アイリが叫んで小しよう銃じゆうを構える。

　クロウ達たちも銃を構えてはいたが、メルダと整備兵の距離が近すぎる。迂う闊かつに発はつ砲ぽうすればメルダに命中しかねなかった。整備兵はメルダを甲板に押し倒たおし、その首に両手を掛けていた。絞しめ殺す気か。あるいは首の骨を折る積もりか。

　だが――

「うぎえっ!?」

　程ほど無なくして整備兵は奇き妙みような声を漏らして――脱だつ力りよく。

　動かなくなった整備兵の身体を押しのけて、メルダが身を起こした。彼女の手には予備の銃じゆう剣けんが握られている。腰に吊つっていたものを咄とつ嗟さに抜いて、これで刺さしたのだろう。

「ロートン、大丈夫か？」

　クロウが声を掛けると、メルダが小さく頷いた。

「なんなんだ……教官達も確かにこんなだったけど……本当になんなんだ、これ!?」

「分からない」

　クロウとしてはそう答えるしかない。

「本当に――姫様が言う様に、オレ達、〈祝福されざる者〉以外の連中が揃って、おかしくなっちまったのか？」

「……多分な。だが原因はやっぱり分からない」

　とクロウは言いながら、甲板上の死体を迂う回かいして歩き――艦かん内ないに足を踏ふみ入いれた。

　艦内には転々と小型の瓦斯灯ガスランプが設置されていて、歩き回るのには支障が無い。廊ろう下かは狭せまく、辛うじて人一人が行いき交かう事の出来る程度の幅はばだ。天てん井じようも低い。壁には何本もの配管が施され、ひどく雑然とした雰囲気がそこには在った。

　そして――

「…………開けるぞ」

　階段を上って艦かん橋きように辿たどり着ついたクロウは、すぐ後ろをついてきたベアトリスとスリクトにそう断って、分厚い鋼鉄製の扉を身体全体で引いた。

　整備兵達はよく仕事をしていたのか、軋きしみを発する事も無く、滑なめらかに扉が開く。

　そして――

「――！」

　クロウは思わず騎兵銃を身構えた。

　艦橋の真ん中に、一人の男が座すわっていたからだ。

　無ぶ精しよう髭ひげを生やし、痩やせた――整備兵。黒い作業服も、革製の前掛けも同じだが、こちらの方が先の二人より若干、年とし嵩かさの様だった。恐らくは三十歳前後だろう。未だ働き盛りといった年ねん齢れいだが、何処かこの整備兵にはくたびれた様な……既すでに人生に疲つかれて厭あいたかの様な雰囲気が漂ただよっていた。

「クロウ？」

　ベアトリスとスリクトもクロウの後ろから――脇わきから艦橋を覗のぞき込んで、息を呑のむ。

「クロウ、下がって」

　そう言って強引にベアトリスが前に出る。

　彼女は両手に一挺ちようずつ拳けん銃じゆうを握っていた。

　斥せつ候こう兵を務める事が多いベアトリスは、閉所や暗所でも身軽に動ける様にと、軽く小さな武器を扱う事が多い。火力で敵を制圧するのは彼女の仕事ではない――むしろ装備を投げ捨ててでも、生きて情報を持ち帰る事が彼女の本分なので、あくまでベアトリスの武器は接近戦重視の護身用なのである。

　だが、こうした艦内の様な狭せま苦くるしい場所では、拳銃の方が攻こう撃げき兵器としても役に立つ場面が多い。小銃は勿もち論ろんだが全長を短くした騎兵銃ですら、少し操作するだけであちこち引っかけかねないからだ。
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「…………」

　ベアトリスは拳銃の撃鉄を起こした。

　かちりと音がして回転式弾だん倉そうが回る。撃つ、殺す、そうした威い嚇かくを多分に含んだ音であり動作だった。大たい抵ていの人間がその状態で銃じゆう口こうを向けられれば慌てる――筈だが。

「――よぉ」

　整備兵は何処か疲れた様な笑えみを浮かべて言ってきた。

「生きてたか。他の二人はどうした？　殺したか？」

「…………？」

　ベアトリスが眉を顰ひそめてクロウを振ふり返かえってくる。

　隊長たるクロウの判断を仰あおぎたいのだろう。

　彼女も気付いたのだ。この整備兵は――この整備兵だけが、他の大人達と反応が違うという事に。クロウ達をきちんと認識して話しかけている。そしてその口調にも表情にも敵意は滲にじんでいない。殺意もだ。

「あんたは……俺おれ達たちと話が出来るんだな？」

　クロウは片手で押さえる様にして、ベアトリスに銃を下げさせながら言った。

「話？　……ああ。そうか。そうだな」

　と整備兵は何やら一人納なつ得とくした様子で頷いている。

「他の二人は、話すら出来なかったか。まあそうだろうな。俺おれですら食くい違って――噛かみ合あわなくて話にならなかった」

「……え？」

「意思の疎そ通つうが出来るってのはいいもんだ」

　何処か皮肉げな口調で整備兵が言う。

「そういう訳でな、話が通じるのを見込んで、一つ頼たのみたい事があるんだが」

「頼み？」

「これを解いちゃくんねえか？」

　そう言って座ったまま整備兵はずるずると床の上で半回転。

　背中で縛しばられた両りよう腕うでをクロウ達に示してきた。




●




　その整備兵の名前はカイル・ハーマンといった。

　年齢は二十九歳。見た目よりは少し若い様だった。

　元は浮走艦に陸戦要員として搭とう乗じようしていた艦兵だったらしいが、戦せん闘とうで膝に銃じゆう弾だんを受けてしまい、走れなくなってしまったので整備兵に転任した――との事だった。

　ちなみに、以前よりクロウ達は浮走艦を利用した訓練で、カイルや他の整備兵達の姿を何度か見ていたが……殊こと更さらに個人的な付き合いがあった訳でもなく、まともに喋しやべるのはこれが最初だった。

「ふー……助かった。ありがとよ」

　とカイルはひとしきり縛られていた手首を揉もんだ後、前掛けから煙草たばこを一本引っ張り出して、これに燐寸マツチで火を付けた。

　場所はそのまま〈ジェナス〉号の艦橋である。

　カイルも両手こそ自由になったものの、床ゆかに座ったまま、動こうとしない。

「染しみるねえ」

　クロウ達が睨にらみ据すえているのも、さして気にした様子も無く、彼はしばらく眼を閉じ煙けむりを吸い込んで、これを堪たん能のうしていたが――

「――カイル・ハーマンさん？」

　とスリクトが一同を代表して声を掛けた。

「おう。カイルでいい。あんまり好きな姓せいじゃなくてな」

　と煙草を指に挟はさんで振りながらカイルは笑った。

　全体的にやさぐれたというか、胡う散さん臭くさいというか、くたびれたというか……とにかくそんな感じの人物だった。クロウ達は銃こそ突きつけていないものの、カイルを武器を携たずさえたまま全員で囲んでいるのだが、彼は全く平気の様だった。

「貴男あなたは、僕ぼく達たちを殺そうとはしないんですね」

「ああ。なんでそんな真似まねせにゃならんのか――他の二人はなんか『それが当たり前』みたいに思ってたみたいだけどな」

「…………」

　クロウ達は顔を見合わせる。

　他の整備兵二人、どころか、王都の大人達が、いや、十六歳以外の人間全てが、『それが当たり前』だと感じているかの様だった。殺人という禁きん忌きの行こう為いに、誰だれもが何も感じていないかの様で、まるで視界の端を過よぎる羽虫を手で払はらう程度の気軽さで、彼等は十六歳を殺しに掛かかっていた。

　あるいは自分達が殺人をしているという意識すら無かったのかもしれない。

「王都でも同じ様に、当たり前、みたいな感じで十六歳を殺している人達を見ました。実の親が子供を刺し殺したり、警邏隊がお姫様のおつきの侍じ女じよを斬きり殺したり」

「…………そりゃあ、なんでまた？」

　さすがにカイルは眉を顰めて言った。

「分かりません。というか僕等としては、どうして貴男が、というか貴男だけが、そういう行動に出ないのかが分からないんです」

「……と、言われてもな」

　カイルは改めて煙草を口にくわえながら首をひねった。

「グレッグとシェーン……お前達に殺されたって二人は、俺がおかしくなったと思ってたみたいだけどな。〈ジェナス〉号に逃げ込んできた女生徒をあいつら二人が殴り殺したのを見て、止めようとしたんだが――あいつらは、俺が何を言ってるのか、分からないみたいだったよ。挙げ句に、『頭おかしい』とか言われて殴られて、縛られちまってな」

　どうやらカイルが縛られていたのは、先の二人の行動に異を唱えたからであるようだ。

　だがどうしてカイルだけが、そう、なのか？

「まあ、強しいて俺が他の連中と違ちがうって点を挙げれば――」

　カイルはスリクトを指さして笑う。

「お前等に親近感を感じてた位か」

「親近感？　俺達にか？」

　とクロウが尋ねると、カイルは肩を竦すくめる。

「同じ、『祝福されざる者』としてな」

「……あんた、二十九だって言ったよな？」

「ああ。あと三カ月ほどで三み十そ路じだぜ、まったくよ。だが少年、この世に極光の祝福を受けられずに生まれてきた子供ってのは、お前達だけじゃねえんだよ」

「……どういう意味だ？」

　と――メルダが口を挟んでくる。

　基本的に頭の良いスリクトと、暫ざん定てい的てきに指揮官役をこなしているクロウに会話は任せるという話になっていたのだが……どうやら気の短い彼女は、我が慢まん出来なくなったらしい。

「俺の両親は炭たん鉱こう作業員とその妻でな。親父は延々竜りゆう晶しよう石の鉱脈を掘ほってた。知ってるか？　竜晶石ってのは深い場所にあればあるだけ、純度が高くてでかいものが多い。理由は俺も知らないが。まあ、だから――当然、鉱夫達は深く深くこれを掘る訳だ。それこそ最深部に行けば一日では戻ってこられない程の、深い場所に」

「……ああ、聞いた事があります」

　とスリクトが頷うなずく。

「いちいち地上まで持って上がるのが大変だから、中ちゆう継けい基地みたいなのを地下に作るんですよね。簡単な選別作業もそこでやっちゃうから、もう殆ほとんど町や村みたいなもんだって。そこに住んじゃう人達もいて――」

「そうそう。で、うちの母ちゃんもそこに居たのさ。身重の状態でな」

　とカイルは言った。

「勿論、極光祭の時にはうちの母ちゃんも地上に出て祝福を受けるつもりだったそうなんだけどな。生憎あいにく、落らく盤ばん事故が起きて、しばらく地上への道がふさがっちまった」

「……それは……」

「まあ中継基地には食料や水の備び蓄ちくはあったし、身重の妊にん婦ぷでなければ通れる別の道はあったから、閉じ込められて生きるの死ぬのって事にはならなかったそうなんだが……結局、母ちゃんは地下で、極光を浴びる事無く俺を産み落としちまった」

　それはつまり、例外的に二十九年前に生まれた『祝福されざる者』だ。

「色々母ちゃんは気に病やんでたけどな。まあ俺はどうでもいいと思ってたさ。丈じよう夫ぶに産んで貰もらっただけで御おんの字じだ。別に角とか尻尾しつぽが生えてるとかでもねえし。けど俺の素す性じようを知ったら気にする奴やつ等らも多くてなあ」

「……でしょうね」

　とスリクト。

「縁えん起ぎが悪いだの何だの。お陰でこの年まで所帯持つ事もなく、油まみれで機械いじりさ。膝をやっちまったから、兵士としては俺はもう廃品ポンコツだしな」

　そう言ってカイルは革製の前掛けをつまんでみせた。

「だから、なんていうか、お前等が苦労してんだろうなあ、頑がん張ばれよ、って思う位には親近感は持ってたさ。倍近く歳が違うから、仲間意識って程でもねえけどな」

「……それはつまり」

　と唐とう突とつに涼すずやかなよく通る声が割り込む。

　それまで壁かべ際ぎわで黙だまって話を聞いていた――ルティエ姫だ。

「極光を母親の胎たい内ないに居る間に浴びてる者だけが、おかしくなった？」

「…………！」

　クロウ達は顔を見合わせた。

　そうだ。今までの出来事から得た情報をまとめれば、そう結論づけるのがもっとも筋が通っている。理り屈くつは全く分からないが……

「さて、それはどうかな？」

　とカイルは皮肉げな表情を浮かべて言う。

「どうかなって、他に何が――」

「言っただろう。グレッグ達にしてみれば、『おかしくなった』のは俺の方に見えていた訳だ。正しいとかおかしいとか、そういうのを決めるのは大抵の場合に多数決な訳だがね、この場合、『おかしい』のは俺達〈祝福されざる者〉か、世間か、どっちだろうな？」

「そんなの――」

　とメルダが叫ぶ様に割り込んで、しかしそのまま言葉に詰つまる。

「極光の祝福を受ける事が『普通』で正しいんなら、俺達は最初から『おかしい』存在で、その事に他の連中が、たまたま、今日気付いたってだけかもな？」

　メルダと、そしてスリクト、クロウを順に見回して言うカイル。

　むしろ納得する部分があったのか――スリクトは反論する事も無く、眼鏡をずり下げて眉み間けんの縦たて皺じわを指で揉もみほぐしている。

「……いずれにせよ」

　とスリクトがまとめる様に言う。

「極光が、全ての原因である事に間ま違ちがいはないみたいだね」

「…………そうみたいだ」

　クロウとしても同意する他無かった。







第三章　浮走艦〈ジェナス〉号







　艦内通路に乾かわいた靴くつ音おとが響ひびき渡わたる。

　冷え切って澱よどんだ様な――何処どこか黴かび臭くささすら漂う空気をかき分ける様にして、警邏隊の兵士達は細い艦内通路を進んでいた。

「面めん倒どう臭くさいな、おい」

「言うな。報告書は作らないといけないだろ」

　兵士達はそう言い交わしながら歩いて行く。

　艦内は薄うす暗ぐらく、丸い耐たい圧あつ性の硝子ガラス窓から差し込んでくる陽光に頼たよって兵士達は歩いている。各所に設置された小型の瓦斯灯はいずれも消えていて、試ためしに兵士達が弄いじってみたが、火が点ともる事は無かった。恐おそらく瓦斯を供給する管が何処かで破断しているのだろう。退役した老ろう朽きゆう艦かんにはよくある話だ。

「……よし。人ひと影かげ無し。異常無し」

「さっさと出ようぜ。なんか気味悪いぜ、ここ」

「そりゃまあ、甲板で二人死んでるしな」

　兵士達は溜息をつきながら、通路を逆さまに辿って行く。

　外に――甲板に出る鉄てつ扉ぴを開きながら、警邏隊の兵士達は後方を振り返った。

「問題無し、案内、ご苦労さん」

「いいやあ。あんたらこそ」

　と曖あい昧まいに笑って見せるのは――カイルだった。

「あんたを疑ってた訳じゃないんだがね」

「分かってるよ。きちんと調べねえと上がうるさいんだろ。何処どこも同じさ。気にするな」

　とカイルは肩を竦める。

「そういって貰うと、助かる。それじゃな」

　そう言い残して兵下達は甲板へ――外へと立ち去った。

　鋼鉄の扉とびらが閉じられる音が響いて、艦内には冷たい静せい寂じやくが残る。

　それから、しばらくして。

「……もういいぞ」

　カイルは、軽く壁かべの一部を叩たたいてそう言った。

「…………」

　ぎい、と音を立てながら通路の一画にある点検用の蓋板パネルが壁へき面めんから浮き上あがった。だがそれは下に落ちて耳みみ障ざわりな音を立てる事もなく、そっと、床に下ろされて壁に立てかけられる。

　中から――まるで巣穴から出てくる獣けものの様にぞろぞろと連なって姿を現したのは、クロウとベアトリス、スリクト、そしてアイリ、クラリッサの五人だった。

「……死ぬかと思った」

　とこぼすのはクロウである。

　彼等が潜ひそんでいたのは、壁の向こう側――油圧管の点検用に設けられた細長い空間である。本来は人がそこに留まる様な場所ではないので、空調は無い、照明も無い、どころか身体を真まっ直すぐ伸のばして立てるだけの空間すら無いので、五人は身体を縮めて、互たがいにくっついた状態で壁の中に居たのだ。

　それも――身じろぎすら殆ど出来ない状態で二時間グロツク近く。

「これで信じて貰えたか」

　とカイルがクロウを見て言うのは、壁の中でクロウとベアトリスが、銃の照準をカイルに合わせていたからだろう。万が一にもカイルがクロウ達の存在を警邏隊に告げるようであれば、クロウ達は容よう赦しや無なく発砲していた筈はずだ。

「……ああ、ありがとう」

　と苦く笑しようして頷くクロウ。

　彼かれの背後では――

「あ、あの、アイリ、ごめんよ」

　とスリクトが、涙なみだ目になったアイリに謝あやまっている。

　いつも冷静で慌あわてる様子など滅めつ多たに見せないスリクトが、何故か今はひどく焦あせっている様で――若じやつ干かん、顔も赤い。

「えっと、その、男はしょうがないっていうか」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、だよ」

　とアイリは首を振る。

　どうもスリクトがアイリと殆ど抱だき合う様な形で二時間もくっついていた為ため、下半身の一部が言い訳の立たない状態になっていたらしく。普ふ段だん、あまり男としての欲望を表に出さないスリクトを見慣れていたアイリは、どうやらかなり驚おどろいてしまった様だった。

「スリクトも男の子だし……ね。仕方ない、よね」

「う、うん、そう言ってもらえると、なんというか、助かる」

「――何言ってんだかな」
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　と頭を掻かきながらカイルが笑う。

「年とし頃ごろの男と女が身体くっつけてて、男のアレが大きくならねえ方が問題だろうが」

「いや、あの、か、カイルさん？」

「そ……そういう下品な発言は慎つつしんでください」

　慌てるスリクトと――顔をしかめて文句を言うのは、クラリッサである。

「不ふ愉ゆ快かいですし、風紀の乱れに繋つながります」

「真ま面じ目めだな、この嬢じようちゃんは」

　とカイルは面おも白しろそうに言う。

「自分が一番、風紀乱しそうな胸してるくせにな？」

「ちょっ……!?」

　と顔色を変えて自分の胸むな元もとを両腕で隠かくすクラリッサ。

　まあ確かにカイルの言う様に、クラリッサの胸はかなり大きいので、年頃の男子にはかなり目の毒であるのだが。

「カイルさんの意見に賛成」

　と――慌てるスリクトとは対たい照しよう的てきに、ベアトリスはしごく冷静である。

　というか彼かの女じよの場合は、いつもの通りに無表情なだけだ。ベアトリスもまた、クロウと抱き合う様にして二時間近くを過ごしていたのだが……

「クロウ。医者に行こう」

「なんでだよ」

「大きくなってなかった」

　真顔でベアトリスはそう言った。

「ずっと頭の後ろに配管の接合部品ボルトが当たってたんだよ！　痛くて興奮してる余よ裕ゆうとかねえよ。あと一時間こもってたら、接合部品の形に頭が凹くぼんで戻もどらなくなってたところだ」

　と後頭部をさすりながら言うクロウ。

　それからクロウ達は窓に注意して――自分達の姿が外から視し認にんされないように――階段を降りて船倉部分へと進む。

　壁の、クロウ達が潜んでいたのと同様の蓋板の一枚を軽く叩くと、そこからやはりメルダやルティエ姫ひめを含ふくめ八名の少女達が姿を現した。

「姫様、大丈夫か――もとい大だい丈じよう夫ぶですか」

　とクロウが声を掛けると、ルティエ姫は凝りを解ほぐすように首を左右に倒してから、いつものおっとりとした笑え顔がおで言った。

「……鼠ねずみの気持ちを知る事が出来た、かな」

「そいつは重ちよう畳じようですな」

　と笑うカイルに――

「……どうして警けい邏ら隊たいの兵は私達のいた場所を調べなかったの？」

　とルティエ姫が尋たずねる。

「調査に来た以上、人間が隠れられそうな場所は全て調べるものと思っていたけれど」

「ああ。この〈ジェナス〉号は第九分校の訓練施し設せつとしてここに運ばれた後、色々と改造されてましてね」

　とカイルは言った。

「元々は巡防型フリゲート浮走艦かんで、前後に二門ずつ、合計四門の旋せん回かい砲ほう塔とうが備わってたんですがね。竜機士の母ぼ艦かんにする為にってんで、旋回砲塔を前後一門ずつ取とっ払ぱらっちまったんですよ。で、その為の――砲ほう塔とう動かす為の油圧装置一式も無くなったんで、点検口周りには幾いくつか、元の設計図には載のってない隙すき間まがあるんです」

　分校校舎と寄宿舎がまるごと燃えてから――既に三日が経過した。

　何処かに生き残っていた教官から連れん絡らくが行ったのか、翌日には警邏隊がやってきて、焼けた校舎や寄宿舎、それに倉庫の調査を始めたのだが、その時には既に、クロウ達は倉庫から一定量の物資を持ち出し、〈ジェナス〉号に隠れている状態だった。

　そして二日で校舎、寄宿舎、そして倉庫の検分を終え、生徒達や教官の死体を持ち去った後、警邏隊は最後に〈ジェナス〉号の内部を点検に来たのである。

　一応、カイルがクロウ達は――生き残りの生徒は、山の方に逃にげたと警邏隊に報告していたのだが、万が一という事で、確かく認にんしたのだろう。

「……一つ分かった事がある」

　と指先で眼鏡めがねの位置を直しながらスリクトが言った。

「〈祝福されざる者〉を――僕達を、他の連中は見ただけでは区別出来てないんだ」

「そういえば、ルティエ姫ひめ様さまと会った時も、俺達がディケンズ軍学校の、第九分校の生徒だと分かったから、襲おそってきたって感じだったが――」

　クロウは腕うでを組んで記き憶おくを辿る。

「ルティエ姫様を襲ってたのは……姫様が有名だからか？」

「私は王室の厄やつ介かい者ものとして、有名だから」

　とルティエ姫は笑う。

　実際には、彼女付きの女官だった少女――フローラというらしいが、彼女が殺されたのは単純に警邏隊の一人と知り合いだったから、らしい。つまり年齢を確認するまでもなく相手はフローラの素性を知っていたという事だ。当然、一いつ緒しよに居る少女が誰なのかもすぐに気がついたのだろう。

「やはりそういう事……」

　ふとルティエ姫は思案の表情を浮うかべて呟つぶやく。

「『予言』の世代……私と同じ十六歳さいと……それ以外……革命……世界の……破は壊かい？」

「――姫様？」

　と隣となりに居たアイリが彼女の顔を覗き込むが、彼女はぶつぶつと俯うつむき加減で呟き続けている。何かを思い出して頭の中でまとめているかの様だったが――

「極光の祝福を受けた者だけが、そうでない者を殺す様になった」

　ふと顔を上げると、ルティエ姫は眼を閉じて何かを暗唱するかの様に言った。

「でも極光の祝福を受けたかどうかは外見からは分からない。だから素性の分かっている十六歳だけが、殺されてきた――と」

　十六歳の人間は全すべて〈祝福されざる者〉だから殺すべき。

　人々の頭の中に、何の脈みやく絡らくもなく、そんな考えが生じて、定着してしまったという事か。だが一体何が原因でそんな事になるというのか……？

「……さて、これからどうする？」

　とカイルがクロウに尋ねてくる。

「……どうしたもんだろうか」

　正直、クロウに何か案がある訳ではない。

　ルティエ姫の見立てが正しいなら、何処に逃げても安住の地は無いだろう。ペンドルトン王国のみならず、極光は大陸全土に影えい響きようを及およぼしているからだ。

「どうするか、じゃなくて――今の僕ぼく等らに何が出来るか、整理して考えよう」

　場をまとめる様に、スリクトがそう言った。
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　足音を殺してこっそり部屋から抜け出すのは得意だった。

　王女の特技としては甚はなはだ相応ふさわしくないとは思うが、二人の姉や二人の兄からの虐ぎやく待たいから逃のがれるには、得意にならざるを得なかったのだ――とも思う。

　兄弟姉妹といっても彼等は王位継けい承しよう権けん争いにおける『敵』だった。少なくとも兄や姉はそれぞれの母親からそう教えられていた節ふしがある。早くに母を病で亡なくして王宮内では後ろ盾だての無かった自分は、先まず最初に下すべき容易たやすい『敵』と認にん定ていされていたのだろう。恐らく徹てつ底ていして虐いじめる事で、自殺に追い込むか――あるいは兄や姉には逆らえないのだと心の奥おく底そこにまで徹てつ底てい的てきにすり込む、それが彼等の目的だった筈だ。

『死ね』とは何度も言われた。不ふ吉きつな姫など生きていても仕方が無いとも。

　彼等が手っ取り早く暗殺という手段に出なかったのは、単に、そこまでやると色々と箍たがが外れて王室内での凄せい惨さんな殺し合いに発展する――と思っていたからだろう。

「……フローラ……」

　ルティエ姫は〈ジェナス〉号の艦橋の更さらに上、物見台に立って夕暮れの色に空を見上げていた。外には出ないようにと言われていたが、ずっと艦内に閉じこもっているのはやはり息苦しくて、こっそり出てきてしまったのである。

「ごめんなさい……」

　思い出すのは、自分を庇かばって死んだ侍女の事である。

　同じ歳ならば何かと気安かろうと、父である国王が手配してくれた少女だった。フローラはフローラで〈祝福されざる者〉の一人として色々と苦労を重ねていたらしく、ルティエの――王女のお付きになれたのを喜んでくれていた。城を抜ぬけ出すのにも嫌いやな顔一つせずに付き合ってくれた。王女と侍女という関係ではあったが、ルティエにとっては友達と呼べる唯ゆい一いつの存在だったとも言える。

「貴女あなたの亡なき骸がらは未いまだあそこにあるのかな……」

　あの運河脇の曳えい船せん道の片かた隅すみに、まるで塵ちりの様に打ち捨てられたまま。

　出来れば弔とむらいたいと思ったが、さすがに自分一人で王都に戻るのは自殺行為だ。その為にルティエが死ねばそれはフローラの犠ぎ牲せいを無にする事になる。

「――姫様」

　ふと声を掛けられて、びくりとルティエは身を震ふるわせた。

　振り返ると、梯子はしごを登って物見台にクロウが上がってくる姿が見えた。

「クロウ……」

「こんな所にいたんですか」

　どうやらルティエの事を捜していたらしい。

　黙って宛あてがわれた部屋から居なくなれば、当然の話だが。

「ごめんなさい。ちょっと……外の空気が吸いたくて」

「まあ、分かりますけど」

　そう言ってクロウはルティエの隣に来ると、物見台の壁を背にしてそこに座り、彼女が見上げていた空を同じ様に眺ながめた。

「…………」

　クロウは――無言。

　早く艦内に戻れとも、外に出たら危ない、とも言ってこない。本当なら文句の一つも言いたいところを、ルティエが王女だからと気を遣つかってくれているのかもしれなかった。

「極光祭も終わった……ね」

　ルティエはクロウの隣に腰こしを下ろしながら、そう言った。

　空は雲一つ無く晴はれ渡り、ただ気け怠だるい茜あかね色いろが広がっているだけだ。

「そうですね。もしかしたら皆みなが元に戻ってるかも知れないので、斥候を出そうって話になってます。俺は望のぞみ薄うすだと思いますが」

「…………」

　それにはルティエも同意だった。斥候は出すだけ無む駄だだろう。

　だが極光が無くなればひょっとして、と思う者達たちの気持ちは分からないでもない。

「……あの、姫様。一つ聞いていいですか？」

　ふと――何か思い出したかの様に、クロウが尋ねてくる。

「なに？」

「最初にお会いした時に、姫様は――」

　そこまで言ってクロウは、何やら困った様に唇くちびるを噛んだ。

「クロウ？」

「ああ、いや、すみません。その――最初にお会いした時に、姫様は俺の事を、『ひょっとして』とかなんとか……言ってましたけど」

「ああ……その事」

　とルティエは微び苦く笑しようを浮かべる。

「ごめんなさい。ちょっと、その、感動しちゃって」

「……感動？」

「『予言』がね。当たったんじゃないかって」

　気難しい大だい賢けん者じやの顔を脳のう裏りに思おもい浮かべながらルティエは言った。

「昔、何年か前に、ある人がね、私に『予言』してくれたの。いつか私の前に、私の剣けんとなって戦う『騎き士し』が現れるかもしれないって。その人と一緒に私は、世界を救うんだって言われて」

「騎士って――え？　世界を？」

「クロウ、貴方あなたが私の前に膝ひざをついて手を差さし伸べてくれた時にね、なんていうか、子供っぽいけれど、この人が『予言』の『騎士』なんじゃないかって――思っちゃって。それどころじゃないのに、なんだか嬉うれしくなっちゃったっていうか。友達が……一緒に居た侍女の子が殺されて、嬉しくなってる場合なんかじゃないのにね」

「姫様……」

「大体、その『予言』だって、『かもしれない』ってだけで、本当にそんな人が私の前に現れるかどうかなんて、分かってなかったの。だからクロウが本当にそうかどうかなんて、分からないのだけれど」

　だがあの時ルティエは直感的に確信したのだ。

　クロウこそが――あの甚だ曖昧な『予言』を成じよう就じゆさせる者なのだと。

「俺は騎士って柄がらじゃ……ないです」

「私もあんまり姫って柄じゃないけれどね」

　と言ってルティエは肩かたを竦めた。

「そんな事は無いでしょ」

　とクロウは言ってくる。

「ありがとう。でも、私は……城では兄様や姉様によく虐められてたから、『お前なんかペンドルトン王家に相応ふさわしくない』とか言われてたから、なんていうか、本当のお姫様みたいに、私の、私だけの騎士が私の前に現れてくれるかもって思うと、なんだかそれだけで色々耐たえられたっていうか……」

　本気で信じていた訳ではない。

　だが大賢者の言葉通り、それは可能性で――在るかも知れない未来で。

　だからそんな日が来る事を夢見る事で、ルティエは自分を支えてきた。

「……まさかこんな酷ひどい事になるなんて……思ってなかったけれど……」

　ルティエは確かに『予言』の成就を願ってはいた。だがそれがこんな大勢の死を伴ともなうものだとは思ってもみなかった。まして――

「友達が、フローラが死んだのは、私が『予言』の成就を望んだせいかもしれない、なんて思えてきちゃって……ちょっと、辛つらいかなって、思ったりもして……」

「いや、さすがにそんな事はないでしょ」

　とクロウが言う。

「俺もそんな、予言に謳うたわれた姫様の騎士、みたいな大それた存在でもないでしょうし」

「クロウは私の騎士になるのって嫌？」

「そういう意味じゃなくて」

「分かってる。ごめんなさい」

　言ってルティエは立ち上がった。

「クロウ、お話に付き合ってくれてありがとう。中に戻ろう」

「姫様――俺おれが姫様の騎士なのかどうかはさておき」

　クロウもまた立ち上がりながら――彼はふと何か思いついたかの様に言った。

「その『予言』っての、もっと詳くわしく聞かせてください」
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　極光は正確に百八十日毎ごとに空を覆おおい――おおよそ三日間で人々の頭上を通り過ぎる。

　これはこの数百年変わる事が無い。無かったと言われている。

　勿もち論ろん、陽光が強い昼間は極光の複雑で繊せん細さいな光の襞ひだは見えなくなるが、消えて無くなった訳ではない。単に人間の眼が昼間はそれを捉とらえられなくなるだけの事だ。

「…………」

　王都は――城下町は変わらぬ賑にぎわいを見せていた。

　極光祭は昨日で終わったが、元々人口が多く、ペンドルトン王国において最も経済活動が活発な場所である。常態に戻っても、人の出入りは多く、通りには活気が満ちている。

　そんな中を――アイリとスリクトは並んで歩いていた。

「……スリクト」

「大丈夫。大丈夫だよ」

　と震える声で囁ささやくアイリに、スリクトが抑おさえた声で応じる。

　だが彼の眼鏡の奥おくの瞳ひとみも、強い警けい戒かい心しんを示して何度も瞬まばたきを繰くり返かえしていた。

　今、二人はディケンズ軍学校の制服ではなく、私服に身を包んでいる。しかもアイリは髪かみ型がたを変えているし、スリクトも帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶっている。その上、二人共、やや童顔なので……一見すると十六歳には見えない。

「やっぱりか……」

　呟くスリクト。

　彼とアイリは、二人で街に斥せつ候こうに出ているのだ。

　本来、彼かれ等らの班において斥候はベアトリスの役目であり得意な技能である訳だが……今回に関しては『十六歳に見えない』事が重要だったため、アイリとスリクトが選ばれた。

　どうやらスリクトやルティエ姫の読みは当たっていた様だ。

　人々は何か人間離ばなれした感覚でスリクト達を十六歳だと察知して襲ってくる訳ではない。相手が十六歳だと何らかの理由で確信すれば、その瞬しゆん間かんに襲ってくる――という事だ。

　これが確認出来れば十分だ。後は危険を冒おかさず軍学校に戻る――その為にスリクトとアイリは運河の方へと向かった。

　曳えい舟せん道は、これもいつも通り人影が殆ど無い――が。

「……っ！」

　アイリが息を呑のむ。スリクトが何事かと問う様に彼女の方に眼を向けると――彼女は、両手は自然に垂らしたまま、指先だけである方向を示してきた。

「塵ちり扱あつかいか……」

　恐らく十六歳の少年か少女だろう。顔はよく見えない。

　死後二日か三日を経過して、どす黒く変色した死体が、運河に浮かんでいた。幾つも幾つも。運河に棄すてられた他の塵と一緒に、そこかしこに漂ただよっている。

　そして……その事実に、周囲の誰もが何の反応も示していない。運河に面した建物の窓からは、この異様な風景を見る事が出来る筈なのに。

　野の良ら猫ねこや野の良ら犬いぬの死し骸がいが路ろ肩かたに転がっていても、殆どの人間がさして注意を払わないのと同じだ。

「やっぱり……元には戻らない……か」

　極光が消えれば、あるいは、人々は元に戻るのではないか？

　そんな期待があったからこそ、スリクトとアイリがわざわざ危険を冒して街まで斥候に出てきたのである。だが街の人々の〈祝福されざる子等ら〉への態度は全く変わっていない。

　人間と認めていない。死体が塵と一緒に運河に棄てられているのも、特に冒ぼう涜とくする意図など無いのだろう。単に邪じや魔まだから片付けた――それだけだ。

「……帰ろう」

　震えるアイリの手を握にぎると、スリクトはそう囁く。

　そして周囲の人間の注意を引かないように――万が一にも顔見知りと会っても気付かれないように、二人は俯き気味になり、背中を丸めながら、足早にその場を立ち去った。
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　浮走艦〈ジェナス〉号は今でこそ退たい役えきし訓練施設として活用されているが、元々は常時数多くの兵員を乗せて国境線を守っていた高速巡防艦である。

「ええと……乾かん燥そうパン、五十袋ふくろ、三箱」

「乾かんパン、五十、三、ね。残り十日分ってところかな」

　当然ながら艦かん内ないには兵員の食事を賄まかなう為の食堂があり、その食事を作る為の食料庫や飲料水を溜ためておく為の備蓄倉庫がある。

　勿論、空間が限られる上に、総重量が艦速や限界高度にも影響する浮走艦の内部、という事で、豪ごう勢せいな食事が常に提供出来る訳ではない。まして――

「ううっ……乾パン飽あきたよ……」

「しょうがないでしょ。実際に軍に配属されても似たようなもんでしょ、多分」

「噛かむ度に口の中の水分とられて顎あごが疲つかれるんだよね……」

「水で戻しなさいよ」

「それはそれで味が薄くなってまずいんだよね……ええと、干し肉、十枚、二箱」

「干し肉、十、二、ね。こっちは節約すれば五十日は保つかな……？」

　あまりおおっぴらに火を使い調理器具を用いると、〈祝福されざる者〉が〈ジェナス〉号の中に隠れている事が露ろ見けんしてしまう可能性がある。結果として、ディケンズ軍学校第九分校の生き残り達は、乾燥食料を水で戻して食べる、という食事を続けていた。

「牛乳と卵があればなあ……」

　と天を――否いや、天てん井じようを仰あおいで嘆たん息そくする女生徒。

　彼女の名前はシビル・ページェント。

　メルダと共に当初、激げき昂こうしてスリクト達に襲い掛かかった少女達の一人である。目鼻立ちはそれなりに整っているのだが、赤毛を短めに切っている事に加え、全体的に痩やせ気ぎ味みというか……豊満とは言い難にくい体形なので、少年に見み間ま違ちがえられる事がしばしばある。

「やっぱりアイリ達についてけば良かった」

「……で、何？　偵てい察さつついでにどこかのお店で牛乳と卵をかっぱらってくるの？　やめなさいよ、無意味に危険になるだけだから」

　と顔をしかめるのは、眼鏡をかけ、長い黒くろ髪かみを三つ編みにした少女――カトリーナ・ノルデンである。名の通りノルデン班の班長役を務めており、座学の成績はスリクトと常に首位争いをしていた才さい媛えんであるのだが、やたら目立つ――よくも悪くも――メルダの陰かげに隠れてしまって印象が薄い。

「でも食料が不足気味なのはその通りだし……男子が少ないから、まあ、減りは早くないけど……やっぱりもっと沢たく山さん、運び込んでおくべきだったかな」

〈ジェナス〉号に備蓄されている食料、そして武器弾だん薬やくと生活物資は、全て第九分校の倉庫から運び込まれたものだ。多分に混乱していた上に、先行き不ふ透とう明めいだった事から、クロウ達が『身を守る為の武器』として銃じゆうや弾薬を優先して運び込んでしまい、食料と生活物資は後回しにされてしまった為……少し落ち着いた今、こうしてカトリーナとシビルが確認をしているのだ。

「……まあ、頭を悩なやませる事があるのは、良い事だよね」

「え？　なに？」

「なんでもない」

　と何処か能天気なシビルに、カトリーナは首を振ふって見せる。

　この『仕事』をカトリーナとシビルに割わり振ってきたのはクロウだ。そしてそれには、単純な必要性以外にも、理由がある――少なくともカトリーナはそう考えていた。

　誰だれもが『自分達以外は世界全体が敵』『十六歳以外のありとあらゆる世代が自分達を殺そうとする、親兄弟も例外では無い』という現状に、怯おびえ、疲れている。

　何もせずにただ待っていると、頭が勝手に最悪の事態を想定して気き鬱うつになるばかりだ。

　だからこうして、他の事で頭を悩ませているのは、むしろ楽なのである。それを分かっているから、クロウもカトリーナにこの役を頼たのんできたのだろう。

　ちなみに妙みように喧けん嘩かっ早ぱやいメルダには武器弾薬の備び蓄ちく数の確認と、整備を頼んだらしい。

　適材適所だ、とカトリーナは思う。

「……なんだかんだで、クロウって凄すごいよね」

　ぶっきらぼうで乱暴な言動が目立ち、愛あい想そは決して良く無い――のだが、クロウはよく仲間達に目配りし気配りをしている。アイリという双ふた子ごの妹をずっと守ってきた為に、そうした姿勢が自然と身についたのかもしれない。

「本当、こっちまで気に掛けて……よくやってくれてるよ」

　ぽつりと他意も無くこぼした一言だったのだが、それにシビルが食い付いてきた。

「え？　なに？　カトリーナってそうなの？」

「そうって何が？」

「クロウが好きとか？」

　にしししし、と口元を掌てのひらで隠しつつ品の無い笑い方をするシビル。

　カトリーナは溜ため息いきをついて首を振った。

「……恋れん愛あいって意味じゃなければ、肯こう定ていだけど。大体、クロウにはベアトリスがいつもくっついてるでしょ。そうでなきゃアイリ」

「アイリは妹じゃん」

「そうだけど――なに、シビルってそんなに恋噺コイバナ好きだったの？」

　飽きた飽きたといいつつ、袋から干し肉を一枚くすねようとしているシビルの手を叩きながらカトリーナは言った。食べ物関係ではとにかくこの少女は手て癖くせが悪い。元々貧民街スラムの出で、食に卑いやしい様な所がシビルにはあった。食事の時も他人の皿から何かとくすねる事が多く、ついた綽あだ名なが〈泥どろ棒ぼう猫ねこ〉である。

「いやあ、お堅かたいクラリッサとか、カトリーナでも、恋こいとかしちゃうのねって思うとこう、ね？　私ら、校則で恋愛禁止だったから余計に溜たまってるっていうか？」

　とシビルは腕を組んで何やらうんうんと頷うなずいている。

「まあ、分からないではないけど――」

「大体さ、もしこのまま、同じ世代の連中以外は皆、敵、なんてのが続いてたら、私達って仲間同士でくっつくしかない訳じゃん」

「……まあ、そうかもね」

　いつまでも此処ここで隠れている訳にはいかない。

　何らかの手段で状じよう況きようを改善するにしても、諦あきらめて何処かに逃げるにしても、もう他の世代の人間とは――カイルの様な例外を見つけ出す以外には、交流は出来ないだろう。〈祝福されざる子等〉は男も女も他の世代と結けつ婚こん出来ないのでは、とは以前から言われて来た事だ。軍事の様な実利一点張りの領域はともかく、慶けい事じ祭事では何よりも優先して縁えん起ぎを担かつぎたがる者が意外に多い。

　何にしても……自分達が何年も生き残る事が出来たなら、当然、仲間内で恋愛し、結ばれ、そして子供を産む、なんて事も有り得る訳で。しかもこの状況が――男女比が続けば一夫多妻などという事も有り得る。

（……ひょっとして、シビルも気を遣ってる？）

　この状況下で能天気な話が出来るシビルには驚きだが、あるいはシビルはシビルで気鬱にならないように、極力、軽くて俗っぽい話をしたいのかもしれない。

　少しは乗ってやるのも悪くはない。そう考えるカトリーナ。

「クロウねえ……まあ悪くはない……」

「――頑がん張ばってるか」

「うひぇ!?」

　脳裏に思い描えがいていた少年の声がいきなりしたものだから、カトリーナは思わず変な声が出た。慌てて振り返ると、食料庫の入り口にクロウが立っている。そのすぐ後ろにはベアトリスの姿も在った。

「なんだ？　どうした？」

「あ、クロウ、聞いて聞いて、カトリーナってばクロウが――」

「何言ってんのこの〈泥棒猫〉!?」

　慌ててシビルの口を押さえて愛あい想そ笑わらいを浮かべるカトリーナ。

「何やってんだよ」

「何でもないよ――っていうか、そっちこそ何の用？　未だ備蓄の計算終わってないよ」

「ああ、街に偵察に出たアイリとスリクトが戻ってきたんだが」

　言ってクロウは布ぬの袋ぶくろを差し出してきた。

「出来れば何か備蓄にない食材を買ってきてくれと頼んでおいた。さすがに牛乳の類たぐいは重くて無理だったらしいけど、卵と果物は少しだけど手に入ったんでな。これも計算に入れて――」

「――!?　やっほう！　クロウ！　愛してる！」

　両手を掲かかげて叫さけぶシビル。

「……は？」

「餌え付づけされてんじゃないわよ」

　間の抜けた声を漏もらすクロウと、半眼でシビルを見ながらそう呟くカトリーナ。

「…………」

　ベアトリスが無言、無表情で前に出ながら、しかし『これは私の』と言わんばかりにクロウとシビルの間に割って入った。

「ベアテ？　どうした？」

「……別に」

「よく分からないが、とりあえず一段落ついたら、ノルデンとページェントも艦かん橋きように来てくれるか。ちょっと皆と話したい事がある」

　ベアトリスの後ろから、戸と惑まどい気味に、しかしクロウがそう言ってきた。

「なに？　今後の行動指針について、話はまとまったの？」

「……大体は」

　ベアトリスの肩かた越ごしに、クロウが頷くのが見えた。
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「――シド・クレイク？」

「そう。ペンドルトン王国七大賢者の一人で、王宮附ふ属ぞく図書館の館長」

　十三人の第九分校生徒の生き残りと、カイルを加えた十四人。

　全員が〈ジェナス〉号の艦橋に揃そろったのを確認すると――ルティエ姫が唐とう突とつにある人名を告げてきた。

「七大賢者ってのはよく聞くけど……そんな人居たっけ？」

　と首を傾かしげるのはメルダである。

　彼女はクロウや、アイリ、その他生徒達に順に問う様な視線を投げていくが、皆が首を横に振った。頷いたのは――スリクトと、そしてクラリッサのみである。

「偏へん屈くつというか、奇き人じん変人として有名な人だよ」

　とスリクトが言った。

「いつも王宮附属図書館に引ひき籠こもってて、式典とかにも滅めつ多たに出てこないから、印象が薄いんだとは思う」

「へぇ……でも姫様はよくそんな奴やつの事御ご存ぞん知じでしたね？」

　とメルダが問うと、ルティエはのんびりとした笑顔で言った。

「割と仲が良いの、私。図書館にはよく入いり浸びたってたし」

「姫様が……？　図書館に？」

　メルダが意外そうに言う。

　ルティエ姫といえば、ちょくちょく城を抜け出して王都のあちこちをうろつきまわる問題行動が有名で、あまり図書館に入り浸るという印象はないからだろう。

「前にも言ったけれど、私は王宮内でも、浮いていたというか――妙に居い心ごこ地ちが悪かったの。でもシド・クレイクはむしろ〈祝福されざる者〉それ自体に興味を持っていて、遠えん慮りよ無く私に色々聞いてくるから……それに答えたりしている内に」

　変わり者の姫と変わり者の大賢者。

　同じはみ出し者同士という事で、気が合ったのかもしれない、とルティエ姫は言った。

　シド・クレイクが引き籠もっている王立図書館は、別べつ棟むねではあるものの、基本構造として王宮に附属していて、城から出なくても渡わたり廊ろう下かを伝って行ける。

　未だ城外を出歩ける様な年ねん齢れいではなかった十歳の頃ころのルティエ姫は、シドの部屋が一番寛くつろげたという事で、しばしば遊びに出かけていたという。

「シド・クレイクは、そもそも『極光』について調べていたみたい。随ずい分ぶんと昔から。だから彼かれなら何か分かるかも」

　そう言ってルティエ姫は自分の襟えり元もとに光る不思議な――薄うす紫むらさきの眼球にも見える宝玉に触ふれて見せた。

「彼は前に私に言ったの。私が、同じ『祝福されざる者』達と一緒に、いつか世界の在り方を変えるかもしれない、世界を救うかもしれないって。そんな『予言』をしてくれた」

「世界を救う？」

　とクラリッサが怪け訝げんそうな表情を示す。

「何からです？　世界を変える事が、世界を救う事と同義なのですか？」

「その辺りは何も。気むずかしい人だし、抽ちゆう象しよう的てきな物言いも多い人だから」

　とルティエ姫ひめは首を振った。

「『予言』はさておき……姫様は極光について色々と研究していたシド・クレイクならば、事態の原因を究明したり、解決策を考えつくかもしれないと？」

　とスリクトが眼鏡を下げて眉み間けんを指先で揉もみながら言った。

「シド・クレイク以上に極光について知っている人は多分、我わが国くにはおろか大陸全土を探してもいないと思う。だから尋ねるなら彼が良いと思うの」

「いや、ちょっと、ちょっと待って？」

　と片手を挙げて言うのはメルダである。

「そのおっさん――じゃなくて爺じいさん、大賢者様って、十六歳じゃない訳でしょ？　出かけていって会ったら、その場で襲ってくるんじゃ？」

「……それは、そうね。恐おそらく」

　とルティエ姫はわずかに表情を曇くもらせながら肯定した。

「じゃあ、どうするんだ？　まさか」

「拉ら致ちする」

　と――話を引き継ついだのはクロウである。

「その後は、拘こう束そくしたまま話を聞く。たとえ俺おれ達たちの――『祝福されざる者』の問とい掛けにそのシド・クレイクが応じなくても、カイルさんが聞けば応じる可能性はあるし、それでも駄だ目めなら、拷ごう問もんする」

「拷問って。お姫様のお気に入りの大賢者を？」

「そうだ。生き残る為ためなら手段は選んでられない」

　とメルダの問いにクロウは真顔でそう答えた。

　ちらりとルティエ姫の方を見るが――彼かの女じよはいつもの柔やわらかな笑え顔がおのまま、特に頷きもしなければ首を横に振る様子も無い。それは仕方がないと考えているのだろう。

「でもそもそも爺さん一人といったって、拉致するならそれなりに人手が要いるだろうし、馬車か機車が無いと……」

「その為の手段は考こう慮りよ済みだ。俺達は竜機士候補生だろ？　機竜を使う」

「ちょっ……ちょっと待って!?」

　それまで黙だまってクロウ達のやりとりを聞いていた女生徒達から声が上がった。

「私達、実戦経験ないんだよ？　なのに王城を襲うの？　近衛隊は？　衛えい士し隊は？　警けい邏ら隊たいだって――百人やそこらじゃきかないし、向こうは私達が十六歳だって知ったら、問答無用で殺しに来るんだよね？」

「……そうだな」

　クロウは顔をしかめて頷く。

「大体、なんでそんな事、クロウ・シェイクス、あんたが決めてるの？　クラリッサ、シェイクスの勝手を許しておいていいの!?」

「そ――それは」

　急に話を振られて、クラリッサが戸惑い気味に眼めを伏ふせる。

　普ふ段だんはむしろ凜りん然ぜんとした口調で同級生達に命令を出して仕切っていた彼女だが、この数日、ふさぎ込んでいる時間が長い。勿論、気鬱になるのは当然の状況だが――

「ほら、クラリッサも承服した訳じゃないでしょ？」

「あ、いえ、あの、私は――」

「そんな危ない事しないで、何処どこかに逃にげた方がいいよ！　大体そのシド・クレイクって大賢者が本当に解決策とか名案を持ってるのかも分からないでしょ？」

　わめき立てる女生徒に同調し、他の数名もそうだそうだと同意の声を上げる。

　元々学長の娘むすめであり、素行も品行方正だったクラリッサは、教官達の覚えも良く、第九分校の一期生が軍に配属される際には、竜機士隊の総指揮官として抜ばつ擢てきされるだろうと言われていた。各種実技の成績そのものは良いが、しばしば教官に口答えをしては罰ばつを喰らって総合成績を大きく減点されていたクロウを――いわば落らく伍ご者しやを指揮官にしたのでは、他の者への示しがつかない、という事もあったのだろう。

　だが……そうした大人達の考えを何となく察していた生徒達の何割かは、男女を問わずクラリッサの取り巻きの様になってしまい、それ以外の指揮官役の生徒に反感を覚える様になってしまった。

　今、文句を付けている者達がその典型だ。

　作戦の中身がどうというより、仕切るのがクラリッサではなく、クロウらしい、というのが彼かの女じよ等らには我が慢まんならないのだ。

「逃げるって何処どこに？」

　と……それまで黙っていたスリクトが言った。

「何処にって山に――」

「どういう基準で〈祝福されざる者〉を他の人達が殺しているのか分からないけど、ディケンズ軍学校第九分校の生徒が未だ生き残っていると知ったら、山やま狩がり位はされるかもしれない。それこそ軍を何百名、何千名と動員してでも」

「だ、だから知られないように――」

「まあ確かに、全員で逃げる、という手があるのは認めるけど」

　とスリクトは続けて眉間を指先で揉みながら言った。

「それからどうするの？　持ち出せる物資には限りがあるし、人間の脚あしじゃそう遠くまで逃げるのは難しいよ。機竜を使うにしても、燃料には限りがあるし、整備も必要になってくる。それこそ、この〈ジェナス〉号ごと逃げる位でないと」

「じゃあそうすればいいでしょ！」

「だから何処に逃げるの？」

　とスリクトはわざとらしく――これ見よがしに溜息をついて言った。

「多分、極光の影えい響きようは大陸全土に及およんでるよ。僕ぼく等らは何処にどう逃げたって、逃げた先で〈祝福されざる者〉だと知られれば殺される。誰も居ない無人島でも探してそこに王国でも築くかい？　見つからないように息を潜ひそめながら？　それとも燃料の続く限りに、世界をさまようの？」

「…………」

　女生徒達が言葉に詰つまったところを見ると……それがどれだけ不可能に近い難事かは彼女達も理解している様だった。

「もういい！」

　叩たたき付つける様にそう言うと、女生徒達数名は艦橋から憤ふん然ぜんと出て行った。出て行く際に様子を窺うかがう様にクラリッサの方に視線を向けるものの、彼女は俯うつむいたまま何ら動きを示さなかった。

「……スリクト。追おい詰めすぎ」

　と言うのはベアトリスである。

「うん。そうだね。僕ぼくの悪い癖くせだ」

　と苦く笑しようして頷くスリクト。

　理り詰づめで全すべての逃げ道みちを塞ふさぐようにして追い詰めると、相手の逆上を招く――これは当然の事である。スリクトは頭が良いが、こういう会話の進め方をして相手を怒おこらせてしまう事が昔からちょくちょくあった。

「ごめん、クロウ」

「いや。どっちかっていうと俺のせいだろ。元からあるとは思ってなかったけど、人望皆かい無むだな、俺」

「そんな事はないとは思うけどな」

「――メルダの意見に同意」

　とメルダとベアトリスが言ってくる。

「そうだよ、クロウは頑張ってるよ！」

「アイリ、頑張ってるとか頑張ってないとかそういう話じゃないんだ、これ」

　とスリクトが苦笑してアイリに言った。

「まあ、この際、クロウの人望はおいといて」

　とメルダが肩こりを解ほぐす様に首を回しながら言った。

「聞いてる限りじゃ、人手は多けりゃ多い程ほどにいいんだよな？」

「そうなるね」

　とスリクトが頷く。

「人間一人を拉致するとなると、最低でもその為に三人は必要になるし、理想的なのは大賢者を拘束して運ぶ二人、補助一人、周辺監かん視し一人、機竜を待機させておく役に一人、で五人だ。これに陽動も必要だって考えれば――十四人でも正直、足りない」

「……どうせ、お前等、この〈ジェナス〉号も使う積もりなんだろう？」

　とカイルが頭を掻かきながら、面めん倒どう臭くさげに言ってくる。

「だがただ浮うかべて走らせるだけでも、最低、俺以外に四人は要いるぞ」

「やはり全員の協力は必ひつ須す――か」

　とクロウは眉まゆをひそめて呟つぶやく。彼は――傍かたわらのクラリッサの方を一いち瞥べつするものの、彼女はやはり俯いたままで殆ほとんど動こうともしなかった。
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　一夜にして全てが変わった。

　変わったまま――元に戻もどらない。

「…………」

　クラリッサは〈ジェナス〉号の片かた隅すみ、機関室に据すえ付けられた蒸気機関の陰に座すわり込んで溜息をついた。この数日ろくに寝ねていない。眠ねむ気けは感じるが、眼を閉じればあの時の事を思い出してしまうからだ。

「お父様……」

　親には愛されていると思っていた。愛されようと努力もしてきた。〈祝福されざる者〉という烙らく印いんなどはね除のけられると思っていた。実績を出す事で自分は極光の祝福など関係無く優ゆう秀しゆうな人間で――自分は軍人たる父の自じ慢まんの子なのだと。

　新設の竜機士養成科に入ったのも、父が分校の責任者であるという事以上に、早く昇しよう進しん出来ると思ったからだ。伝統も先任者も居ないが故ゆえに実力最優先、結果さえ出せば確実に認めて貰もらえる。

「なんで……」

　だが……あの日。あの時。

　父の、まるで虫を見るかの様な――いや石を見るかの様な眼。

　怒いかりとか。悲しみとか。憎にくしみとか。そんな感情は一いつ切さい無くて、ただ、息をするかの様に当たり前に、父はクラリッサの学友を殺し、クラリッサも殺そうとした。クロウ・シェイクスとベアトリス・レイヴァンが乱入してこなければ、間ま違ちがいなくそのまま殺されていただろう。

　何故なぜなのか。今までは本当に――

「――よう。嬢じようちゃん」

　聞き覚えのある声が投げかけられる。

　顔を上げると、そこにはカイルが立っていた。

「すまねえが、そこどいて貰えるか？　点検孔こうの蓋ふたがお前さんのおっきなお尻ケツの下した敷じきになってる」

「なっ……!?」

　カイルの軽けい薄はくで下品な物言いに、思わず言葉に詰まるクラリッサ。彼女は逃げる様に立ち上がって横に退き――結果としてはカイルの要よう請せいに従う事になった。

「悪いね」

　カイルは長身を折り曲げる様にしてその場に膝ひざをつくと、言葉通りクラリッサが尻の下に敷しいていた点検孔の蓋を開いて作業を始める。クラリッサは他に何が出来るでもなく、何がしたいと思う訳でもなく、ただ、その様子を見つめていた――が。

「……そういや、学長の娘なんだって？」

　ふと眼は点検孔に向けたまま、カイルが思い出したかの様に言った。

「え？　あ、は、はい」

「俺は整備兵だが、書類の上じゃ学校の職員でもあるからな。親父おやじさんの事は――ベルク准じゆん将しようの事は知ってる。生徒達たちよりもな。さすがに実の娘以上とは言わんが」

「…………」

　カイルが何を言いたいのか分からず、眼を瞬かせるクラリッサ。

「学長は、あんな見た目の癖に、割と子こ煩ぼん悩のうっつーか、よく嬢ちゃんの事を自慢してたさ。〈祝福されざる者〉なんて言い方をされちゃいるが、俺の娘は祝福なんざいらない位に優秀だ、とかなんとか。なんだこの親おや馬ば鹿かと正直思ったね」

　カイルは手を止めてクラリッサを見上げる。

「そんな学長が、嬢ちゃんを殺そうとしたって？　俺はその現場に居合わせてないから詳しい事は知らないが、正直、信じられなかったよ、最初は」

「私も……信じられませんでした……」

　実際に殺されかけてすら。

「だが俺の同どう僚りようも――グレッグ達だって、別に嬢ちゃん達を憎んでたり嫌きらったりはしてなかった訳だしな。あいつらがそんな風になっちまった以上、学長がそうならない、なんて保証は無いし、クロウ達が嘘うそをついているとも思えない。クロウ達が嘘をついて何か得るものがあるとも思えないしな」

「シェイクスやレイヴァンは……嘘をついて……いません」

　クラリッサは喉のどの奥から絞しぼり出だす様にそう答える。

「私の学友は……父に短たん剣けんで顔を刺さされて……死にました……」

　何の言葉も無く。ただ唐突に。当然の様に。

　クラリッサが敬愛してやまなかった父――メルヴィン・ベルクは自分が本来育てるべき生徒を殺し、実の娘にも短剣の切っ先を向けてきたのだ。

「実の娘がそう言うなら、益ます々ます本当だろうさ」

　再びカイルが点検孔に眼を向けながらそう言った。彼がクラリッサから視線を外したのは、ひょっとして、クラリッサが眼を潤うるませていたからか。

「だからこそ、気にならないか？」

「……え？」

「道理に合わねえんだよなぁ」

　ちょっとした手て違ちがいを説明するかの様な軽い口調でカイルは言った。

「人の心は変わるもの、なんて言うけどな。何の理由も無しに、人間がそんな風にいきなり変わっちまうとか、ありえねえだろ。なんか理由があるんだよ。それも、多分――」

　そこでカイルは一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよするかの様に言葉を切って――しかし小さな溜息をひとつ挟はさんでから、こう続けた。

「多分、何者かの、陰いん謀ぼうみたいなのが、絡からんでる」

「陰謀、ですか？」

　唐突な言葉にクラリッサは眼を瞬かせる。

「ああ。陰謀。謀ぼう略りやく。なんでもいいがね。ある日、人間が揃いも揃っておかしくなる、なんてのはまずあり得ないが、それでも『ただそれだけ』ってんならまだ分かる。月の満ち欠けだの、気圧の変化だの、有毒ガスだの――そういう自然現象が原因で、正気を失う、なんて話は昔からあるしな」

　カイルは世間話の様な口調で更さらにこう続けてきた。

「だがなんで『十六歳さい限定で殺そうとする』なんて細かい、しかも揃いも揃った変わり方をする？　本能？　病気？　そんな訳あるかよ。誰かがそう設定したんだろ――『殺すべきは十六歳』ってな」

「…………それは」

「気にならねえか？」

　カイルは立ち上がると、開いていた点検孔の蓋を靴くつ先で蹴けって閉じ、クラリッサの方に一歩歩み寄ってきた。そのまま彼女の横顔に口を寄せて――囁ささやく様に言う。

「何処の誰が、嬢ちゃんの親父さんを変えてしまったのか？」

「…………！」

　びくりと身を震ふるわせるクラリッサ。

「何の為に変えたのか？　どうやって変えたのか？　そして元に戻す方法は無いのか？」

「…………それは……！」

　今の今まで考えてもみなかった。

　これが、この理り不ふ尽じんな状況の全てが、何者かの謀はかりごとなのだなどとは。元に戻す方法があるなどとは。そして自分にその原因や方法を探さぐる事が出来るかもしれない、などとは。

　眼の前の悲劇で頭が一いつ杯ぱいで、自分が、父に棄すてられたとばかり――

「私……」

　それは結局、自分を愛してくれていたかつての父を、信じていなかったという事にならないか。父の愛はさしたる理由も無く簡単に失われてしまうものなのだと――思い込んでいた事にならないか。

　奇き妙みように腑ふに落ちる何かがあった。

　悲しむな。怒れ。後ろを向くな。前を見ろ。

　つまるところカイルはそう言っているのだ。

「……カイルさん？」

　ふとクラリッサは自分の頬ほおに、ぎこちないながらも笑えみが浮かぶのを感じていた。

「ひょっとして、クロウ・シェイクスに私を説得してくれと頼まれましたか？」

「……嬢ちゃん。女はあんまり察しが良いと可愛かわいげねえぞ」

　とカイルは前まえ掛かけから取り出した煙草たばこをくわえながら言った。

「女を馬ば鹿かにしてます？」

「いや、その辺は野や郎ろうも同じだがな」

　燐寸まつちを探して前掛けの各所を叩きながら、彼はぞんざいな口調でこう続ける。

「まあクロウの奴に頼まれたのは確かにその通りだよ。自分じゃ出来ないからってな。なら俺おれにも出来るかどうかなんてのも、分からねえだろに」

「自分じゃ出来ないって――」

「親父さん、刺したんだろ、クロウが。そんな自分の言葉を、嬢ちゃんが聞いてくれるかどうか分からないから、だそうだ」

「…………」

　クラリッサはしばらく黙ってその言葉の意味をゆっくりと胸の内で噛み締しめる。

　クロウ・シェイクスは無愛想で乱暴な言動が目立つが――決してそれは冷れい酷こくだからでも残ざん忍にんだからでもない。彼はそれなりにクラリッサの事を気き遣づかってくれているのだ。同じ第九分校の仲間、同じ〈祝福されざる者〉として。

「……分かりました」

　クラリッサはそう言って短く溜息をついた。

「皆みなの説得は任せてください。それこそ、私も上手うまくいくと保証は出来ないですけど」

「そうか。頼んだ」

「それと、カイルさん」

　クラリッサは小さく――しかしはっきりと笑って言った。

「ありがとう。貴男あなたがいてくださって、良かったです」

「そういう言葉と顔は、ここぞ、って時の、惚ほれた男の為にとっときな」

　クラリッサから離はなれて機関室の方に歩き出しつつ、カイルは手をひらひらと無責任な感じに振ってみせた。
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「――改めて計画の詳しよう細さいの打ち合わせと、指揮系統の確かく認にんをさせてください」

〈ジェナス〉号の艦橋で、大だい賢けん者じやシド・クレイク誘ゆう拐かい計画を練り直していたクロウ達の前にクラリッサが現れたのは……翌日の事だった。

　彼女は毅き然ぜんとした表情と態度でクロウの前にやってきた。

　背後に、彼女が自ら説得したであろう少女達を従えて。

「クラリッサ……？」

　驚おどろいた様にアイリが声を上げると、『仕切り屋』とあだ名されていた少女は、以前の様な――クロウ達がよく見慣れた凜とした表情で言った。

「貴男あなたの計画に私達も参加します。私も、彼女等も」

　と言って後ろの女生徒達を示す。

　少女達は先にクロウ達の計画への不参加を叫んでいた為か、若じやつ干かん、気まずそうな表情を浮かべているが、それでもクラリッサの言葉に異を唱える様な事は無かった。

「…………」

　クロウ達は驚きの表情で顔を見合わせる。

「それはいいけどよ」

　と言ってきたのは、壁かべ際ぎわで腕うでを組んでクロウ達の計画立案を眺ながめていたメルダである。

「どういう風の吹ふき回まわしだよ、クラリッサ？」

「別に。よく考えた末に、クロウの計画に乗った方が皆の為だと思ったから、皆を説得しただけ」

「私達は……クラリッサの指揮下なら、その、大だい丈じよう夫ぶかなって」

　と言い訳する様に言う少女達。

　その様子を見て、メルダは呆あきれた様に溜息をついたが――

「――助かる」

　と場の微び妙みような空気を拭ぬぐい去さる様に、はっきりとクロウは言った。

　クロウの性格をよく知っているアイリとスリクトは苦笑して顔を見合わせ、ベアトリスはやはりいつもの様に無表情、メルダは――肩かたを竦すくめて、しかしそれ以上何か口を挟んでくる事は無かった。

「で、指揮系統の話だが、シド・クレイクを拉致する本隊の指揮は、クラリッサ・ベルク、お前がとってくれないか。この〈ジェナス〉号で王城に接近して、機竜で降下、衛士隊の防衛線を突とつ破ぱして王宮附ふ属ぞく図書館に突とつ入にゆうするんだ。メルダもそっちに同行してくれ」

「――え？」

　と眼を丸くしたのは後ろの少女達だけで、むしろクラリッサ本人は予想していた、とでも言うかの様に頷いただけだった。

「じゃあさ、クロウ、あんたはどうすんの？」

　と尋たずねるメルダ。

「俺達は俺達で、機竜を使って先行し、城下町で騒さわぎを起こす。陽動だな。普ふ通つうにやったらそもそも城に近づけないから、出来るだけ近衛騎き士しや衛士隊を引きつける役が必要だ。城を守る浮走戦せん艦かんも三隻せきばかりいるしな」

「それって……すごく危ない役回りなんじゃねえのか？」

　と眼を瞬まばたかせてメルダは更に尋ねてくる。

　竜機士隊は新設の――新設予定の部隊だ。

　軍関係者ならば、その象しよう徴ちようとも言うべき機竜を使っているというだけで、第九分校の生徒の生き残りだと――つまりは〈祝福されざる子等ら〉なのだと分かってしまうだろう。当然ながら、近衛騎士も衛士隊も、警邏隊もクロウ達を殺しに来る。彼かれ等らが動けば当然に一いつ般ぱん人じん達たちもそれに倣ならうだろう。

「だが誰だれかがやらないとそもそも城に近づけないだろ？」

　とクロウは言った。

「細かい作戦進行と部隊運用は――微妙な指示は『仕切り屋』の方が得意だろうしな」

「…………」

　クロウの言い方にしかし、クラリッサはわずかに眉を動かしただけだった。

　完全にいつもの『仕切り屋』クラリッサである。先日までの気落ちしていた彼女はもう何処にも居ない様だ。

「俺は大おお雑ざつ把ぱで乱暴な役割の方が性に合ってる。精々、暴れるさ。出来れば商工組合の大型浮走船でも奪うばって王城にぶつけたいところだが……これは出たとこ勝負だな」

「……あんた滅め茶ちや苦く茶ちやだよ」

　滅茶苦茶といいつつ、メルダは笑っていて、楽しそうだった。

「陽動は、俺とスリクト、アイリ、ベアトリス、でこなす。残りはカイルさんの指示で〈ジェナス〉号に乗って、出来るだけ死角を使って城に接近。最後は機竜に乗って移動――さすがに主棟とうではなく別棟になっている王宮附属図書館なら、騒ぎが起きれば多少なりとも手て薄うすになる筈はずだ」

　近衛騎き士し団だんも、衛士隊も、まず守るべきは王国の王族と重臣達である。

　何か騒ぎが起これば彼等のいる本棟を守る為に動く。当然、変わり者の大賢者を除けば、本と、他には居ても司書や掃そう除じ係が数人、という程度の王宮附属図書館の防備をわざわざ優先して固める様な事はすまい。

「それでいいか？」

「異論は在りません」

　とクラリッサが言い、後ろの少女達も一いつ瞬しゆん遅おくれて頷うなずいた。

「では全員で手分けして機竜と、そして〈ジェナス〉号の整備を。作業の指揮はカイルさん――お任せして良いですよね？」

「他にいねえだろ。任せろよ」

　苦笑してカイルはそう言い――

「ああそれからな。俺の事はカイル、でいい。ため口でな。名前にさんづけだの丁てい寧ねいなおしゃべりだの、慣れてねえんでな、どうにも背中が痒かゆい。大体、指揮官が他の者に敬語で喋しやべってちゃ格好つかねえ」

「……了りよう解かい、カイル。ありがとう」

　クロウはカイルと、そしてクラリッサを一瞥してからそう応じた。
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　轟ごう々ごうと窯かまの中で火が躍おどる。

　螺ら旋せん状じようの導管の中で加熱され加圧された水蒸気が、中央の気密室へと導かれていく。機関室の温度は瞬またたく間まに上じよう昇しようし、殺人的な暑さに達しつつあった。

「蒸気弁バルブ開け！　一番と四番！」

「は、はいっ！」

　少女達がカイルの言葉に従って蒸気弁の操作輪にしがみつく様にしてこれを回す。

　全員が軍学校の制服ではなく、身体にぴったりと沿う様な革かわ製せいの一枚服ツナギを着ているのもカイルの指示だ。高速回転する機関に衣服の端はしが巻き込まれないようにとの用心である。だが機関室の暑さに耐たえがたいのか、一枚服の前を臍へその辺りまで大きく開いている少女が大半で、それでも全員が汗あせだくになっていた。

　年とし頃ごろの少女達が身体の線がもろに出る様な衣装を着て、かつ前を大きく開けている……実に扇せん情じよう的てきな姿だ。カイルの性格からすれば、下品な冗じよう談だんの一つも飛んで来そうなものだが――

「基本は機竜と同じだ！　びびるな！　圧力計から眼を離すなっ！」

　いざ蒸気式斥せき力りよく場機関を操作する段になると、カイルは別人の様に精せい悍かんな面おも持もちと鋭するどい声になっていた。

「はいっ……！」

「二番三番、五番六番、開け！」

「はいっ……！」

　炎ほのおと共に猛もう烈れつに高まっていく圧力。

　高温の水蒸気は石室内の竜りゆう晶しよう石を加熱、加圧し、その内側に秘ひめられている力を解放する。予あらかじめ〈ジェナス〉号の船体構造に合わせて削けずられ整形されている竜晶石は、こうする事で、船体を均等に支える見えない『脚』を――斥力場を形成するのだ。

　基本は小型の空くう挺てい用浮走艇――通つう称しよう・機竜でも同じである。

　というより、こうした浮走艦かんの機関を、蒸気機関ごと小型化する事で、一人乗り、ないし二人乗りの浮走艇の開発に成功し、新たに竜機兵という兵種が誕生したのだ。

「おお……」

　クロウ達が見守る中、地鳴りの様な音を立てながら〈ジェナス〉号が震える。

　艦体中央部の斜ななめに傾いだ煙えん突とつからは煙けむりを吐はき出し……人間の身からすれば巨きよ大だいな鋼鉄の塊かたまりが、係留されていた貯水池からわずかに空中へと浮き上あがった。

　艦体の下半分を無数の水すい滴てきが流れ落ち、それらは雨の様に池の水面に降り注ぐ。

　艦底と水面の間は、辛かろうじて人間が身を屈かがめて通とおり抜ぬけられる程度しかない。『飛んでいる』とは言い難にくい高度だが、それでも地面との摩ま擦さつで車輪を回して移動する馬車や汽車の類たぐいよりも、遙はるかに素す早ばやく、地形にもあまり影響されずに浮走艦は移動できる。

「係留索さく、外せ！　いっせーの、で同時だぞ、号令用意！」

「秒読み開始――十二、十一、十、九、八、七、六、五、四、三、二、一、切きり離し！」

　船体と貯水池周辺の係留杭くいを繋つないでいた十数本の縄なわが、うねりながら地面に落ちる。

　次の瞬しゆん間かん、〈ジェナス〉号は、水面から人間の頭を越こえる高さにまで一いつ旦たん浮うかび上がってから、ゆっくりとその半分程度の高さにまで降下して――安定する。

「基本は機竜や斥力場装そう甲こうと同じなんだろうけど、これだけ大きいとやっぱり凄すごいね」

　とスリクトが――その機竜に跨またがり、斥力場装甲の筐きよう体たいを背負いながらそう言った。

「補ほ助じよ翼よくとか使わずに、斥力場機関の出力だけで浮いてる訳だしな。前進にはさすがに回転推進翼プロペラ使うみたいだけど」

　とクロウも感かん嘆たんの表情で〈ジェナス〉号を見ながら言う。

「――クロウ」

　と傍らのベアトリスが拳けん銃じゆうを点検して腰こし帯おびの左右に着けた銃鞘ホルスターに突っ込んだ。大たい抵ていの者は主武器として騎き兵へい銃じゆうを使うが、身軽に動く事を何より優先しているベアトリスは、騎兵銃ではなく大型の回転弾だん倉そう式拳銃を二挺ちよう携けい帯たいするのが好みだ。

「私達も出発」

「――ああ」

　クロウも自分の武器を点検する。

　短剣を取り付けた銃じゆう――というより、見た目としてはその逆、大型の剣けんに大口径の回転弾倉式拳銃を取り付けた様な得物である。近接戦せん闘とうに特化した突とつ撃げき兵の武器――剣撃銃ガンブレードと呼ばれる試作武器だ。

　元々射しや撃げきよりは格かく闘とうの方が得意なクロウは、前に訓練で一度使って以来、相あい性しようが良いと感じていたが――試作型という事で数が揃そろわず、いつもの訓練では通常の騎兵銃を使う事が多かった。久しぶりに握にぎってみたが、やはりこの剣撃銃、重量配分だの何だのが自分に合うというか、よく手に馴な染じむ感じがした。

「クロウ――」

　とベアトリスが投げてくる予備弾だんの入った腰袋ポーチを受け止める。

　弾だん薬やくは彼女の銃と共用だ。どちらかが弾たま切ぎれを起こしても融ゆう通ずうし合えるのもこの剣撃銃をクロウが気に入っている理由の一つだった。

　回転弾倉に弾が込められている事を確認すると、剣撃銃を機竜の機体に設けられた銃架に填はめて固定。既すでにクロウ達の機竜も小型蒸気機関の暖気を終え、いつでも浮走出来る状態になっている。

　ちなみに――クロウ達もまた、仕立ては違ちがうが機関室の少女達と同じく革製の一枚服姿だった。狭せまい街中や森の中を高速で飛び回る事も想定される機竜の乗り手は、服が標識や樹きの枝に引っかかると極きわめて危険だからである。

「――クロウ」

　ふわりと身軽な仕草で甲かん板ぱん上にルティエ姫が姿を現す。

　今の彼女は第九分校の制服を着ているが、その典てん雅がな美び貌ぼうはまさしく姫ひめ君ぎみそのものだ。長い金きん髪ぱつが風に吹かれてゆるゆると舞まい上がる様は、クロウ達とは違う時間の中に棲すんでいるかの様に――何処か幻げん想そう世界の住人の様にも見えた。

「どうか気をつけて」

「はい。姫ひめ様さまも」

　ルティエの蒼あおい眼を見つめてそう返すクロウ。

　そして――

「では――クラリッサ・ベルク、俺達は先行する！」

　甲板上で少女達の指揮を執とっているクラリッサに眼を向けてそう告げる。

　クラリッサは略式ながら敬礼を返してきた。

「了解、クロウ・シェイクス、武運を祈いのります！」

「感謝だ、じゃあ後でな！」

　クロウは軽く手を振ふると、機竜の、左右に伸のびる操そう縦じゆう桿かんを両手で掴つかむ。着陸脚を蹴って跳はね上げると同時に、操縦桿を捻ひねると、蒸気機関が唸うなり声ごえを高める。機竜は短い安定翼を――翼というより魚の鰭ひれに近い――展開しつつ、空中に浮かび上がった。

　これもまた、ほんのわずか、地面との間にはわずかな距きよ離りしかないが、機竜は地を蹴る事に依い存そんする馬よりも汽車よりも、速く地を駆かける事が出来る。

「行くぞ、スリクト、アイリ、遅おくれるな」

「了解」

「クロウ？」

　私には何かないの？　とばかりに首を傾かしげるベアトリス。

「ベアテ。お前は俺を追い越すな」

「……難しい注文」

「先走るなつってんだよ！」

　とクロウは怒ど鳴なってから、機竜の操縦桿を押おし込む。

　笛の如き甲かん高だかい独特の排はい気き音おんと、小型蒸気機関の燃ねん焼しよう音おんが混ざり合い、独特の『咆ほう吼こう』を発する四台の機竜。クロウ達はそのまま鋼鉄の小さな竜に乗り、煙の尾おを引いてディケンズ軍学校第九分校の敷しき地ちから飛び出した。







第四章　大賢者拉致作戦







　ペンドルトン王国は、大陸の北東部に位置する王制国家である。

　およそ建国二百年余りの歴史を持つが、長い歴史を持つ国の多い大陸の中では、比ひ較かく的てき新興国に位置づけられ、領土もそう広いものではない。

　だがそれ故に古来の因習や伝統に囚とらわれがちで、動きの鈍にぶい他の国家に比べると、新しいものを認め取り入れる事には貪どん欲よくで、文化的にも技術的にも周辺諸国よりも十年は進んでいると言われる。

　その国力は、王国領土内数カ所に点在する各種資源の鉱脈――特に〈竜晶石〉と呼ばれる、ある種の鉱物の採さい掘くつに依存する所が大きい。実に大陸全土の産出量の内、その六割をペンドルトン王国が占しめており、その質も他の〈竜晶石〉に比べて高いとされる。

〈竜晶石〉。

　それは要するに竜の――そう呼ばれる滅めつ亡ぼうした生物の化石だ。

　だが神話の時代、神とも戦ったとされる魔ま獣じゆうの化石は、死しても尚なお、その内に力を秘めている。一定の熱と圧力を加えてやると、ある種の透とう明めいな――時に薄うすく色づき発光する事もあるが――『力』を放出する。多くの場合その『力』は物体を押し退のける力として、つまりは斥力場として働く。しかも〈竜晶石〉それ自体の形を整えてやれば、その発する力の『形』をも、ある程度は整形、つまり制せい御ぎよできる。

　この性質は昔から知られてはいたが、熱と圧力を安定的かつ継けい続ぞく的てきに加える事が難しかったので、〈竜晶石〉の大規模な利用は近代に入ってからである。

　具体的にはこの二十年余りで、発達がめまぐるしい蒸気機関技術と組み合わさり、斥力場機関が開発された。そして〈竜晶石〉の産出量が多いペンドルトン王国やその友ゆう邦ほうでは、斥力場機関の利用が盛んだ。

　軍事は勿もち論ろんだが、既に周辺技術は民間にまで降りてきており、商工組合や大手の商会では斥力場機関を用いた浮走貨物船を何なん隻せきか運用している。ペンドルトン王都郊こう外がいには、そうした浮走貨物船専用の『陸港』も存在していた。

「……ベアテ」

　物もの陰かげに身を潜めながらクロウは短く相棒の名を呼んだ。

「…………」

　隣となりのベアトリスが小さく頷いてくる。

　今、クロウ達は運河脇わきの停留池に居た。

　池といっても運河を行き来する大小様々な船を一時的に繋いでおく為ための施し設せつで、相当な広さがある。いわば運河に併へい設せつされた『港』だ。

　通常の船せん舶ぱくは勿論、ここには何隻かの浮走船も浮かべられていた。浮走船は非常用の着陸機構も備えているが、その巨きよ体たい故ゆえに、水に浮かべておく方が船体への負担が少ないからである。

　浮走貨物船が三隻ばかり停てい泊はくしている――停留池の端。

　商工組合に雇やとわれた警備の傭よう兵へい達たちが、のんびりと巡じゆん回かい警備を行っていた。

　王城などに比べると警備は手薄だが、これは停留池が見晴らしが良い平野部にあるという事に加えて、荷物を積んだ浮走貨物船には、停留池の警備とは別に、それぞれ警備の傭よう兵へいがつくからである。

　現在、三隻の浮走貨物船は船倉が空の状態で……各船の警備はおらず、停留池の警備体制も緩ゆるんでいる。空っぽの浮走船にわざわざ盗ぬすみに入る泥どろ棒ぼうなど、まず居ないからだ。

「――行くぞ」

「了解」

　警備の傭兵二人組が通り過ぎて見えなくなるのを待って、二人は駆け出した。

　共に身を低くして、足音を殺して走って行く。

　目指すは、三隻の内、最も大きな浮走貨物船だ。スリクトの見立てによれば、長ちよう距きよ離り輸送を前提とした船体になっている為、積せき載さい量りようにも機関出力にも余よ裕ゆうがある。クロウ達の作戦に使うのはもってこいだった。

「……よし」

　特に誰かに見み咎とがめられる様な事も無く、クロウとベアトリスはその浮走船に辿たどり着ついた。

　よく見ると――他の二隻は既に斥力場機関を停止させて着水しているのだが、この一隻は未いまだ機関が冷め切っていないのか、僅わずかに浮いている。

　斥力場機関は竜晶石への加熱と加圧で運用される訳だが、大型船になればなるだけ、一旦、完全に缶かまを――船内の水を冷やしてしまうと、再加熱に恐おそろしく時間と手間を喰くう事になる。この為、一日か二日程度の停泊ならば、缶を焚たいたままにする船も多い。

　それはつまり、最低限、機関の面めん倒どうを見る者が乗船したままだ、という事を意味する。

「…………」

　船体から地面に下ろされている金属梯子はしごに飛びつくと、クロウとベアトリスは素早くこれを登りきって――

「――おい、なんだお前等!?」

　甲板に脚あしをつけたところで、いきなり声を掛かけられた。

　振り向むくと、船内から中年の大おお柄がらな船員が一人、歩いてくるのが見えた。

「クロウ――」

「未まだだ。発はつ砲ぽうするな」

　ベアトリスにそう告げてクロウは、敢あえて前に出る。

　ちなみに今のクロウ達は革製の一枚服の上から、膝のあたりまである防水外套ポンチヨを羽織っているので、他からは一枚服は勿論、武装している事も一見しただけでは分からない――筈だ。クロウの剣撃銃も外套の下で背中に背負っているので正面からは見えない筈である。

「商工組合からの使いだよ。今日、城の方から抜き打うちで斥力場機関の臨時検査の係官が派は遣けんされてくるとさ。大丈夫か？」

　斥力場機関――というより竜晶石は、重要な戦略物資でもあるので、民間での竜晶石の裏取引は処しよ罰ばつの対象となる。特に大型の浮走船では、機関で使う竜晶石を少しずつ削って横流しし、小こ銭ぜにを稼かせぐ不心得者も出る為……抜き打ちでこうした検査がされる事は珍めずらしくないのだが。

「ああ？　昨日きのう抜き打ちしたばっかりでか？」

「――!?」

　はっとして息を呑のむクロウ。

「…………ッ」

　ベアトリスが飛び出す。

　外套を一瞬で脱ぬぎ捨すて――強行偵てい察さつ技術を叩たたき込まれた少女は両手の拳銃を素早く銃莢ホルスターから抜き放っていた。

「てめえら!?」

　未だ相手が〈祝福されざる者〉だとは気付いていない様だが、船員はベアトリスが銃を手にしているのを見て身を翻ひるがえすと船内に駆け込もうとする。ベアトリスの動きは素早いが、いかんせん、彼ひ我がの距離がありすぎた。

「くそっ――」

　船内に逃にげ込まれて扉とびらを施せ錠じようされてはお終しまいだ。

　仕方なくクロウも剣撃銃を抜いて牽けん制せいしようと――

「うげえっ!?」

　次の瞬間、船員がもんどりうって倒たおれるのが見えた。

「……！」

　反射的にクロウは斜め左ひだり後方を振り返かえる。

　肉眼で見るだけでは勿論、確認する事は出来ないが――その方角に、狙そ撃げき班としてスリクトとアイリが陣じん取どっている筈だ。クロウ達の機竜も二人がまとめて管理している。

　今のはアイリが撃うったのだろう。

　クロウの双ふた子ごの妹は、昔から細かい作業が得意だったが――ディケンズ軍学校に入ってからは狙そ撃げき手しゆとしての才能を開花させていた。光学照準器を使う様な長ちよう距きよ離り射しや撃げきでは、教官も驚く程ほどの命中率を叩き出すのだ。

　銃じゆう声せいは聞こえなかったが――銃声抑制器サプレツサーを使ったのだろう。完全無音には出来ないが、街の雑音に紛まぎれる程度にまでは銃声を抑おさえ込む事が出来る代しろ物ものである。

「や、やめっ……く、来るなっ……」

　撃たれた船員は、脇わき腹ばらを押さえながら言った。

「貫かん通つう銃じゆう創そう。その様子だと内臓も傷つけてない。すぐには死なない。大人しくこちらに協力すれば殺さない。手当てもする」

　船員に歩み寄ったベアトリスは、がち、と音を立てて拳銃の撃鉄を起こしてみせた。

「勿論、拒きよ否ひして今すぐ死ぬのも、そちらの自由」

「わ、分かった、分かった、分かったから、て、手当てを」

「まずは立って。立てる筈。船内に入って」

　とベアトリスに促うながされ、渋しぶ々しぶと言った様子で立ち上がる船員。

「船内には何人居る？」

「ご……五人、いや、俺を含ふくめて六人……」

　とクロウの問いに船員は青ざめながらも答えてきた。

「その六人で船は動かせるな？」

「そりゃ……動かせるが……本当に動かすだけで」

「結構、じゃあその六人は生かしておく。中に入れ」

　そう促しながら――クロウは振り返って、大きく右手を振って見せた。

　右手を振れば、作戦第一段階が成功した合図。左手だったならば失敗の合図。そう決めてあった。これを見たスリクトとアイリは、クロウ達たちの分の機竜も牽けん引いんしてすぐに合流してくる筈だ。

「クロウ。あの船員、私達に気付いてない」

　船員を先行させながら、ベアトリスが囁くように声を掛けてくる。

「……アイリ達の報告通りか」

　クロウ達の事を〈祝福されざる者〉だと認にん識しきすれば、船員の態度はもっと別のものになっていただろう。これはつまり、〈祝福されざる者〉である素す性じようを偽いつわる事が出来れば――つまりは誰も自分達の事を知らない他の国や土地に逃げ延のびて、年ねん齢れいを偽る事が出来れば、とりあえずは生きていけるかもしれないという事だ。

「とりあえずは希望が出てきたか」

　だがあくまでそれは仮説の段階に過ぎない。

　そもそも人々が『祝福されざる者』を問答無用で殺しに掛かる様になった理由も原因も分からなければ、これらの仮説も簡単にひっくり返ってしまう可能性があるのだ。

「何にしても問題はこれから……だ」

　クロウは船員とベアトリスの後について船内に足を踏ふみ入いれながら、そう呟つぶやいた。




●




　元々の〈ジェナス〉号は高速巡防艦だ。

　だが竜機士達の訓練用に改修された際、強きよう襲しゆう艦かんとしての機能を付ふ与よされている。

　具体的には、『敵てき陣じんに可能な限り察知されずに近づいた上で、上昇し、敵陣の上方から主戦力である竜機士達を空挺降下させて強襲する』という機能だ。

　この為、斥力場機関を発動させる為の蒸気機関は、機関室を二重の防ぼう音おん壁へきで覆おおって消音化に務めると共に、煤ばい煙えんも濾過器フイルターを通して排はい出しゆつする事で、極力目立たない様になっている。

　完全に無音、という訳にはいかないが、一定以下の速度で巡じゆん航こうする限りでは、〈ジェナス〉号は発見されにくい。山林に紛れて移動すれば尚なお更さらの事である。

「くっ……重っ……」

　と呻うめきつつも――艦かん橋きよう内ではクラリッサの指揮下、ノルデン班の少女達が艦を運航していた。操そう舵だ輪や各種操そう作さ卓たくには、カイルから習った操作法を記した紙し片へんが貼はり付つけられ、それを見ながら、おっかなびっくりといった様子での操艦である。

『カトリーナ、もうちょい右、右！　安定翼が引っかかる！』

「気楽にっ……言ってくれてるけどっ……！」

『カトリーナ、高度もうちょい下げて！　あと一メルトル！』

　操舵輪を握っているのはカトリーナである。

　甲板にも三名の少女達が出ていて、船体が木々に引っかからないようにと伝声管を通じて艦橋に連れん絡らく、誘ゆう導どうをしていた。機関室にも二名ばかりカイルの補ほ佐さについている。

　ちなみに、街中に入ればそこからはルティエ姫ひめが――王都の構造を知ち悉しつしている『脱だつ走そう』の常習犯たる『放ほう蕩とう姫ひめ』が王城まで〈ジェナス〉号を導く手て筈はずになっている。抜け道は勿論だが、警けい邏ら隊たいや近衛騎士団の配置も彼かの女じよはよく知っているからだ。

「――クロウ達は上手くやってるかな」

　と――艦橋の艦かん長ちよう席に座すわって呟くのは、そのルティエ姫である。

　柄がらではないとルティエ姫は言ったものの、『その艦で一番偉えらい者が座る』場所に、姫君である彼女を差し置いて座れる者が居なかったので、こうなっているのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだと思います。姫様は御ご存ぞん知じないでしょうが――」

　と艦長席の脇に立ちながら言うのはクラリッサだ。

　彼女はルティエと共に艦橋に設けられている硝子ガラス窓の向こう――周囲の風景に視線を注いでいる。未だ街の風景は見えず、ゆっくりと後方に流れていく山林が見えるだけだ。

「クロウ・シェイクスは成績こそ良くなかったですが、私達の中でも指折りの優ゆう秀しゆうな竜機士訓練生です。成績も実技はかなり優秀で、勘かんも良く……教官に反はん抗こう的てきだったせいで落らく伍ご者しや扱あつかいされていましたが」

「そうなの？　反抗的？」

「目上の者に対して、不ふ遜そんな態度を示す事が多く……反骨精神とでも言うのか……」

　少し首を傾げて言葉を選びながらクラリッサは言った。

「我々は〈祝福されざる者〉ですから……世間からの決めつけには誰もが大なり小なりうんざりしていました」

「それは分かる。私も同じだから」

「はい。大抵の者はそうした差別に対しても、それなりに器用に立ち回る術を覚えるものですが、クロウ・シェイクスに限ってはとにかく頑がん固こというか……一部の男子生徒との折り合いも悪く、衝しよう突とつも多かったと聞いています。男子生徒達の中には教官に色々と――その、媚こびを売る事で、待たい遇ぐうを改善して貰もらっていた者も居るのですが、そういう者をクロウ・シェイクスは毛け嫌ぎらいしていた様で」

　さすがに一部の男子生徒が特定の教官の寝しん室しつに出向いていた事まで口にするのは憚はばかられるのか、クラリッサはその辺りの事については言葉を濁にごした。

「シェイクスの班が彼かれの妹や同郷の者で固められているのは、結局クロウ・シェイクスと問題無く組めるのが、そうした者達ばかりだったからです。彼等もまたそれぞれにクロウ・シェイクスとは別の問題を抱かかえている生徒です。ただそれでも彼や彼の班の者がまとめて退学にならなかったのは、それぞれ、一芸に秀ひいでていたからで」

　女ながら体術に優すぐれ、近接戦闘では一、二を争ったベアトリス・レイヴァン。

　視力を含め肉体的に幾いくつか問題を抱えながらも、頭の回転が速く判断力に優れるスリクト・ハーヴェイ。

　精神面、体力面で他の生徒達よりも劣おとるが、狙撃を得意とするアイリ・シェイクス。

「……なるほど」

　とルティエ姫は頷いた。

「ところで姫様。私から一つお願いがあります。お聞きいただけるでしょうか？」

　改めて姿勢を正してクラリッサは言った。

「お願い？」

「是ぜ非ひ、私達の姫様――いえ、女王になっていただけないかと」

「女王？」

　さすがにルティエ姫もこの要望には驚いたのか――その円つぶらな碧あおい眼を丸くする。

「どうしてそんな事――」

「スリクト、アイリの偵察で、私達が十六歳さいであると知られなければ、他の人々は襲おそってこないという事が分かりました。今回の作戦が成功した後で、私達がどうするのかを考えると――状じよう況きようを『元に戻もどす』事が出来れば良いですが、出来なかった場合、他国や辺境区など、私達の事を誰も知らない土地に行って住む、という選せん択たく肢しが考えられます」

「それは、そう……ね」

「ですが、何の後うしろ盾だても無い私達が、何処どこかの街や国に行って定住するのは相当に難しいでしょう」

　ペンドルトン王国は比較的、国民の管理が厳重な国であるが――他国でも、税収や治安維い持じの面から、余所よそ者ものの流入には神経を遣つかっており、そう簡単に『別の土地に行って別人になる』訳にはいかない。

　一方で住人の管理がずさんな辺境区では、今度は、街や村に余所者を十人も二十人も受け入れる余裕が無い事も多い。むしろ廃はい村そんや未み開かい拓たくの土地を見つけて、そこに住む方が安全かもしれないが――それはそれで、土地開かい拓たくその他の技術を持っていない少年少女達では、ひどく困難である事は容易に想像出来る。

「下手をすると終わりの無い流る浪ろうの旅に出る事になる可能性も。いずれにせよ、その困難を思えば、私達の間で結束力を高める為にも、求心力を持った誰かが必要になります」

「それは、クロウでも、貴女あなたでもなく？」

「私達は所しよ詮せん、兵士ですから」

　とクラリッサは首を振って言った。

「『王』にはなれません。ましてや『国』にはなれません。兵士達が縋すがり付く先、戦う為の理由、そういうものには」

　寄る辺べなき〈祝福されざる者〉達。今改めて世界そのものから拒きよ絶ぜつされた少年少女達が生き残る為に戦うには、本能的な恐きよう怖ふを抑おさえ込んで行動する為の、理由が必要だ。さもなくば場当たり的に逃げ回まわるだけで――目指すべき『何処か』に向かう事すら出来ない。

「……求心力」

　ルティエ姫は何かを思い返す様に――しばらくその一言を呟いて考え込んでいたが。

「重いね。すごく」

「ええ。ですからお願いです」

　とクラリッサは言った。

「私達の心の拠より所どころ、私達の居場所、それは此処ここなのだと示す為の存在は必要です。生まれついての王族である貴女あなた様さまこそ適任であり、王族であるからこそ、それは姫様の責任でもある――といえば生意気に過ぎるかもしれませんが」

「いえ。正しいと思う」

　とルティエ姫はクラリッサに頷いて見せた。

「だけど、気楽に引き受けられる事でもないよね。少し考えさせて」

「はい。それは勿論」

　そんな二人のやりとりを――

「…………」

　カトリーナを含め、操艦中の少女達は、黙だまって背中で聞いていた。
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　轟ごう々ごうと音を立てながら炎が街を走る。

　火の粉が通りに降り注ぎ、時に塵ちりや建物の端が燃え上がる。これに気付いた人々が慌あわてて消しに掛かるが――彼等が改めてその原因を見み遣やっても、それは既に遠く離はなれていた。

　炎えん上じようし、暴走する、大型貨物浮走船。

　甲板の上に燃料用の石炭を積み上げてこれを燃やしているのだ。

　王城を囲む城下町を、縦じゆう横おう無む尽じんに走り回り、時に建物に接せつ触しよくして壊こわし……あちらこちらに文字通りの火種を撒まき散ちらしながら、それは次し第だいに中心部へと近づきつつあった。

　即すなわち、王城に――だ。

「……さあ。出てこい」

　貨物浮走船の船橋で前方を……街の中心にそびえ立つ王城を睨にらみ据すえながら、クロウは呟いた。彼の隣にはベアトリスの姿もある。合流したアイリとスリクトは、機関室で機関士達の監かん視しをしている。

「おい、もう勘かん弁べんしてくれ――」

　そう船員達は訴うつたえてくるが、クロウ達は答える代わりに銃じゆう口こうを彼かれ等らに向ける。船員達は舌打ちするなり、溜ため息いきをつくなりしながら、操船に戻る――その繰くり返しだったのだが。

「――クロウ」

　ベアトリスが注意を促してくる。

　彼女が視線で示す方向――つまり左さ舷げんに眼を向けると、建物の並びの向こう側に、クロウ達の船が吐くのと同じ方向に、たなびく煙が見えた。注視すると建物と建物の隙すき間まから、移動する何かも見える。

　浮走船、いや浮走艦だ。それも恐らくは近衛騎き士し団だんの。

　王都内の運河を遡さかのぼって暴走する浮走船に追いつけるのは、近衛騎士団の浮走艦だけだ。王都を防衛する部隊は騎士団以外にも幾つかあるが、近衛騎士団以外は浮走艦を持っていない。本来、街中で運用出来る様な大きさではないからだ。近衛騎士団は対外的な威い圧あつ効果も含め、常に最強の練度と装備を求められる為、例外的に二隻せきの浮走艦を王都内で所有している。

「スリクト！　近衛騎士団が食い付いてきた！　今左を併へい走そうしてる！　やるぞ！」

『分かった！』

　伝声管ごしにやりとりをするクロウとスリクト。船員達に聞かれてはまずいので、『何をする』のかについては言わない。予あらかじめ打ち合わせしておいた通りという事だ。

「――！」

　運河と――地上の道が、交こう叉さする。

　小型で、故ゆえに速度も機動性もクロウ達の乗る貨物浮走船よりも上の、騎士団の浮走艦が接近――横付けを開始。鋼鉄の船体と船体が火花を散らして悲鳴を上げ、横から突つき飛とばされたかの様な貨物浮走艦は、大きく進路をずらして、運河の右側に建ち並ぶ建物を次々と削り、壊していった。

　このままでは暴走浮走船は、王城の正面門に、そして城そのものへと突っ込む――そう判断して、騎士団の浮走艦は体当たりしてこの貨物浮走船を止める積もりなのだ。

「クロウ！　右からも！」

　とベアトリスが叫さけぶ。

　見れば更さらに右からも、民家の並びを突き崩くずす様にして別の浮走艦が姿を現していた。

　クロウ達の浮走船は、左右を近衛騎士団の浮走艦に挟はさまれ、蛇だ行こうを始める。近衛騎士団の艦は貨物船よりも二回り小さいものの、斥せき力りよく場機関の出力は同じかそれ以上の筈はずだ。その二隻に挟まれれば、もうこちらで操船は事実上、出来ない。

「ベアテ、いくぞ」

「了りよう解かい」

　頷うなずき合って船橋を飛び出すクロウとベアトリス。

「おい!?　おい、なんなんだお前等ら!?」

　船員達の怒ど声せいとも悲鳴ともつかない声が追いすがってくるが、構わずクロウとベアトリスは船内通路を駆けて、甲板へと走り出ていた。

「さて――」

　走りながらクロウは背中に手を回して、小型の斥力場発生装置に、薬やつ莢きようが装そう填てんされているのを確かく認にん。

　紐ひもを引いて薬莢を薬室に装填、撃発。薬莢が割れて、中の水と石せつ灰かいが混ざり合い、発熱を開始――竜晶石への加圧と加熱を開始する。

　如何いかに小型化が進んだとはいえ、さすがに歩兵が背負える程に蒸気機関を小さくする事は出来ていない。

　なので、こうした簡易式の加熱・加圧機構が歩兵用の小型斥力場発生装置には組み込まれているのだ。勿論、簡単とはいえ機械式の圧力調整弁が備わっているが、それでもこうした薬品式は斥力場が安定しにくい上に、一本の薬莢で数分しか保もたない。

　勿論、飛んでくる銃じゆう弾だんの弾だん道どうをねじ曲げる程度の力は在るので、この種の小型斥力場発生装置――通つう称しよう『斥せき力りよく甲かつ冑ちゆう』は、ペンドルトン王国においては兵士の基本装備の一つとして広まっている。
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「――来た」

　囁ささやく様なベアトリスの声。

　言われるまでもなく、クロウもまた、甲板上で燃え続ける石炭と、その煤煙の向こう、接触した浮走艦から飛び移ってくる幾つもの人ひと影かげを確認していた。

「打ち合わせ通りに」

「承知」

　クロウの言葉に頷くベアトリス。

　二人は揃って再び外套を身に纏まとい、武器を隠かくした。

　これで、素性を誤ご魔ま化かし、『たまたま暴走する船に乗り合わせただけの少年少女』を演じる積もりだった。勿論、それでいつまでも誤魔化しきれるとはクロウも思っていないが、元々陽動であるクロウ達からすれば、近衛騎士団を引きつける時間は、稼げるだけ稼いでおいた方がいい。騎士団員全すべては無理であるとしても、出来るだけ多くの『敵』の眼を自分達に釘くぎ付づけにしておくべきなのだ。

「たっ……助けてください！」

　クロウは敢えて悲鳴じみた声を上げながら、近づいてくる人影に向けてそう言った。

「いきなりこの船、動き出して――」

「…………」

　煙けむり越ごしに騎士団員達が近づいてくる。その数、右から二十。左からも二十。

　勿論――いざ銃じゆう撃げき戦せん、格かく闘とう戦せんとなれば、クロウとベアトリスの二人でどうこうできる人数ではない。あくまで口先で素性を誤魔化し続けねばならない訳だが……

「商工組合から言われて、連絡の書類を持ってきたら、突とつ然ぜん――」

「…………」

　騎士団員達からの反応は無い。彼等は黙もく々もくとこちらに近づいてくる。

　やがて煙けむりを押しのける様にしてその一人がクロウの前に姿を現した。

「――!?」

　騎き兵へい銃じゆうを構え、引き金に指を掛けた状態で。

　悪お寒かんを覚えて身を沈しずめるクロウ。銃弾が――轟ごう音おんと共にクロウの頭上を通り過ぎていったのは次の瞬しゆん間かんだった。

「何故なぜ!?」

　叫び、同じく身を沈めつつも、拳けん銃じゆうを撃つベアトリス。

　だが先頭の騎き士しは素す早ばやく身を翻ひるがえし、煙の中に消えた。勿論ベアトリスも威い嚇かくと牽制以上の効果を期待して撃った訳でもなかろうが――

「クロウ、どうして――」

　そう。何故だ。

　あの騎士は先の警邏隊の兵士達と同じ眼をしていた。

　人間に向けるのとは明らかに違う――敵に向けるのとも異なる、まるでモノか、虫を見るかの様な、感情のこもらぬ眼。クロウ達の姿を確認する前から、銃じゆうを構えていた事といい、あれは――最初からクロウ達を殺す積もりで乗り込んできたのだ。

　だが、どうして？

「今それを考えている余裕は無い。ベアテ、使え！」

「……了解！」

　クロウの指示に――ベアトリスは混乱や動どう揺ようを脇に置いて素す直なおに従ってくれた。

　即ち予あらかじめ用意し、甲かん板ぱん上の数カ所に設置しておいた、索さく射しや銃――その引き金に引っかけておいた細い鋼の糸を、引っ張ったのだ。

　基本は簡単な『間抜け罠ブービートラツプ』だ。

　単身、もしくは少数で敵陣深くに侵しん入にゆうする事も多い斥せつ候こう兵は、この種の技術を用いて数に優まさる敵兵を攪こう乱らんしたり追つい撃げきを防ぐ方法を教え込まれる。

　轟音と共に数すう挺ちようの索射銃が発砲。

　元々、索射銃は竜機士達に与あたえられる装備の一つだ。拳銃の程度の大きさで、大口径の単発式、銃じゆう身しんの下に鋼糸の糸車が取り付けられており……突とつ起きを幾つも備えた弾だん頭とうは、対象に命中して食い込む事で、糸を張る。機竜不調の際に墜つい落らくを防いだり、あるいは急な方向転てん換かんや、制動を掛ける際に、周辺の地面や建物の壁かべ等に撃ち込むのだ。

　だが今は――

「――っ!?」

　あちこちで騎き士し達たちの驚おどろきの声、怒いかりの声が上がる。

　一いつ瞬しゆんにして甲板上に張はり巡めぐらされた鋼の糸数本は、変わらず閃ひらめく炎ほのおと膨ふくれあがる煙のせいでひどく視し認にんがしにくい。しかも頑がん強きような鋼の糸は、銃じゆう剣けんで斬きり付けた程度では簡単に切れたりもしない。

　成人男性の胸の辺りに糸が張り巡らされる様に予め設置しておいた為、騎士達は迂う闊かつにこの甲板上を動き回れない。強ごう引いんに走れば転てん倒とうする可能性も高かった。

　そんな中を、クロウとベアトリスは、身を屈かがめて走る。

「――ッ！」

「くおっ!?」

　近くの人影には剣撃銃や拳銃に取り付けた銃剣で斬り付けていく。

　銃で撃たないのは、単に騎士達が皆みな、斥力甲冑を装備しているからである。まともに狙ねらっても弾道が曲げられてしまって当たらない。斥力場の内側に刃はを押し込む方が、確実なのである。

　勿論、正確に目視しての攻こう撃げきではないので、銃剣の攻撃も空から振ぶりが殆ほとんど、当たっても重傷にはほど遠いが――それで充じゆう分ぶんだ。

　騎士達はこの炎と煙に満ちた甲板上には、鋼糸の罠と、そして危険な敵兵が潜ひそんでいるのだという事を理解する。理解して警けい戒かいして、動きが鈍る。

　勿論――鋼糸の罠は、上手うまく効果を発揮してくれている様だが、そう長くは保たないだろう。根元の索射銃を用いた仕し掛かけを発見されてたたき壊されれば、それでおしまいだ。

　だが……

「――？」

　ふと視界の端はしを奇き妙みようなものが過よぎった様な気がして、クロウは走るのを中断し、近くの物陰に滑すべり込む。改めてその『奇妙なもの』の方に眼を向ける――が。

「なんだ？」

　それは騎士団の浮走艦かんの上にいた。

　騎士、なのだろう。浮走艦に乗っているし、騎士の格好をしている。それはいい。

　ただ――あの額に半ば埋うまる様にしてついている球体は何なのか。

　まるで眼球の様にも見えるが、そんな所に眼なんぞある人間が居る筈が無い。しかしそれは、まるで生きているかの様に、ぎょろりと動いてクロウの方を見――

（姫ひめ様さまの……？）

　一瞬、クロウの脳のう裏りをルティエ姫の姿が過ぎる。

　騎士の額に埋まっている『眼』の色が何処かルティエの首くび飾かざりの球体に似ている様な気がしたからだ。勿論、元々彼女のあの宝石は眼球に似ている以上、騎士の額の『眼』も似て見えるのは当然だが、あの薄うす紫むらさきの――

「クロウっ！」

　ベアトリスの声に我に返ったクロウは、いつの間にか乗船してきた騎士達の混乱が収束しているのに気がついた。彼等は慌てず騒さわがず、勿論右往左往もせず、むしろ非常に統制だった動きで鋼の糸をかいくぐり、炎と煙の中をクロウ達に近づいてきていた。

　クロウの予想より立ち直りが早い。

「まずい。少し早いが第二段階に移る」

「了解」

　クロウとベアトリスは船内に飛び込んだ。

　二人が多数の騎士団員を迎げい撃げき出来たのは、炎と煙と、そして索射銃の罠があったればこそである。その惑わく乱らん効果が失われているというのなら、単純に側面を突つかれる恐れの無い狭せまい通路で一人ずつ敵兵を迎撃する方が良い。

「ベアテ、右側の艦の上に居た奴やつ――見たか？」

「何の事？」

「額に、眼みたいなのがついてる、変な騎士が」

「……額に、眼？　鉢はち巻まき金の飾かざりか何か？」

「違ちがう。動いてた。本物の眼みたいに」

「見てない。それ本当？」

「嘘うそ言ってどうするよ、この状況で。あの変な騎士が出てきてから、乗り込んできた騎士連中の動きが変わった気がする」

「……ひょっとして」

　ベアトリスは何かに気付いたかの様に眼を細める。

「騎士達が、私達の事を〈祝福されざる者〉と認識していた事とも、関係がある？」

「……分からない」

　関係があるのか無いのか。

「考察は後回しだな」

　船内の通路を進みながらクロウはそう言った。
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〈ジェナス〉号は順調に王都へと侵入を果たしていた。

　先にクロウ達の大型貨物浮走船が、王都内を暴走――いや迷めい走そうしている事から、近衛騎士団所属の浮走艦や、王都防衛師団関係の人員は大半がそちらに向かうか、さもなくば王城の防備を固めている。

　勿もち論ろん……市民の暴動や火事場泥どろ棒ぼうの類たぐいを警戒し、警邏隊は都内の各所に展開しているが、彼等は王国軍の紋もん章しようを着けた〈ジェナス〉号の侵入に対して、殊こと更さらに反応はしなかった。

　元々対外的な軍事行動を主な任務とする軍と、王都の治安維持を主な任務とする警邏隊では命令系統が異なる。警邏隊にしてみれば、暴走貨物浮走船を止めるため、近衛騎士団の要よう請せいで予よ備び役えきの浮走艦が出てきた、位の認識しか無いのだろう。

「機竜の準備は？」

「問題無し」

〈ジェナス〉号の船せん尾び格納庫でそんな言葉を交かわすのはクラリッサと、メルダである。

　彼かの女じよ等らの眼の前には既すでに暖気を終えた単座型と復座型の機竜がそれぞれ二台ずつ、軌条レールに据え付けられた状態で待機している。移動中の〈ジェナス〉号から出しゆつ撃げきする場合、機竜は斥力場を展開した状態で軌条に沿って投下されるのだ。

「では私達も行きましょう」

　とクラリッサは仲間達と、そしてルティエ姫を一いち瞥べつしてそう宣言した。
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　船内の通路を少し進むと下へと降りる階段に行き当たった。

　下層の機関室や貨物室に繋つながる階段である。階段の先には斥力場を展開した状態の機竜に跨またがったアイリの姿が見えた。

「先に行け、ベアテ。女性優先レデイ・フアーストだ」

「…………」

　一瞬、驚いた様にベアトリスが眼を瞬まばたかせる。

「なんだよ？」

「初体験。女性扱あつかいされた。クロウに」

「こんな時に何言ってんだお前は!?」

　確かに幼い頃ころからアイリ、ベアトリスと三人で兄弟姉妹の様に育ってきたから、クロウがベアトリスについて『異性』として意識する事は少ない。恋れん愛あい禁止が校則の第九分校に入ってからは尚更、その手の考えを抑おさえ込む様にしてきたのだが――

「ああクソ、その手の話は後だ、行け！」

「――了解」

　そんないつもの一言をその場に残して、ひらりとベアトリスは飛び降りていた。階段をいちいち踏む事も無く、アイリの機竜の上に飛び降りて――その斥力場を、衝しよう撃げき吸収の緩かん衝しようとして使った様だ。驚いたアイリが『ひゃあ!?』と声を上げるのが聞こえてきた。

「クロウ！　早く！」

　階段の下でベアトリスとアイリがこちらを見上げて叫んでいる。

　丁度、通路横の窓を銃じゆう床しようでたたき割って近衛騎士達が入り込んでくる所だった。

　クロウは騎兵銃を立て続けに撃ちまくり、相手の動きが一いつ瞬しゆん止やんだのを見計らって――ベアトリス同様に身を躍おどらせる。

「うおっ!?」

　だが目測を誤ったか、無様な格好で床ゆかに叩きつけられそうになるのを――手を伸のばしてこちらを掴つかんできたベアトリスのお陰かげで、回かい避ひする事が出来た。

「助かった――って何を不満顔してんだお前は」

「クロウをお姫ひめ様さま抱だっこする好機だったのに」

「逆だろお前は!?」

　そんなやりとりをしつつ、やはりアイリが牽引してきていた稼か働どう状態の機竜に、クロウとベアトリスはそれぞれ跨がった。ちなみにクロウとベアトリスのものは単座、アイリのものは復座だ。

「クロウ！」

　前席に乗るべきスリクトも、騎兵銃を抱えて機関室の方から駆かけ寄よってくる。

「機関士達を全員追い出してから、蒸気弁を閉めたよ。計算通りならもうすぐ爆ばく発はつする」

「よし！」

　クロウは皆を見回して頷き、スリクトがアイリの機竜の前席に座ったのを確認すると、船倉側面に設けられた搬はん入にゆう口ぐちの一つに向かって機竜を浮走させた。

「アイリ！」

「はいっ！」

　普ふ段だんとは打って変わって小気味良い返事と共に、機竜の操縦をスリクトに任せたアイリが、両手で構えた狙撃用の長銃を――撃つ。

　本来ならば恐おそろしく難易度の高い筈の、移動しながらの狙撃を、しかしクロウの双子の妹は、難なくこなしていた。銃声と共に搬入口の蓋がい扉ひを固定していた閂かんぬきが吹ふっ飛ばされる。がぁん、と音を発しながら、自重で外に向けて鋼鉄製の蓋扉は外に向けて開き――そこからクロウ達は機竜で飛び出した。

　直後に――轟音。

「うおっ……！」

　後頭部を叩たたいてくるかの様な衝しよう撃げき波はにさすがのクロウも短く呻き声ごえを漏もらす。

　肩かた越ごしに一いつ瞬しゆん振ふり返かえると、貨物浮走船の後部が、大きく裂さけて、船体が斜ななめに傾かしいでいるのが見えた。

　蒸気機関が破は裂れつしたのと同時に、船体中央部の斥力場機関にも――つまりは竜りゆう晶しよう石にも損傷が及およんだのだろう。浮走船は姿勢を維持できず、左右の騎士団の浮走艦を巻き込んで、まるで沈ちん没ぼつしていく海の船の様に、舳へ先さきを斜め上うえに向けていた。

　既に三隻は運河から外れて路上を走っていた為ため、艫ともが――船尾が地面を擦すり、舗ほ装そう煉れん瓦がとその下の土ど砂しやを舞まい挙げるのが見えた。

「――よし」

　してやったり。クロウは口くちの端はしに笑えみを浮うかべる。

　騎士団は恐らく大混乱だろう。

　機竜は、未いまだ第九分校に試験的に配備されているだけの小型浮走艇だ。兵器としての評価が定まっていないので、騎士団や衛えい士し隊には未だ配備されていない。つまりこの現場で騎士団側が、クロウ達を追いかけ回す手段は無い筈だった。

　出来る事といえば、精々が銃で狙い撃うつ程度であろう。

「狙そ撃げきに注意しろ！」

「分かってる！」

　とスリクトが叫び返し、クロウ達たちは『沈没』中の三隻に巻き込まれない様、機竜の高度を上げる。そして――

「クロウ、あれ!?　なにあれ!?」

　アイリに言われずとも分かった。

　それは――斜めに傾いだ浮走艦の上に、四本の脚あしを踏ん張ばって悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。

　人間に数倍する巨きよ体たい。その周囲を右往左往する騎士達が、まるで子供の玩具おもちやの様だ。牛よりも馬よりも更に二回り以上大きく、しかも全身に甲こう殻かく類るいの様な『装そう甲こう』をまとっているそれを、しかし騎士達は眼めにしているであろうに、まるで気にしていない。

「スリクト、あれは――」

「分からない！」

　スリクトが叫ぶが――無理も無い。それはクロウ達の知識、常識の中ではまるで該がい当とうするものの無い生き物だった。強しいて近いものを挙げるなら、御お伽とぎ噺ばなしの中に出てくる『人蜘蛛アラクネ』だろうか。四本の脚に、巨きよ大だいな胴どう体たい、そしてその上に直立する人の上半身に酷こく似じした部分――そこには腕うでも頭部もあって、しかも……

「――あれは」

　人間に基本の造りが似ているものの、単純に倍以上の大きさを誇ほこるその頭部、切れ込みの様な甲こう殻かくの仮面の額部分に、それは埋まっていた。

　クロウが先に騎士団の浮走艦かん上じように見た、あの、薄紫の『眼』――

「クロウ!?」

　どうする？　と言わんばかりにベアトリスが声を掛かけてくる。

「何だかよく分からないが、今はあのバケモノに関かかわってる場合じゃない！　全力で逃にげるぞ、一定距きよ離りを空あけて安全を確保したら降下、塵じん煙えんに紛まぎれ込め！」

「了解」

「――了解！」

　ベアトリスとスリクトの返事を確認すると、クロウは機竜の操そう縦じゆう桿かんを握にぎり込んで、浮走速度をあげる。

「…………」

　肩越しに振ふり返ると、その怪かい物ぶつは――頭部を巡らせて、こちらを眼で追っているのが分かった。見られている。注目されている。あれは……

（近衛騎士団の連中は、貨物浮走船の連中と違って、最初から俺おれ達たちが〈祝福されざる者〉だって知ってるみたいだった……ひょっとして、アレが『見破った』のか？）

　特に根こん拠きよも無いが、そんな考えがクロウの脳裏をかすめた。
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〈ジェナス〉号の船腹格納庫から飛び出したクラリッサ達は、小回りの利きく機竜三台で王宮附ふ属ぞく図書館に向かっていた。

　面めん子つはクラリッサ、ルティエ姫、メルダ、そしてシビルである。

　四名なのに復座型の機竜を二台使っているのは、ルティエ姫には機竜の操作ができないという事と――大だい賢けん者じやシド・クレイクを連れ帰る為である。

　予想通り、図書館の周囲の監視は手て薄うすになっていた。

　警邏隊は王城の敷しき地ち内ないという事で管かん轄かつ外――入ってくる事は無く、近衛騎士や衛えい士し隊は、暴走浮走船への対処に出ているか、本宮を守っていて、『離れ』とも言うべき図書館には近づいてくる様子は無い。

　居るのは常じよう駐ちゆうの衛士達が十名ばかり、といった状態だったが――

「――うらぁっ!!」

　彼等の真ん中に――最大速度の単座型機竜に跨がったメルダが突とつ入にゆうしていた。

「敵てき襲しゆう!?」

　衛士達が慌てて背中の斥力甲冑を作動させるべく紐を引っ張るが、遅おそい。彼等はまず手にした長銃を構えるべきだった。だがいきなり集団の中に、しかも上方から飛び込んできたメルダと機竜に驚いて、銃をまともに構えられた者は半分も居ない。

　しかも――

「だあああああああああああああああッ！」

　メルダが吼ほえながら手にした長銃を振り回す。

　彼かの女じよが使っているのは本来、前衛用のものではない銃に――長く重い狙撃用の銃に、大きな戦いくさ斧おの型の銃剣を取り付けたものだ。クロウの剣撃銃と同じく、竜機士隊創設を見み越こして新たに試作された武器、兵器の一つである。

メルダはこれを銃として使う事は殆ど無い。飛んでくる銃弾は斥力場装甲任せ、とりあえず相手の只ただ中なかに突っ込んで、あたるを幸いとこの長大な凶きよう器きを振り回すのが得意の戦法だった。銃部分は殆ど単なる柄えだ。

　それ故に第九分校の生徒達の間でついたあだ名が『雌めす猪いのしし』。だがメルダはメルダで大おお雑ざつ把ぱな性格だからか、むしろそのあだ名を気に入っている様だった。

「このガキっ!?」

　と二名ばかり衛士隊にも動きの良い者が居て、長銃の銃剣でメルダの戦斧を受け止めるも――機竜による突とつ進しんの勢いのついているメルダの一いち撃げきで、彼等の銃はあっさり折れ曲がっていた。

「――うおっ!?」

　更に――後方から追い付いてきたクラリッサやシビルが騎兵銃から放った銃弾が、衛士隊に次々と命中する。メルダは突入した時点で斥力場甲かつ冑ちゆうを後方防ぼう御ぎよに切きり替かえて使用しているので、味方の銃弾を喰くらう可能性は低い。

　斥力場甲冑を始動できなかった衛士達の半数はこれで腹や肩かたに銃弾を喰らって倒たおれ、残りはメルダが叩きのめし――あるいは、斬り倒した。

「強いね」

　クラリッサの後ろに乗っていたルティエ姫ひめが少し驚いた様に言ってくる。

「奇き襲しゆうですから。機竜という特別な装備もありますし」

　とクラリッサがさらりと言う。

　その間に衛士達を倒し、先せん鋒ぽうを務めたメルダが戻ってきた。四台の機竜を再び並べて隊列を組むと、クラリッサ達は前方にそびえる王宮附属図書館の建物へと急ぐ。

「――ただ、実戦は初めてですから、その辺が微び妙みよう、ですが」

「そうなの？　でも……平気そう」

　とルティエ姫が言うのは、メルダもクラリッサもシビルも、衛士達を瞬またたく間まに斬り倒し、撃ち倒して――その内の何人かは明らかに致ち命めい傷しようを負っているが、『初めての殺人』にあまり衝撃を受けていない様に見えるからだろう。

「『現場』は……初めてではないので」

　とクラリッサがふと表情を消して言った。

「……現場？」

「人が殺し殺される現場です。一方的だったので、あれを戦せん闘とうとは呼べませんが……」

「――あ」

　とルティエ姫が口元を押さえる。

　第九分校の生徒の殆どが、教官達に殺された時の事を言っていると気付いたのだろう。

「嫌いやな事を思い出させた？」

「いえ。お気になさらず」

　とクラリッサは言って――王宮附属図書館の玄げん関かん口ぐちに機竜を向かわせる。

　斥力場装甲を展開したメルダが先頭に位置し、機竜に跨がったまま突っ込んだ。

「射しや撃げき六連ッ！」

「――了解！」

　クラリッサの声に、シビルが再び騎兵銃を――連射。

　点線の様な弾だん痕こんが一列、扉とびらに刻まれていく。

「ぅおらっ！」

　そこに――メルダの一撃。

　戦斧を叩き付つける事で亀き裂れつの入った両開きの木の扉を、更に斥力場と機竜の機体で強引に押し開ひらき、メルダがそのまま図書館の中に侵入。

　クラリッサ達も構わず後に続く。四台の機竜は、床の上の埃ほこりを舞い挙げながら、堂々と大量の蔵書が眠ねむる薄うす暗ぐらい屋内へと入り込んだ。

「……このまま行くの!?」

　ルティエ姫が、さすがに少し驚いた様子で尋たずねてくる。図書館の中に騎き馬ばで飛び込む様なものだからだ。

「時間との勝負なので」

　とクラリッサが平然と答える。

「煙が……貴重な書物が沢たく山さんあるのだけど……」

　とルティエ姫が言うのは、王宮に身の置き場が無く、一日の大半を此処ここで本を読んで過ごした幼少期の事を想おもいだしているからだろう。

　本は繊せん細さいだ。日光にも弱いし、火や水に弱いのも言うまでもない。そうしたものが沢山置かれている図書館に、蒸気機関搭とう載さいの機竜でそのまま突っ込むのは、乱暴に過ぎる。

「おっしゃりたい事は分かりますが、今は安全確実に件くだんの大賢者様を拐かどわかせるかどうかが最重要です。書物の神様には後でまとめて懺ざん悔げしましょう」

　と言い切るクラリッサ。この思い切りの良さは『仕切り屋』の本領発揮だった。

　やがて――

「あそこ……」

　とルティエ姫が示すのは、書しよ架かの並びの最さい奥おう、一ひと際きわ分厚そうな木の扉がある一いつ角かくだった。

　その扉の向こうが、シド・クレイクの居室であるらしい。家族も無く、家も持たない変わり者の大賢者は、基本的に図書館の奥おくの部屋で――日光も殆ど差し込まない、薄暗い穴あな蔵ぐらの様な室内で寝ね起おきしており、滅めつ多たな事ではそこから出ないのだという。

「シビル、ここで周辺を警戒しつつ待機」

「了解」

　四人は機竜を扉の左右に停とめると、いつでも再び浮走出来る様に機関は稼働させたまま、管理をシビルに任せる。機竜から降りるクラリッサ、メルダ、そしてルティエ。

「せえのッ！」

　メルダが戦斧付きの長銃を叩き付けると、玄げん関かん扉とびら同様に、木製のそれは大きく裂けて弾はじけ飛んだ。その様子を確認してクラリッサは少女達に突入の指示を出そうとするが――

「――シド！　シド・クレイク！」

　それを待たず、ルティエ姫が飛び込んで叫んでいた。

「シド、私よ、ルティエ――…………」

　だが次の瞬間、急速に萎しぼむルティエの声。

「――姫様？」

　慌あわててルティエの護衛役としてクラリッサが追つい随ずいするが、彼女もまたルティエ同様に、入り口近くで立たち竦すくんでしまった。

「なんだ、どうした!?」

　とメルダが戦斧付き長銃を肩に担かついで入ってくる。

「さっさと大賢者様を――って、おい!?」

　メルダが声を上げたのは、三人のすぐ目の前に――死体がぶら下がっていたからだ。

　灰色の長衣を着た、初老の人物。縛しばり首くびとなった状態でそこに吊つるされており、真下には恐らく、死んだ際に漏らしたであろう糞ふん尿にようの染しみと、そして杖つえが一本在った。

「まさか、この死体――」

「…………」

　クラリッサがメルダに目配せする。

「――あいよ」

　察したメルダが戦斧を一いつ閃せんさせると、縄なわが切断され、どさりと音を立てて男の死体が床に転がった。図書館全体が乾かん燥そうしているからか、既に死体は木乃伊みいらの様に乾かわいていて、見た目よりも落ちる音は遙はるかに、軽い。

　恐らく死後数日は経過しているだろう。

「……自殺？」

「多分な」

　と――クラリッサの問いに、死体の傍そばに在った木箱を見ながらメルダが言った。

　メルダが蹴けってみると、中に何が入っているのか、木箱はずしりと重い。そして男を吊していた縄の一いつ端たんは、その木箱に結びつけられていた。

　恐らく木箱を重りとして何処どこからか落とす事で、自分自身を縛り首にしたのだろう。

「シド…………」

　呆ぼう然ぜんとその場に立ち竦み、大賢者の名を呼ぶルティエ。クラリッサは彼女をとりあえずその場において、シド・クレイクのものらしき死体の傍に歩み寄った。

「……これは」

　死体の首から自殺用の縄とは別に、細い紐で繋がれている小さな手帳。

「…………遺書？」

　呟つぶやきながら手帳を手に取るクラリッサ。

　わざわざ首つり自殺をする際に、首から下げている手帳となると、遺書的な内容が中にしたためられていると考えるべきだろう。

「しかし、どうする、クラリッサ？」

　メルダが肩を戦斧付き長銃で叩きながら問うてくる。

「本人が死んでるんじゃ、誘ゆう拐かい作戦は失敗だろ。どうしたもんだか」

「……仕方ない。とりあえず、メルダ、極光関連の書物と思えるものは、片かたっ端ぱしから機竜に積んで。無む駄だ足あしにしたくないなら、それ位しか今は出来ないでしょ。もしシド・クレイクの著書らしきものがあったら、それも」

「……時間と、積せき載さい重量が許す限り、だけどな」

　そう言ってメルダは、立ち竦んだままのルティエを一瞥し――部屋の奥にある執しつ務む机づくえへと歩み寄ると、その周辺を物色し始めた。
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　逃げ切れた――最初はそう想った。

　だがそれが甘あまい考えなのだという事は、すぐに理解出来た。

「――なんだあれ!?」

「お前が知らないのに、知る訳ねえだろッ！」

　戸と惑まどいに満ちたスリクトの叫さけびに、そう返すクロウ。

　ベアトリスとアイリは黙だまったままだが、彼女等も当然、アレが何なのかなど知らないだろう。あるいはこの世界中の誰だれもが知らないのかもしれない。

　蜘蛛の上に人間を継つぎ足たしたかの様な異様な形。

　四本の脚と二本の腕。六本肢という事はむしろ近いのは昆こん虫ちゆうか。

　全身はごつごつとした蟹かにか蝦えびの様な甲殻に覆おおわれ、顔面も同様――切れ込みの様なものが頭部装甲のあちこちに走っていて、恐らくはあれが『眼』なのだろうと思われる。

　だがその一方で、額の部分に、まるでそこだけ別の生き物の様に唐とう突とつに、眼球状の何かがはまり込んでいる。それはぎょろぎょろと動いてクロウ達を視線で追い続けていた。

「くそっ……！」

　クロウは機竜の蒸気機関の調子を確かめる。

　既に先さき程ほどから全速に近い形で飛ばしているのだが、あの異形の怪物は建物の屋根の上を跳とぶ様にして追いかけてくる。何度かは引ひき離はなしもしたが、油断するとすぐにまた何処からか姿を現して、猛もう烈れつな速度で――馬にも優る速度で追ってくるのだ。

「クロウ！」

　ベアトリスが拳銃を怪物に向けて撃ちながら、声を上げる。

「ちいっ……！」

　クロウは機竜の機体を倒し気味にしながら、ベアトリス、スリクト達と共に角を曲がる。一いつ瞬しゆん遅おくれて銃じゆう声せいと共にクロウのすぐ背後の空間を焼けた弾だん道どうが貫つらぬいていた。

　狙撃だ。何処からか――衛士隊か騎き士し団だんかは知らないが、クロウ達を狙撃してくる者が居る。斥せき力りよく甲かつ冑ちゆうは力場を展開中だが、斥せき力りよくの作用角度の問題で、大威い力りよくの銃じゆう弾だんが相手の場合、これをさばききれずに、撃たれてしまうという事もある。そして狙そ撃げき手しゆは大たい抵ていそれを狙ってくるのだ。

　怪物は――自身でクロウ達を追うだけでなく、行く先々で騎士や衛士達を動かして攻撃を仕掛けてきた。別に怪物が命令を下している様子を見た訳ではないが、そうとしか思えない。いや。衛士や騎士だけでなく、民家の窓から、花か瓶びんだの何だのを一いつ般ぱん人じんが投げてくる事すらあった。

　もう素す性じようを隠かくして、などという行動は出来そうにない。

　誰もがクロウ達を〈祝福されざる者〉と認にん識しきして、攻撃を仕掛けてくる。逃げても逃げても怪物は追いかけてきて、しかも周りは敵だらけなのだ。

（やっぱりあの怪物の指示なのか？）

　最初に騎士達がクロウ達を問答無用で攻撃してきたときもそうだった。

　あの『眼玉』を持った誰かが、騎士団の浮走艦の甲板上に居た。こちらは未だ人間の形をしていたが、あの奇妙な光を湛たたえた『眼玉』だけは同じだ。

（あの怪物……俺達が〈祝福されざる者〉かどうか見分けてるのか？）

　だとしたら、あの怪物が居る限り、『他の土地に行って、素性を隠して暮らす』という選せん択たくはとれない。

「くっそ……！」

　クロウは振り向むきざまに剣撃銃を撃つ。

　だが放たれた銃弾は怪物に命中しなかった。いつの間に取り付いていたのか、怪物の肩と腹部に斥力場装甲の装置を背負った兵士らしき男二人の姿が在る。彼かれ等らが己おのれの斥力場装甲で、怪物に飛んでくる銃弾を除よけているのだろう。

「怪物を……守って？」

　とさすがのベアトリスも驚きの声を上げている。

「どうする、クロウ!?」

「何処かであいつをぶっ倒すしかないだろ」

　スリクトの問いにクロウはそう答えた。

「あいつを連れたままじゃ、〈ジェナス〉号に合流できない」

「……確かに」

　と青ざめながらもスリクトが頷うなずく。

「もう少し郊こう外がいに向かうぞ、人間はあの怪かい物ぶつ程ほどには足が速くない、怪物の周りから面めん倒どう臭くさい連中がいなくなったら、攻撃開始だ。アイリ、とりあえず奴の脚、それも関節部を狙って狙撃してくれ。斥力場装甲で弾道をねじ曲げられるかもしれないが、威い嚇かくになればそれでいい。スリクトは機竜の安定操作を」

「……了りよう解かい」

「クロウはどうするの？　ベアテは？」

「……懐ふところに潜もぐり込むしか、ないだろうな」

　アイリの問いに、クロウは剣撃銃じゆうの弾だん倉そうを確かく認にんしながらそう答えた。

「くっついてる衛士を蹴け落おとすなり引き剥はがすなりして、斥力場装甲を取とっ払ぱらうか……斥力場装甲の内側に入り込んで、直接、弾たまなり刃なりを叩き込むしかない」

「あ、あれに取り付くの!?」

「出来ない事はないだろ」

　と言うクロウが、アイリに対して親指で肩越しに指さすのは、怪物の身体にしがみついている二人の衛士である。怪物の甲殻はあちこちに凹おう凸とつがあるので、手足を掛けて身体にしがみつく事は充分に可能だろう。

「もうちょっとで東の森に出る」

　と言うクロウの視界には、王都北東部に位置する森の木々が見えてきていた。

　御ご領りよう地ちの一部であり、王族や貴族が狩かりをする為に用いるいわば、王城の『庭』だ。当然ながら民家も無ければ軍の設備も無い、手つかずのまま保持されている自然の森である。

「あそこなら怪物も身動きしにくい筈はずだ」

　徒歩の兵士や騎き乗じようの騎き士しは入ってくる事が出来るだろうが、今のところ、怪物の速度について来られている人や馬の姿は無い。

「行くぞ！」

　三人を促うながして、クロウは機竜を森の中へと突っ込ませた。




●




〈ジェナス〉号との合流地点は、王城の敷しき地ち、北東の外がい縁えん部――三重に敷しかれた城じよう壁へきのすぐ外でという手て筈はずになっていた。

　シド・クレイクの著書を十数冊、手書きの帳面ノートを同じく十数冊、他に極光関連の書しよ籍せきを十数冊、早計五十冊余りの本を木箱に入れて機竜の後部座席に括くくり付け、クラリッサ達は王宮附ふ属ぞく図書館を出た。

「姫様？」

　機竜を操あやつりながら、後部座席のルティエ姫に声を掛けるクラリッサ。

　姫ひめ君ぎみは、何やらクラリッサが見つけたシド・クレイクの手記を熱心に読み解いている様だった。クラリッサも読み書きは出来るが、シド・クレイクの字は癖くせが強い上に、難しい単語も多く、解読をルティエに任せるべく手て渡わたしたのだが――彼女は、〈ジェナス〉号に帰る時間すら惜おしいとばかりに、その手記に眼を通し始めたのである。

「少し急ぎます、振り落おとされないように――」

「――クラリッサ!!」

　後方に注意を向けていたクラリッサは、しかし先頭を浮走するメルダの叫びで意識を前方に戻もどした。

「――えっ!?」

　視界の真ん中に悠然と佇む――異形。

　異形という他無かった。それはクラリッサの知る如何いかなる生物とも似ていなかったからである。丸い、一ひと抱かかえほどもある、ただひたすらに丸い肉の塊かたまり。その上じよう端たんには何十本という、触しよく手しゆの様なものが生えており、ざわざわと揺ゆらめいている。

　脚は無く、代わりに胴体の下か端たんがじわじわと形を変えて蠢うごめく事で、身体を移動させている様だった。

　そしてその丸い身体の真ん中に、眼球の様なものが一つ埋うまっている。

　それがぎょろりと動いて自分達を睨にらみ付けるのを見て、クラリッサは総毛立った。

「な、なにあれ!?」

「知らねえよ！　だが何だかやばい、やばい気がする、殺していいか!?」

　とメルダが戦斧付き長銃を機竜の架か台だいから外しながら問うてくる。

　彼女の膂りよ力りよくと、機竜の突進力が合わされば、正面から向かってくる猛もう牛ぎゆうですら一撃両断出来る。あの怪物が牛よりも頑がん丈じよう、という風には見えなかった――が。

「邪じや魔まなら排はい除じよ！」

「了解！」

　クラリッサの叫びに猛たけ々だけしく応じるメルダ。

　だが――

「ま……待てっ!?」

「えっ……!?」

　次の瞬しゆん間かん、クラリッサと、そしてルティエが揃そろって驚きよう愕がくの声を漏らしていた。

　慌ててクラリッサは制動を掛けながら、機竜を停止。その様子を振り返って見た先行のメルダも、大きく弧こを描えがいて旋せん回かいしながらクラリッサ達の隣となりに戻ってきた。

　メルダも気付いたらしい。シビルも眼を丸くして騎き兵へい銃じゆうを手にしたまま固まっている。

「お、おい、あれ!?」

　怪物の左右に人ひと影かげがあった。

　城内から出てきて怪物を守る様に立つその人影は……

「ランス兄様!?」

「父上っ!?　ご、ご存命――」

　ルティエが叫び、クラリッサが呻うめく。

　それは――ルティエ姫の兄であるペンドルトン王国第一王子ランスと、クラリッサの父であるメルヴィン・ベルクだった。彼等の後から更さらに、斥力場甲冑と長銃装備の近衛騎き士し達たちがわらわらと現れて、クラリッサ達の行く手を塞ふさぐ。

　その数――百名余り。

　勿論、いかに機竜に乗っているとはいえ、たった三名が――ルティエも数に入れたとしても四名が、まともに戦える相手ではない。

「――構え」

　と無表情にランスが命じると、騎士達は一いつ斉せいに長銃を構えた。

「くっ……!?」

　身構えるメルダ。

　斥力場甲冑があるといっても、その効果時間は無限ではなく、また角度によっては弾だん丸がんをいなしきれずに貫かん通つうを許してしまう場合がある。百名もの騎士達に一いつ斉せい射しや撃げきを――いや集中砲ほう火かを喰らえば、間ま違ちがいなく数発は斥力場を越こえて少女達の身体に食い込んでくるだろうし、連続射撃されれば恐らく先に斥力場甲冑の効果時間が切れる。

「父上、父上っ!?」

　と――クラリッサが目に涙なみださえ浮かべて父を呼ぶ。

　それも当然、メルヴィン・ベルクの頭部は……左ひだり眼めの上、額に大きな陥かん没ぼつ孔こうが空あいている。第九分校で生徒達を襲おそい、クロウ達に倒された際、頭部を強く打っていた様だが……その時の傷だろうか。死んでいてもおかしくない傷だ。

「う……ぐ……」

　掻かきむしろうとでもするかの様に、額に触ふれる直前で空くうを掻くメルヴィンの指。

　昆虫の様にわらわらと蠢くその五指の下で、表情が異様な形に引き攣つり、黒い瞳ひとみが明らかな憎ぞう悪おを孕はらんでクラリッサ達を睨んでいた。

「クラリッサ！　クラリッサ！　どうするんだ、おい!?」

　とメルダが悲鳴じみた声でクラリッサに復帰を求めるが、『仕切り屋』の少女は再会した実父を前に、狼ろう狽ばいするばかりで――比ひ較かく的てき落ち着いているルティエ姫も、戦闘訓練も戦闘指揮訓練も受けていない以上、メルダ達に指示を出す事は出来ない。

「う……撃たないで……！」

　危機的状じよう況きように置かれて、正常な判断が出来なくなったのか。

　それまで黙っていたシビルが、騎兵銃を持ったまま両手を挙げる。彼女は機竜から降りて前に出ながら、繰くり返し命いのち乞ごいをしていた。

「撃たないで！　撃たないで、降こう伏ふくし――」

「――撃て」

　シビルの命乞いを無視して――そもそも姿も見えず、声も聞こえていないかの様に、淡たん々たんとランス王子はそう命じていた。

「くっそお!?」

　メルダが機竜の上から後方に跳んで、呆然としたままのクラリッサ、ルティエを機竜の上から引きずり下ろすのと――銃弾が少女達を襲うのとはほぼ同時だった。
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　木々の間を縫ぬう様にして浮走するクロウ達。

　あまり速度を上げすぎると立木にぶつかって自じ滅めつする事になるが、悠ゆう長ちように速度を落として巡じゆん航こうしている余よ裕ゆうも無い。

「別れるぞ！」

「――了解」

　クロウの一言に、殊こと更さら、異論や疑問を唱える事も無くスリクトは機竜の機首を巡めぐらせて横に逸それていく。怪物が自分とスリクト達のどちらを追うのかはクロウにとって賭かけだったが、とりあえず怪物はクロウとベアトリスの方を先に追う積もりの様だった。

　異形の怪物が、その巨体を木々の間にねじ込む様にして追ってくる。

　すぐに身動きがとれなくなって立ち往生するかとも思ったが、意外とその巨体は柔じゆう軟なん性せいに富んでいる様で、幾いくつもの関節のある身体を折り曲げ、あるいは伸のばして、怪物はそう遅おくれる事も無くクロウ達を追ってくる。

「…………」

　クロウとベアトリスは、互たがいに目配せして一つ頷き合うと、同時に索さく射銃を抜ぬいた。

　同時にこれを発射、先せん端たんに小さな鉤かぎ爪づめを付けて撃ち出された鋼糸が近くの樹きの幹に絡からみつき――クロウとベアトリスは、その糸に引っ張られる様にして、強ごう引いんに急きゆう旋せん回かいしていた。

「ぬぐっ――」

　強きよう烈れつな旋回加速に意識が身体から飛び出しそうな錯さつ覚かくを覚える。

　これに耐たえて――振り子この様に方向転てん換かんした二人は、丁度、追いかけてきた怪物の側方から突っ込んでいく事になった。

「喰らえ！」

　クロウは剣けん撃銃で、ベアトリスは両手の拳けん銃じゆうで、銃弾を連射。

　その全すべては怪物にくっついている衛士二人の斥力場装甲で弾道を歪ゆがめられ、あらぬ方向に飛び去っていったが――

「だああああああああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　銃の放つ音と光で相手の感覚を麻ま痺ひさせつつ、クロウとベアトリスはそれぞれ怪物の身体にくっついている衛士二人に、大剣の、銃じゆう剣けんの一撃を繰り出だしていた。

　腕を伸ばし――斬撃というよりは、引っかける様な、一撃。

　斥力場はクロウ達の剣や腕にも作用してくるが、銃弾に比べて低速で、かつ遙かに大きな質量のその攻こう撃げきを、大きくねじ曲げる力は斥力場には無い。正確には個人携けい帯たい用の斥力場装甲にはそこまでの出力が無い。衛士達はそれぞれ脇わき腹ばらや肩を斬きり付けられて、姿勢を崩くずし、怪物の身体から剥はがれ落ちていった。

「ベアトリス、衛士の方を頼たのむ！」

「――了解」

　これもほぼ同時に索射銃の鋼糸を放ほう棄き――再び通常の浮走状態に戻りながら、クロウとベアトリスはそんな言葉を交かわし、別れた。

　ベアトリスは落ちた衛士達にとどめを刺さす役目だ。必ずしも殺す必要は無いが、とにかく再び戦闘に復帰されては面めん倒どうなので、とりあえず再起不能になってもらわねばならない。

　そしてクロウは――斥力場装甲、そして肉の楯たてを失った甲殻の怪物に、改めて攻撃を仕し掛かける役目だった。

　とはいえ……

「……どうする……？」

　再び怪物から逃げつつ、そう自問するクロウ。

　相手は分厚い甲殻に覆われ、人間に数倍する巨体を持つ怪物。

　こんなもの相手に、当たり前だが白はく兵へい戦なんぞ仕掛けてもクロウが瞬しゆん殺されるだけだ。そもそも刃はが通るかどうかも怪あやしい。銃弾なら甲殻を貫通出来る可能性が高いが、その場合でも問題になるのは相手の巨大さである。

　野生動物の熊くまや鹿しか、猪いのしし等らですら、拳銃の銃弾では一撃必殺、という訳にはいかない。

　人間が針一本でそう簡単に死なないのと同様である。生命活動を確実に停める為ためには、急所に一撃を加えるか、さもなくば一定以上の威力で相手の身体構造を決定的に破は壊かいせねばならないが……クロウには今、武器といえば威力が拳けん銃じゆう準じゆん拠きよの剣撃銃しかない。

「最悪……機竜を体当たりさせるか？」

　だがそれも避さけられてしまっては無意味で、クロウが逃げる為の足を失うだけの事だ。

　相手は巨きよ体たいに似合わず素す早ばやい。

「くそっ……他に何か……………え？」

　ひゅん、と自分の脇わきを通り過ぎていく何かに気付いてクロウは思わず肩かた越ごしに背後を振り返かえる。するとそこには、木々の枝を強引にへし折って、これを二本の腕うでに握っている怪物の姿が見えた。

「武器を使う!?」

　知能さえ怪しい怪物かとも思ったが。

　いや。人間と同様に歩行以外に使う二肢がある以上、道具を使い、場合によってはこれを投とう擲てきしてくる事だって有り得る。それを予想してしかるべきだった。

「くっそ、益ます々ます無理じみてきた！」

　ただでさえその巨体と素早さで厄やつ介かいな相手なのだ。

　これで更に道具まで――武器まで使ってくるとなると、益ます々ます手て強ごわくなる。

　此処は倒すのは諦あきらめ、何らかの方法で足止めしてから、逃げるのが最も適切な選択か。

　そう考えたクロウだが――




　――銃声。




　次の瞬間、怪かい物ぶつの甲こう殻かくに火花が咲さいた。

　怪物の側方からの――狙そ撃げき。

（……アイリ！）

　先程別れたスリクトとアイリが、距きよ離りをおいて併へい走そうしながらクロウの支し援えん狙そ撃げきを行ってくれているのだ。この木々が立ち並ぶ森の中での――しかも移動しながら、無数の障害物が常に視界に飛び込んでくる状況での狙撃は困難を極きわめる。だが、それでもアイリは怪物に当ててみせたのだ。

　もっとも、長射程、大威力の長銃といえども、急所に当てるのでもなければ怪物の動きを鈍にぶらせる効果も薄うすい。現に怪物は束つかの間、銃弾の飛んできた方向を警けい戒かいする様に動きを止めたが、次の瞬間、両手の枝をクロウに向かって投げつけると、更に早い速度で追いかけてきた。

　そこに再び――銃声。

　今度は二発。肩と、そして、首。クロウは、怪物の身体に火花が咲いて、割れた甲殻の破は片へんが飛び散るのを、後方確認用の鏡越ごしに見た。

　首は急所の様にも思えたが、やはり相手の巨体に対して銃弾が小さ過ぎるのか、怪物の動きはそう鈍る様子も無い。被ひ弾だん箇か所しよを庇かばおうとする動きすら見せなかった。

　ただ――

「……？」

　四発目の銃弾が怪物の横顔に命中する。

　その時の怪物の動きに――クロウは眼めを細めた。

　怪物が頭部を庇ったのだ。それまでは全くそんな素そ振ぶりも見せていなかったのに。

（あの『眼』を？）

　甲殻の仮面の『切れ込み』の奥で蠢いている、本来の眼ではなく、額の――眼の様に見えるが、何の器官かその実よく分からないそれを、怪物はその腕で庇った。

　そして怪物は武器を扱あつかえる程の――その程度の知能が、在る。

　それはつまり……

（自分で急所を自覚していて、それを庇った？）

　更に二度の銃声が森に響ひびき、怪物はさすがに狙撃を鬱うつ陶とうしいと感じたのかクロウを追うのを止めて、横方向に――併走しているスリクト達たちの方に向かって行く。

　誘さそわれているとは考えないのか。知能はある様だが、そう高くはないのか。

　だとすれば――やはり勝機はある。

「…………試ためしてみるしかないな」

　クロウは索射銃を使って方向転換、今度は逆に怪物を追い始める。

「額の『眼』を狙ねらうなら……」

　こちらを向かせねばならない。

　だが銃じゆう撃げきで注意を引けば腕で『眼』を庇うだろう。怪物の動きは早く、照準を修正して狙い撃うつ前に、腕で急所を覆われてしまう。

「――くっそ、仕方ない!!」

　クロウは機竜を加速させ、怪物に可能な限りに接近すると――剣撃銃で三発、立て続けに銃撃した。甲殻に火花が散り、細かな破片がばらまかれる。

　怪物がうるさげにクロウの方を振ふり向いた。

　その瞬間――機竜の機体左右に固定されている索射銃を同時発射。鉤爪の重りがついた鋼糸は怪物の甲殻に突つき刺さり、その内側まで潜り込んで――固定。

　そのままクロウは機竜を相手の胴どう体たい部分に体当たりさせていた。

　どむ、と鈍い音と共に機竜の機体が相手の甲殻に激げき突とつし、広い範はん囲いに亀裂が走る。中の内臓なり肉なりが潰つぶれたか、青黒い液体が――血だろう――撒まき散ちらされるのも見えた。

　だが怪物は痛みに苦しみ暴れる様子は無い。痛覚がないのか。それとも――

「ぅぅおおおおらああああああああああああああああああッ！」

　雄お叫たけびを上げながら、クロウは手持ちの索射銃を発射。

　怪物の喉のどに突き刺さったその鋼糸を手た繰ぐり寄よせながら、強引にその身体を登っていく。




　～～～～～～～ッ!!




　怪物が咆ほう吼こうする。

　それはクロウが今まで聴きいた事の無い、奇き妙みような『音』だった。それが声だと分かったのは、単に、その顔の部分――甲こう羅らの面に覆われた部分から出ていたからだ。

　クロウの目もく論ろ見みに気付いたのか、急に慌てた様子で怪物は自分の身体に取り付いたクロウを腕で引き剥がそうとするものの……長い腕が周囲の木立に引っかかって上手うまく動けず、更にはクロウが鋼糸を手繰りながら素早く右に左にと動くので、その爪つめの付いた指先は、自分自身の亀裂の入った甲殻を掻きむしるだけになった。

　結果として、変形しながらも怪物の身体にぶら下がっていた機竜と、索撃銃の鋼糸が腕に絡み付き、益々その動きを制限していく。

　そして――

「――ッ！」

　クロウは剣撃銃を――相手の『眼』に突き込む。

　思いの外、その『眼』は硬かたかったらしく、剣の切っ先は滑すべりながらすぐ『眼』の下に――『眼』と甲殻の境目部分に突き刺さってしまう。だがそれはそれで好都合だった。

「くたばれッ！」

　クロウは撃鉄を起こして、銃を撃つ。

　一発。二発。三発。超ちよう至し近きん距きよ離りで、銃を固定しての射撃。外れる筈も無く、銃弾は同じ一点を立て続けに叩たたいて――その度に『眼』には亀裂が入っていった。
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「ちっ――」

　剣撃銃の装そう弾だん数は六。さすがに新たに弾を込めている余裕はない。

　舌打ちしながらクロウは剣撃銃にぶら下がる様にして体重をかけると、強引に突き刺さったままのこれを、こじる。

　右に一度。左に一度。

　そこが――限界だった。『眼』が砕くだけ散る。

　その瞬間――




　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッ!!




　怪物が長々と吼ほえる。

　その全身が硬こう直ちよくし、微かすかに震ふるえ――

「うおっ!?」

　巨体が倒たおれていく。クロウは騎兵銃を抜いて離れようとするが――索撃銃を手放した所で、怪物から離れて身体が宙に浮ういた。

「クロウッ！」

　そこに突っ込んでくる――ベアトリスの機竜。

　彼かの女じよは手を伸ばしてクロウを引っかけると、大きく体勢を崩しつつも機竜の浮走状態を維い持じ。斜ななめに傾かしいだ状態でしばし走ってから、クロウ自身が機竜によじ登る事で、何とか体勢を立て直す事が出来た。

「ベアテ……助かった」

「……無事で何より」

　とベアトリスが言ってくる。

「衛えい士し二人は？」

「とりあえず脚を撃って放置。斥力甲冑と銃は壊こわした」

　殺した方が手っ取り早いが、要するに動けなくしておけばそれでもう邪魔される心配は無いだろう。武器と防具を壊されれば尚なお更さらだ。

「クロウ！」

　とスリクトとアイリを乗せた復座型の機竜も近づいてくる。

「斃たおしたの？」

「多分な」

　とクロウは背後を振り返りながら言う。

　怪物の巨体は未いまだ痙けい攣れんしているが、起き上がってくる様子は――無い。

「額のところに『眼』みたいなのがあったろ」

「あ、あの姫ひめ様さまがしてる首くび飾かざりと同じ色の？」

　とアイリが首を傾げながら言う。

　やはり少女だけあって、他人が身に付けている装身具の類たぐいには目が行くのだろう。

「とにかく、あの『眼』が奴やつの急所だ。アイリ達に撃たれても、そこだけを執しつ拗ように庇ってた。他の部分に弾が当たっても、割と無む頓とん着ちやくだったんだが」

「よく見てるね、クロウ」

　と感心した様に言ってくるのはスリクトである。

「でも本当になんなんだろう、アレ？」

「分からない。分からないけど――あの『眼玉』、あれ、何かあるのかもな」

「…………」

　スリクトは何か考えていた様だったが。

「ごめん、クロウは先に〈ジェナス〉号に合流しておいて」

「はあ？　お前、何言って――」

「クロウが斃したっていうあの怪物……問題の『眼玉』だけでも回収して調べたい」

　眼鏡を少し下げて、眉み間けんを指先で揉もみながらスリクトは言った。

「お前……本気か!?」

「アレに何かあるって言ったのはクロウだよ？」

「それは――まあ」

「大だい丈じよう夫ぶ、慎しん重ちようにやるよ。アイリもいる事だし、危ない事はしない」

　とスリクトは朗ほがらかに笑う。

　彼かれのすぐ後ろに乗るアイリも『しょうがない』と言わんばかりの苦く笑しようを浮かべていた。

「それなら俺おれ達たちも一いつ緒しよに――」

「いや。もう充じゆう分ぶん、合流予定から遅れてる。クロウ達だけでも先に〈ジェナス〉号に合流して状況を報告して調整しないと、作戦が色々ずれてくるよ」

「分かった。回収したら必ず来いよ」

「了解」

　軽く敬礼してスリクトは機竜を大きく旋回させた。
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「密集隊形ッ！」

　訓練の賜たま物ものだろう――メルダの叫びにクラリッサは弾はじかれた様に動いていた。

　互いに、文字通り密集するかの様に機竜を並べて身を寄せ合う。これは別に心情的な理由からではなく、何度となく訓練で繰り返してきた合理的な銃撃対処法の一つだった。

　斥力甲冑の斥力場を幾いく重えにも重ねる事で、銃弾に対する防ぼう御ぎよ力りよくを上じよう昇しようさせる。

　要するに楯を複数、重ねる様なものだ。一枚なら貫通されても二枚なら、三枚なら止められる――そういう考え方である。

　だが……

「やめて、撃たないで――」

　一人だけ前に出て、両手を掲かかげ叫ぶシビルを、銃弾が襲う。

　その殆ほとんどはシビルの斥力場装そう甲こうで弾道をねじ曲げられて、彼女の周囲に着ちやく弾だんしたが、一発だけ斥力場装甲を貫通して彼女の左ひだり肩かたに命中していた。

「……ッ！」

　よろめきながら掲げていた銃を空へと向けたまま暴発させるシビル。

「シビル!?」

　慌あわててメルダが機竜を降りて飛び出し、彼女の身体を抱かかえて引きずり、集団の多重斥力場の内側に戻る。その間にも散発的に銃弾が送り込まれ、少女達の周囲に着弾していた。

「このっ……」

　メルダが眉まゆ尻じりをつり上げて怒ど鳴なる。

「学長、クラリッサはあんたの娘むすめだろうが！　殿でん下かも！　実の妹を――大体、なんだよそのバケモノ!?　なんでそんなの連れてんだ!?　そんなの――」

　メルダの叫さけびが銃声の合間に響き渡わたる。

　同時に――異形の巨体の真ん中で碧あおい光が瞬まばたいた。

　まるで眼球の様なその器官がぎょろりと動いたのである。

「まず狙って撃つんならそっちだろ!?　どうみてもバケモンじゃねえか!?」

「――黙だまれ、この、出で来き損そこない共」

　そう言ったのは――メルヴィン・ベルクだった。

　彼は大きく表情を歪ませながら、はっきりとメルダの方を睨んでこう続けた。

「何故なぜと聞くのか？　おこがましい奴やつ等らめ」

「ち、父上――」

　とクラリッサが喘あえぐ様に言うが……メルヴィンはそちらに一いち瞥べつすら与あたえなかった。

「何がおこがましいってんだ！」

　憤ふん然ぜんとメルダが叫ぶ。

　同時に彼女は騎兵銃を持っていない左手で後方のシビルとルティエ姫ひめに手信号を送る。

　メルダが前に出たのは、少女達が斥せき力りよく甲かつ冑ちゆうの薬やつ莢きようを交こう換かんする隙すきを確保する為だ。機械ではなく薬やく剤ざいによって加圧・加熱している携帯用の斥力甲冑は、長時間、斥力場を維持できない。定期的に薬莢を装そう填てん、排はい出しゆつしてやらねばならないのだが、どうしてもその際には斥力場が途と切ぎれて隙が出来る。

　自分が連中の注意を引きつけている間に装填と排出を済ませろ、とメルダは指示しているのだ。一応、ルティエ姫にも斥力場甲冑は持たせてあるし、操作法も教えてあった。

「お前等ら、どいつもこいつも、何の前まえ触ぶれも無く、いきなり……！」

「聖なる極光を浴びずに生まれてきた出来損ない。出来損ないなのだから除けるのが当然だろう。当たり前の事だ。肉や果物から腐くさった部分を取り除く様に、病気に罹かかった家か畜ちくを処分する様に、至し極ごく、当然だ。前触れ？　わざわざ家畜を処分するときに、いちいち家畜に断るか？　何なに故ゆえにと疑問を抱いだく事の方が――」

「家畜だと!?」

　メルダが激げき昂こうするが、しかし――次の瞬間。




　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッ!?




　それまで一声も発する事無く、騎士達の背後に控ひかえていた異形の怪物が、突とつ然ぜん、触手らしきものを激しく動かして、吼ほえた。いや。吼えただけではない。

　その巨体が激しく痙攣して――ぐったりと力が抜けるのが見えた。

　触手もまるで枯かれた花の様にしおれた感じで垂れ下がる。

　同時に――

「――!?」

　騎き士し団だん員達や、王子にも異常が生じていた。

　それぞれにその場に膝ひざをついたり、銃を取り落としたり、まるで怪物の不調に合わせているかの様だが――

「なんだ!?」

　一体、何が起こったのか。

　更に――

「――おおおおっ!?」

　メルヴィンが声を上げる。

　何事かと顔を上げたメルダは、そこに――城壁の上端を衝角で突き崩しながら強引に乗のり越えてくる巨きよ大だいな鋼鉄の物体を見た。

〈ジェナス〉号である。

「ど、どうして……!?」

　と喘ぐ様に言うメルダ。

〈ジェナス〉号は離はなれた場所でクラリッサ達の帰き還かんを待っていた筈だ。さすがに浮走艦かんの巨体が王宮に接近すれば、目立つからである。

　だが――

「……さっき……曳えい光こう弾だんを撃っといた……」

　と言ったのは――メルダの腕の中のシビルだった。

「ちょろかましの……コツってのは……相手の注意を……右手でそらして……左手で……素早くって……感じでさ……？」

　両手を挙げて降伏する様に見せかけていた彼女だが――その時点で彼女は騎兵銃に信号弾を仕込んでいて、撃たれた衝しよう撃げきで暴発させた様に見せかけ撃っていたのだ。発はつ煙えん型の信号弾ではなく、発光型……一いつ瞬しゆん、弾だん道どうをなぞる様に発光するだけの代しろ物ものなので、メルダ達も、そして騎士団や王子達も気付いていなかったのだろう。

　だが合流を、クラリッサやクロウ達の帰還を今か今かと待っていた〈ジェナス〉号は、その甲かん板ぱんで周辺監かん視しをしていた者達が、それを見み逃のがさなかったのだ。

「抜け目めねえな……さすが〈泥どろ棒ぼう猫ねこ〉」

「にしし……」

　出血のせいで青ざめながらも、してやったりとシビルは笑う。

　一方――

「うおおおおっ!?」

〈ジェナス〉号の艦かん首しゆ衝角で崩れた城壁の瓦が礫れきが、次々と怪物や、騎士団、王子やメルヴィンの上に降り注ぐ。突然の事態に騎士達は――そして王子は、怪物を守ろうとするかの様に、その異形に駆かけ寄ると、銃じゆうを放ほうり出し、身を挺ていして瓦礫を防いでいた。

「なんなんだよ……!?」

　メルダが叫ぶ様に問うが、しかし勿もち論ろん、答える者は居ない。

　代わりにメルヴィンが手にしていた長銃を構えるが――彼の足あし下もとに銃じゆう弾だんが食い込んだのは次の瞬間だった。驚おどろいたメルヴィンは姿勢を崩してその場に倒れてしまう。

「皆みな！　乗って！　早く!!」

　甲板上から身を乗り出し、長銃を構えて叫ぶ少女達。

　彼かの女じよ等らが、メルダが、次々と機竜を動かして離り脱だつしていくのを見送るクラリッサ。彼女は散発的にではあるが、騎兵銃を撃ってメルヴィン達を牽けん制せいする。

　そして――

「クラリッサ、貴女あなたも」

　とクラリッサのすぐ後ろで言うのは、ルティエ姫だった。

「シド・クレイクの手記に気になる事が書いてあった。艦に戻ってそれを読み解こう。そうすれば私の兄や貴女のお父さんが、ああなった事も、何か分かるかも」

「…………はい」

　クラリッサは頷うなずくと機竜の操そう縦じゆう桿かんを捻ひねる。

　強引に斥力場機関の出力を上げ、後ろにルティエを乗せて現場を離れるクラリッサ。

　クラリッサの機竜は、城じよう壁へきに半ば身を食い込ませるようにして乗り上げている〈ジェナス〉号の船腹――蓋ふた扉とびらを開いている機竜格納庫の出入り口に飛び込んだ。

　その様子を……

「…………出来損ない、共め」

　ただ一人、杖つえの様に長銃をついたメルヴィン・ベルクが身を起こし――憎悪に濁にごったその眼で、見上げていた。




●




「…………どうなってるんだ!?」

　クロウは眉まゆを顰しかめて周囲を見回した。

　森を出て、一いつ旦たん王都に戻もどってから、王城を迂う回かいする様にして、〈ジェナス〉号との合流地点に向かっているクロウとベアトリスだが――

「……不思議」

　とベアトリスが言う様に、彼女にもこの状況がよく分からないらしい。

　街中で――倒れたり、座すわり込んだりする人の姿が目立つ。どうやら皆、意識はある様だが、ひどく疲ひ弊へいしているかの様に、その場から動けない様なのだ。

　王都の一いつ般ぱん都民も。騎き士しも。衛士も。警けい邏ら隊たいの兵士も。

　まるで――有毒性の瓦斯ガスでも蔓まん延えんしたか、あるいは一斉に何かの病気に罹かかったかの様に、その場に伏ふせたり、座り込んだりして、動いている者が殆ど居ない。立って動いている者も、壁かべに寄り掛かかったりして辛かろうじて歩いている、といった感じだ。

「何が在った……？」

　街中を通って〈ジェナス〉号に合流する際、騎士団や衛士隊、あるいは街の人間ともう一ひと悶もん着ちやくあるかとも覚かく悟ごしていたのだが、拍ひよう子し抜ぬけである。

　だが――

「……もう俺達の知ってる世界は、無いのか」

　何もかも訳が分からない。常識が通用しない。次から次へと意味不明な現象が起きる。

　十六歳さい以外の全ての人間が――〈祝福されざる子等〉以外の全てが、変わり果ててしまったのだというのなら、それは、クロウ達が知っている世界そのものが失われた事に等しいとも言える。

「俺達は、世界を、無くしたのか」

「クロウ」

　ベアトリスが肩越しに言ってくる。

「私は変わってない」

「……なに？」

「クロウも変わってない。私はそれで、充分」

　ベアトリスは前を向いたまま、淡々と言う。

　彼女が今どんな表情をしているのかは、分からないが――

「ベアテ――お前」

「クロウと一緒なら何でも出来る。何処どこにでも行ける。アイリやスリクトが一緒ならもっと沢たく山さんの事が出来て、もっと遠くまで行ける。クラリッサや、メルダや……皆と、それから姫様がいれば、もっと沢山で、もっと遠くまで」

「…………」

「だから何も無くなってない。私にとっての世界は変わらずここに在る。それでいい。それで充分。だから、クロウもそう思ってくれると、嬉うれしい」

　相変わらず、ベアトリスの言葉は色々と回りくどくて分かり難にくいが……

「ベアテ……ありがとうな」

「……ん」

　相変わらずベアトリスは振り返りもしないが、クロウは風に揺ゆれる彼女の髪かみのすぐ下、二つの耳がいつもより少し赤くなっているのに、気付いた。

「まったく、俺おれも視野が狭せまいよな。目に見えてるものが全てだと思ってしまう」

　とクロウは苦笑した。

「ひょっとしたらこのおかしな現象が起きてない国だってあるかもしれないしな」

　未まだクロウ達はこのペンドルトン王国の外に出ていない。

　ひょっとしたらこの現象はペンドルトン王国の中でのみ起きている事かもしれない。

　極光は大陸全土を覆おおうが、同じ影えい響きようを全ての土地に及およぼしているとも限らない。

　だから――絶望するには、未だ早い。

「――クロウ」

「ああ」

　視界の先、王都の郊こう外がいに悠ゆう然ぜんと進む〈ジェナス〉号が見えてきた。

　甲板の上で手を振っているのは――ルティエ姫か。その隣となりで戦いくさ斧おの付き長銃を振っているのは、メルダだろう。少なくともクラリッサの隊は全ぜん滅めつせずに帰還する事が出来た様だ。

「アイリ達が戻れば、先まず、国外を目指そう」

　安あん堵どの吐と息いきを一つついてから、クロウはそう言った。







終章　建国宣言







　王都から少し離れた――山さん岳がく地帯。

　その渓けい谷こく部分に、〈ジェナス〉号は身を潜ひそめていた。

　シド・クレイク誘ゆう拐かい作戦の失敗から――二日。

　第九分校の跡あと地ちから、積めるだけの物資を積んで、クロウ達は王都を出て、この地に身を潜めていた。

　王都から追つい撃げきが来る様子は無い。そもそも住人のほぼ全員が、謎なぞの疲弊状態を起こしていたことを思えば、それどころではないのかもしれない。確かく認にんはしていないが、あるいは未だ王都は麻痺しているかの様な状態なのかもしれなかった。

　そして――

「……『最さい果はての塔とう』？」

〈ジェナス〉号の艦かん橋きよう。

　そこに集まった十四人は、ルティエ姫から話を聞いていた。

「そう。先生の――大だい賢けん者じやシド・クレイクの手記にはそう書かれてた」

　皆を見回し、自分の言葉の意味が行いき渡るのを確認してルティエ姫は話を続けた。

「先に断っておくけれど、これは、あくまでシド・クレイクの見解で、予想で、真実とは限らない。見けん当とう違ちがいの事を彼が書き残したのかもしれない。それは覚悟の上で聴いて」

「…………」

　少女達が顔を見合わせる。

「シド・クレイクは元々、事故で頭に怪我をしていて……真まっ直すぐ歩けないから、いつも杖を使っていた」

　彼が図書館の奥おくに引ひき籠こもって滅めつ多たに出てこなかったのもそれが一番大きな原因なのだという。その事実自体を偏へん屈くつなシド・クレイクは隠かくしていたが――しばしば遊びに来ていた聡そう明めいな第三王女には、何故か胸きよう襟きんを開いて語っていたらしい。

「何故かは分からないけれど、事故の後から、極光そのものに疑問を抱いたとか」

「極光に？」

　問とい質ただすクロウに、ルティエ姫は頷いて見せた。

「ええ。確かに美しいけれど、何故、それだけの現象を人々は『生まれ来る子供達への祝福』と考えるようになったのか――最初は、その程度の他た愛あいも無い疑問だったみたい。手記の一番最初に書かれてた。『アレは本当に祝福なのか？』って」

　だが――ほぼ例外なく全すべての人々が信じる瑞ずい兆ちよう、吉きつ兆ちように疑問と懸け念ねんを持つ事そのものが、正気を疑われる行こう為いだった。

　結局、変人として知られたシド・クレイクは、まともに歩けない事もあり、より部屋に引き籠もるようになった。そして王国に蓄たくわえられている知識と知ち恵え――大量の書物、大量の記録から、疑問の答えを探す事にしたのだそうだ。

「シド・クレイクが極光に疑問を持って研究していたのは、私も知っていた。けれど、まさか彼がこんな事を考えていたなんて、思ってもみなかった」

　シド・クレイクは手に入る限りの昔話、神話、伝承、そういったものをかき集めて丁てい寧ねいに分ぶん析せきし、過去に蓄えられた『極光』の知識を辿たどろうとした。

　更さらに――

「死産の赤あかん坊ぼうを親から譲ゆずり受うけて……解かい剖ぼうもしてみたとか」

　とルティエ姫が眼を伏せながらそんな事を言った。

「……!?」

　さすがに多くの少女達が表情を引き攣つらせる。

「シド・クレイクは、お医者としての知識と技術も持っていたから、そういう事をしてもおかしくはないけれど――その赤ん坊の頭の中には、ある『器官』があったそうよ」

「『ある器官』？」

「受令器、とシド・クレイクは書いてた」

　ルティエ姫はスリクトの方を見ながらそう答えた。

「私達と同じ『祝福されざる者』の、死体や、『極光の祝福』を受ける前に流産してしまった胎たい児じの死体も手に入れて、解剖して比ひ較かくしたそうよ。細かい途と中ちゆう経過は省くけれど、諸もろ々もろの研究の結果、シド・クレイクはこう結論づけた――」




『全てはあの極光から始まったのだ。

　あの美しく静かな、しかし恐おそろしい天の光は、胎児を腹に抱えた妊にん婦ぷに対して目に見えない効果を及ぼす。及ぼし続ける。

　あの極光を受けた妊婦の中の胎児は、頭の中にある種の『命令』を受けると思おぼしき器官が生じている。誰だれからの命令かは分からない。だがそれは脳の奥、中心部に有り、神経の糸を体表にまで伸のばしている――』




「命令……？」

「シド・クレイクは、今回の極光祭の時も、自分に『命令が来た』と書いてる。『〈祝福されざる者〉は存在そのものが害悪である。最も早はや、その存在を放置は出来ない。故に見つけ次第例外なく迅じん速そくに殺して除よけろ』って」

　とルティエ姫は言った。

「…………！」

「頭を怪我していたからか、シド・クレイクはその命令そのものに疑問を持った。疑問を持って、自分が命令に支配されるのを恐れて、自分で――」

　首をくくった。

　あるいはそれは、偏屈者の大賢者の唯ゆい一いつの友人、歳の離れた友達を、守る為ためだったのかもしれない。自分がルティエ姫を殺す場面を想像して、シド・クレイクはその事に耐たえられなかったのではないか――

「シド・クレイクは更に極光関連の伝承や記録を調べて、こう結論づけてる」




『最も旧ふるい記録には、極光は南の果て、陸の尽つき果はて、海をわたって辿り着つく、最果ての小さな大地の事が書かれていた。そこには極光を生み出す「塔」が有り、その「塔」を「額に第三の眼を戴いただく者達」が管理しているという。

　極光は南から来る。この記録が正しいのなら――』

　……………

「第三の……眼？」

　クロウとスリクトが顔を見合わせる。

　それはひょっとして――

「私は――その『最果ての塔』を目指すべきだと思う」

　ルティエ姫は身を乗り出して言った。

「ちょっと待ってください、それってまさか……」

　驚いた様子で言うのはクラリッサだ。メルダや他の少女達は、ルティエ姫が何を考えているのか、未だ察し切れていない様なのだが――

「極光を生み出しているその塔を、壊します」

　ルティエ姫は胸を張ってそう言った。

「そうすれば極光は無くなる。生まれてくる子供達は、その何者かの『命令』を受ける事も無くなる筈はず。既すでに脳にその『器官』がある人達はどうしようもないけど、塔が作られたものならば、それを作った者が、きっと『命令』を出している筈。その者達を斃してしまえば、世界は――元に、戻る。恐らくは」

「…………」

　一同は思ってもみなかったルティエ姫からの提案に、皆、戸と惑まどっていた。

　そもそも伝承を元に、偏屈な大賢者がひねり出した妄もう想そうでしかない可能性もあるのだ。信じて命を賭かけるには少々不安が残る――が。

「その『塔』を管理してるって連中の事だけどさ」

　と片手を挙げて言ったのはスリクトだ。

　彼は他の生徒達を見回してこう続けた。

「僕ぼく達たちは、『眼め』みたいな奇妙な器官を身体につけている怪かい物ぶつを見てる」

「あ、それは、俺達も見た」

　とメルダも手を挙げて言った。

「スリクトから聞く限り、形は全然違ちがう怪物みたいだけど」

「旧い記録にある『第三の眼』を持つ人々と、奇妙な『眼玉』を持つ人々と……僕ぼくには符ふ合ごうしている様に見える。あの『眼玉』が人間の額にもしあれば、『第三の眼』を持つ人々の様にも見える筈で。僕ぼく等らとメルダ達が見た怪物も、元々全く別の生き物で、たまたまその『眼』に取とり憑つかれて支配されてたんだとしたら……」

　一応、筋は通る。

「……どうせ、向かう当ては無い」

　とクロウがまとめる様に言った。

「問題は、〈ジェナス〉号がそこまで行けるのか――だけど」

　と言って彼は、それまで壁かべ際ぎわで黙って立っていたカイルの方を見る。

　クロウが言うのは、単に〈ジェナス〉号の航続距きよ離りや、耐たい久きゆう性せいだけの問題ではない。カイルが一緒に来てくれなければ、クロウ達たちは未だ満足に〈ジェナス〉号を運用出来ない。

　だがカイルは一応今回〈祝福されざる者〉として狙ねらわれる事になった世代とは異なる。命いのち懸がけの旅に同行せねばならない理由は無い――筈だ。

「何処までと問われりゃ、世界の果てだって行けるぜ。勿論な？」

　と肩かたを竦すくめてカイルは言った。

「一度は退たい役えきした浮走艦だが、頑がん強きよう極きわまりない造りなんでな、改造と修復もされてるから、燃料補給して、細部の消しよう耗もう部品を交換しながらなら、何処にだって行ける」

「でもカイル、あんたは――」

「ここまで突つき合あわせといて、まさか今いま更さら、用済みです、帰って良し、とか言わねえよな？　クロウ・シェイクス？」

　カイルはにやりと笑ってクロウを指さしてきた。

「十六歳でこそねえが、俺も〈祝福されざる者〉だ。いつ殺される側になるのか分かったもんじゃねえ。他人事でもねえんだ。似合わねえ遠えん慮りよとかすんな、ガキがよ」

「……分かった。ありがとう」

　そう言ってカイルに頭を下げると、クロウは一同を見回した。

「他に、異論ある者は？　もしくは代だい替たい案あんのある者は？」

「…………」

　手を挙げる者は居ない。

　代わりに――

「では姫様。折せつ角かくです、先にお願いしておいた『建国宣言』を」

　と言ったのはクラリッサだ。

「……そうね」

　とルティエ姫は苦笑して頷く。

「私――ルティエ・ラ・ペンドルトンは此処ここに宣言します」

　彼女は片手を挙げて――表情を引き締しめると、厳おごそかな口調でそう宣のたまった。

「今よりこの艦は我等が国土にして、我等が軍隊。汝なんじ等らは我わが臣民にして我が騎士。汝等は此処を褥しとねとし、此処を故郷とし、此処を我が家やとし、此処に属する者達の為に戦い、生き、そして、死ぬ」

　はみ出し者の王女の、しかしそれは――毅き然ぜんとした建国宣言だった。

「我等が国はこの艦の上のみ。けれど、我等の国はただある為にある国にあらず、続くために続く国にあらず、世界を取り戻す為に戦う、騎き士し達たちの国である。皆よ、我が国民よ、私は今より汝等と共に戦路を行く、文字通りに、世界の、果てまで」

「…………」

「国王として汝等に請こい、そして命じる。生き延びよ。世界を、取り戻す為に」

「――御ぎよ意い」

「御意ッ！」

　クラリッサの一言に後から全員が追つい随ずいする。カイルも壁にもたれかかりつつ、挨あい拶さつをするかの様に片手を挙げていた。

「……そうだ。失ったなら取り戻せばいい」

　クロウは呟つぶやく様に言う。

「取り戻せない、何処にもなくなったっていうんなら、もう一度作ればいい。それだけの事だよな、多分」

「……うん」
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　と彼の隣で頷くのはベアトリスである。

「行こう。『最果ての塔』へ」

　クロウの言葉にルティエ姫もまた頷く。

「世界を、俺達が生まれる前から予あらかじめ奪うばわれていた――全てを、取り戻す」

　手にした剣けん撃銃で南の方角を指し示しながら、クロウ・シェイクスは言った。







あとがき







　どうも、小説屋の榊です。

　ＨＪ文庫にて新シリーズ『覇逆のドラグーン』をお届けいたします。

　あとがきから読む方々も多いという話ですが、物語の種類としては昨今の流行に従い、題名（含む副題）に概ね表示されております故、気に入って戴けたならそのままレジに向かわれる事を強く強く希望します（笑）。




　以下、製作裏話――というより、七面倒くさい小説屋の戯言なので、お暇な時にでも適当に読み流してください（おい）。




　ライトノベルというジャンルはしばしば『キャラクター小説』と言われます。

　要するに世界観や、物語のうねり、筋の面白さよりもまず、登場人物の魅力で読者を引き込む形式を採る小説の形態ですね。エキセントリックだったり、単純に魅力的だったり、とにかく『こいつの物語をもっと見たい』と読者の人達に思って貰えれば成功、という。




　この『キャラクター小説』を書く上で、文庫書き下ろしが殆どの（つまり頁数が単価に跳ね返り、結果として売れ行きにも影響を及ぼす為、頁数について大抵の作家と編集者が神経質にならざるを得ない）ライトノベルにおいては、結構、難易度が高いのが登場人物の多い物語です（私が勝手に思ってるだけかもしれませんが）。主人公以外に名前が在ってドラマが在って、時に視点人物として物語の中心に立つ様な、重要キャラクターが割と物語の初期段階から何人も並列に居る様なタイプですね。




　この種の『重要な』登場人物はその描写、特にその為人ひととなりを表現する為に、それなりに文章量を割かねばならない訳で。その登場の順番からその描写やエピソード量のバランスまで考えるとかなりコストが高いというか、下手をすると単に主人公以下、全員が印象の薄い、読者の人達が感情移入しにくい代物が出来上がってしまう可能性があります。




　だからこそ物書きを二十年以上やってきた私としても難易度が高いと感じるのですが。

　今回は敢えて初期の段階から主人公達の『集団』を描く物語に挑戦しとります。

　実際に書いてみて、私自身はある種の手応えを感じたのですが、実際に作品として上手く出来たかどうかを判断するのは読者の方々な訳で。事細かな理屈や書き手の事情なんぞはさておき、単純に読んで愉しんで貰えたなら、幸いです。




　ちなみにこの物語――担当さんの『絶望的な世界観で足掻く少年少女の成り上がり物語が見たい』という要望から始まりましたが、それとは別に私が物語の基点のモチーフにしたのは、永井豪先生の問題作、幼き日の私に多大なるトラウマを与えてくれた短編漫画『ススムちゃん大ショック』であります。

　件の短編漫画はホラーという事もあり、物語は殆ど何の説明も無くぶつんと断ち切られる様に終わりますが、こちらは今時のラノベ、担当さんの要望も勿論忘れていません。なのでクロウ達が世界の謎を解き明かしながら、救世の英雄となるまでが描かれる訳です。

　ただ、挿絵に売れっ子イラストレーターのもねてぃ先生をお招きしての布陣ですので、人事は尽くされていると思いますが、昨今の天命――もとい出版事情は物語以上に先が読めないので、作者としても戦々恐々としております。

　果たして最後まで辿り着けるかどうか。

　読者の皆様にはどうかご支援を賜りたく、よろしくお願いいたします。





２０１９／９／５　　　　　　　　　榊一郎






　………………………………………つか、ぶっちゃけな？　セクシー系の絵で定評のあるもねてぃ先生と組ませて貰うってもっと早くに知っとったら、もっとそーゆーシチュぶちこみまくったんやけども。『もねてぃ先生の無駄遣い』とか言われたくないやん。

　そういう訳で、キャラクターが出そろった二巻はもうちょい色々、やろうと思うので、そういう意味でもどうかご期待ください（笑）。







[image: ]




item/image/cover.jpg
AT
o (3






item/image/p277.jpg
)
4

-





item/image/p033.jpg





item/image/p119.jpg





item/image/p023.jpg





item/image/HJ_logo.jpg





item/image/p061.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		序章　虐められ姫と大賢者



		第一章　異変は極光と共に



		第二章　学舎炎上



		第三章　浮走艦〈ジェナス〉号



		第四章　大賢者拉致作戦



		終章　建国宣言



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p133.jpg





item/image/k002.jpg
HEHL QPR HEEH®
[REEX0 RY0I0H ] VOV
MERRS W RIS NR






item/image/k001.jpg
/~

R/ETHEORB R R UELMEXOSL
Hofzw BEQUERBE Mo
ENHFURMOMO L0’

,
y
&

\,,w





item/image/k004.jpg
E’
z
1

B
(r)
1
%
i3
o
3
m
E
A
E3
h
7
52
X
[
Wi
£
D

— AT AT | RE

%
6
®
S
i
<
B
%
»
5
%
%
s
=)
G
13}
7






item/image/k003.jpg
AA .W..4}).I?/ VV
Br#Y 48 S B 4= 1 S =
Rﬁ)m%f P

CNELLNHESHES, )
\ enwrmﬁﬁanv.u?@».ﬂr
Ib)%&uénr..é’/

//






item/image/ok.jpg
HSJiﬁ http://www.hobbyjapan.co.jp/hjbunko/
832

PO rsr—r1
~HAERTIEG O L . BEOBOEHR Z M EA3s ~
20194E10A1H  #IMZAT

#HE—H — R

RGN TAR
bR ¥ AV i N e (A IV

T151-0053

HHAR AR 4 A2-15-8

i 03(5304)7604 ()

03(5304)9112 (%)

ENRAT——K B A ENR Rl &t
#T——AFTERGLOW /#RA&HT X b=

BRI - B

©Ichirou Sakaki
Printed in Japan

ISBN978-4-7986-2026-8 C0193

N Do T151-00538 mRBEAX{LA2-15-8
REG A ol (i) — ) HUSTRIRSEES Sif
—EB % BHRTL Kk

https:/questant.jp/q/hjbunko

Frr—h O —BHHELTLELEHFRD B DT .
WebEicT ® YA bADT I LRICHD DEERIFCABLESL,

i F3 © hRELTORSE, REEDQTREBTHSTEELEE L.
LI SIET ® COIBETAEDHORN SilE THEA 1024RIC,
HIXEA U IF )Ly TEBBO L LET.






item/image/p175.jpg
=~
e ﬂ/r ‘ /
y y





item/image/p097.jpg





item/image/p251.jpg
I
) ]
|

u‘.’

\\\ A * ’
|ﬂ\\\“‘-‘:‘






item/image/p003.jpg
wn o QO S UKERHD - ‘8
wim o BRENTOIRIRUHIL - -
7)) wim o MR - R
s o BRHYEE CANHR RO I - 8
wam o KEULHDEIRE - g
we - SEHDND - g





item/image/p002.jpg
O « DMK~ 2085





item/image/p001.jpg
N

BEORST— 1
~ZEOBEELTIIERDIELS.
BO@ENAHEFRZAIT EN D~

HIXZE

N

\






item/image/p004.jpg
WgED R 77— 1
~EHEE L IE RO E . BEOROEHR 2T E2ss~
Eh¥re 05—
K07 AU R
FREAATCERLERE, KB CRENE S ISERERVODE,
*IWTFAL T - RVRILbY -
NPV CEEEZEL, BEhWESFFHO [HUBE].
K RFPRNIVIRLAT7Y
BRTREY. 7OV ERRABTESLRRENDL,
K TAV AU R
BRETE#EE, 7OYORFOHK, BFLBEER,
* AUk N—="PzA
BHETREE, 707 ERBTEI RV,
* 79V« NILY
BT REE. [HVE] LR IhZEFLREERA.
K AL« IN—=T>
iR, ZTARLGN SEEH - T (MBI BE] O— A,
* XY -O—bkv
BRTREE. BEENICETLBEBYDOIL,
* VEI - R=TV TV
BRTREE. ARFHETOAFEOBVDL, #21F [REE]
kX AMV—F - JIUTY
BETEEE, BROF P&,

FRF—T7—F

* RARE
BRAEMHNEL TR BRABE. SEAOMEICIEAL L 50,

* HE
R U TEARBRFO/NELZER,
* VxRS
BRETOIERICAV S h 3B%ZEE,
B
FICZE, EORLSFNZIVDODIF—OFICBARR, £5hE>
FRABICREBESEZ2 33,






item/image/p207.jpg





